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曾 告

日本建築協曾曾旗園案懸賞募集規定

本協奮の創立より廿五年、今春は大東亜戦下に意義あ る記念式を

皐行し又記念事業としては、時局下に相臆しい数々の事業が目下進

行中て¥ 建築報園に還準しつ込ある我が協膏に 、末だ奮の表徴であ

る畜旗の制定なく禽員諸氏の要望もあり 、 此の機曾に曾旗を作成す

る事とな り、 一層意義深くあらしめる篤、贋〈禽員諸氏よ り禽旗圏

実の1 ! j 募を求める次第である

曾 旗 圏 案 懸 賞 募 集 規 程

1. 圃案の要旨 日本建築協併を表徴し得るもの。

2. 慮 募 要 件

( イJ 態募は正、副二案を要し、正は本合儀開閉とするもの 、副は見塵合例合

講演合等の利別に便たるもの。

( ロ) 地質は布地とし三色以内たる事。

( ハ ) 寸法随意

3. 入賞及賃金 入 賞 二名賞牌及賞・金五拾闘宛

佳 作 三名 賞 牌 及 賞 金 参 拾 園 宛

4. 締 切 期 日 昭和十七年八月 三十一日午后三時

S.  ｾ華 表 本人に通知をたすと共に審3 ! t の結果を九月建築と i仕合 K : t 刷主張表す。

6. 審 査 本令常務令、創 立it 五年記念事 業幹事合に於て行』、。

7.  3 募 心 得

( イ〉 闘笑の大さは天地五十糎左右七十糎白色識用紙一枚に正副二案を納むる

事 ( 設明あらば適賞挿入の事。)

( ロ) 圃案には暗蹴を附し別に暗銃、住所氏名勤務先を記せる紙片を密封し封

書 の表面に暗蹴を附すぺし。( 郵迭の場合は郵便法 ! と依り包装の表聞に住

所氏名言団設の事〉

( ハ) 審茶の結果に劃 して設明又は異議申立ざる事。

{ ニ〉 臆募国策に闘する一切の樫利は本舎に蹄属するものとす。

( ホ〉 臆募国案は一切之を還附せ歩。

( へ) 闘案迭先大阪市北区中之島三丁円( 朝日ピル内〉 日 本 建 築 協 合 宛

昭 和 十 七 年 八 月

社 圏 法 人 日 本 建 築 協 奮



曾 告

家庭 防空施設!昌案懸賞募集規定

1 . 要 旨

日本建築協 合主催 、箪及大阪府、市並 K 朝 日新聞枇後援の下に来る 9月下旬、大丸百貨

庖に於て「建築と防空展J ｾ 開催する に首 り家 庭防Ｕｳ の 整備強 化促進のため本曾は家庭
防空施設国案を募集し資源不足の折柄友るべく 手近の材料と 設備を 膝用し以て在来の住

宅を修補加設し起jmrc効果を強揮 し得る革新的の打IJ意工夫 iて寓める賀行案 を需む。

2.募 集 要 項

膝募 者の日 常接する質在の住宅を選び之に劃する下記事項の全部叉は 2. 3 を含むもの。

イ 住 宅内部の防火的 改 善 ( 例へば間仕句、雑作等の改修2IfZ rc 防火用水、彼等の配置)

ロ 住宅 の待 避施設Ｈ例へば土蔵 、地 下室 、 ｬ 也 得 、 押入 、 ｈｾ 下叉は家具類等の防空的利

用〉

ハ 宅地内に於ける通路、非常口 、7](.椅、池叉は樹木 等の防火i' 1(] 配置

其他現在住宅の防空的改蒋

3.所要園面及説明書

イ 現況岡= 配置闘並 K 王子商闘〈認真添付可)

ロ 改善案岡= 配置岡、平面岡及透視園( 若 し必妥あらば立前|副父は断前闘を附する も

可〉

ハ 用紙は 、大きさ 50極 X 70桝 の 白色讃用紙を 使用 し盤 書する とと f 陰影又は色彩を施

す も可〉

説明書は圃聞の徐白 K 記入するとと( 但し別紙を添付するも可)

4. 入選良佳作

入 賞 5 名

1 等 1 名 賞i伏及賞 牌並賞余

2 等 1 名 同

3 等 3 名 同

佳作 若干名 賞11長及賞牌

金 武 両 国也

金 登 百 園也

金 五 拾 閑也

5. 締 切 期 日

昭和17年9月10日 ( 木〉午後5持 迄

6. 審 査

「建築と防空展」委員曾 K 於て之を行ム

7. 入選者設表

本人に通知すると共に「建築と! 祉曾J 10月枕に掲載す

倫入濯並佳作固案は「建築と防空展」曾期中曾場 K 之を展示す

8. 願 募 心 得

イ、岡商並た説明書には各階放のみを附するとと。 )llj i C 暗波並 1[. 住所、氏名 、職業( 勤

務先〉を記せる紙片を入れ たる封書を添付し、封書の表商に は前記暗読のみ記する

とと( 郵迭の場合は郵便法に依り包接の表面} 亡住所氏名を記載する を要す〕

口、審 査 の 結果に劃しては説明を求め叉は異議を申し立つるとと を得十

ハ、磨、募園案及説明書の展示及底分一切の機利は本令 1[. 蹄属するものと す

ユ、目撃募固築2え設H月番は一切之を遺3付せす，

ホ、感募開案の迭り先

大阪市 ｾ ｴｬ 高中之島 Ｓ ノ Ｓ 朝 日ピル 4:1皆

日本 建築 協曾 「建築と防空展 J 係 宛
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昌二
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今般理事副合長井上新二氏僻任に 付 昭和17年 7 月u H開舎の評議; 0

舎に於 て補級選奉を執行致しました結果下記の通り首選杵|成りました

理 事 副 曾 長
松 本 f義 人 氏

昭 和 1 7 年 8 月

世圏 法人 日 本 建 築 協 曾

建 築

?象

、
、

、、-

告

防 空 展 覧 合

主 催 )日:1単|法 人 日 本 建 築 協 曾

中 部 五 ・大 阪 師 |事l 各 ri j 令 部

後 援 C検定

J 大阪 府 ・大阪市 ・朝 日新聞 大阪本社

〈京都 ・紳 戸開 fW. / 場合ノ、 之ニ準スワ

曾 期 詐i ニr i i21六日 間 ! r-前九時 一 午後 六 時

曾 場 株 式 舎 枇 大 丸 〈大 阪市 心務 橋J

展 示 内 界

第 音f¥ 住 宅 防 室 ( 家庭防杢l施設、待i単施設、地下室、防ささ的利用〉

第 一 部 新l 防 5主-主- く防空都i 1H 十華 、都 Ili 分散、昼地ノ 利 用、近 隣j也ノ 防

益的措置 、隣組防空計註〕

第 三 部 建 築 的 防 空 - ( 偶袋、佐火管制j 、待也所 、防弾施":t、防火建築 、防

議室、防空濠〉

第 四 部 防
壬__.と- 資 が| ( 各師国表 、馬英 、模31、パンフレツ ト等〉

第 五 郎 ↑iud ?廿オL 年記念展 ( 本t 1廿五年ノ建築 、防空、都J ! i武装 、共他.fJ¥業 ノi絞

; 品費料 、令 員後技等〕



防 空 建 築 乞耐 火 木 材 に閲 す る 懇 談 曾

時 6 月初日午後 4 時20分一 - 8 時

所 新大阪ホテル

出 席 者

内 務 省 防 空 研 究 所 構 築 課 長

検 定

岡

大 阪 府 野 察 部 建 築 事 事 長

同 技

防 火 改 修 係 長

岡

大 阪 府 警 防 課 技 師

大 阪市 役 所 防 火 改 修 課 技 師

堺 市 役 所 jf-I 劃 課 長

京 都 府 建 築 事 早 々 長

同 技

京 都 市 役 所 管 絡 部 技 師

京都帝園夫拳教授エ母性博士

兵 庫 線 建 築 課 々 長

岡 技

箇 宮 市 役 所 建 築 様 々 長

尼 崎 市 役 所 管 絡 事 長 キ 長

大 日 本 防 空 協 曾 常 務 理 事 1

耐火木 材 工 業 組 合 縫 事 長 j

佐 田 昌 夫

官 佐 々 木 秀 郎

小 林 信 太 郎

井 上 新 二

玉 置 豊 失 良11

中 村 吉 太 郎

師

長 尾 清 一

竹 内 佐 王 子 治

小 泉 喜 四 良li

加 藤 義 吉

松 井 浪 之 助

前
森 口

山 口 正

間

武 居 高 四 郎

山 内 喜 兵 衛

平 野 八 十 次

相 原 燐

守 山 廉 離

和 田 専 一

主 催 日 本 建 築 協 合

耐 火 木 材 工 業 組 合

後 援 大 日 本 防 空 協 舎 大 阪 支 部

大 日 本 防 主主 協 合 ) ( 阪支 節

目本建築協 合 曾 長 工 製 博 士

日 本 建 築 協 曾 員

同

同 竹 中 工 務 庖

同 清 水 粗 大 阪 支 底

岡

岡 書普 記

大 阪木材株式舎桂月民事Z第 一 部

愛図化製工業株式命前土々 長

同 取 締 役 支 配 人

第 一 化 祭 工 業 株 式 曾 車土

清

手管図耐久木材橡式曾置土々長

京 都第 一化 拳工業株式舎前土

常 務 取 締 役

東 注 木 材 防 腐 株 式 曾 枇

取 締 役 支 配 人

問 技 長員市

東 洋 産 業 開 玉 造 株 式 曾 躍 土

耐 火 木 材 工 業 組 合

同

小 林 主 事

片 岡

世 襲

安

主主

松 久 保 徹 三

馬 野 七 :分

岡 本 松 太 郎

長

鍵 富 妥 離

大 和 条 術

箆 l E太郎

雨 宮 泰 亮

湯 野 保 兵 衛

田 村 床 太 郎

大 薮 二 郎

岩 井 得 之 助

登 岐 鍛 夫

西 川 技 師 長

安 達 龍 作

霜 取 清

1  v 川



和国大日本防空協曾常務理事御多用中の所お

差繰りお運び戴きまして有難う存じますD

大東] : 2. 敬三詳の進展に倖ひまして、都市防空施設

の強化は愈 k 其の緊要性を加へて参りましたが、

特に木造家屋 を主韓 とL致しまする我が国主要都市

の防火は焦眉の問題とたって参りました。我が都

市建築物の九割徐を占 めて居りまする木造家屋を

如何に防火的に補強するかに付きましては、御承

知の如く内務御賞局に於て防火改修規則、防空建

築規則を制定せられ、叉先般防空法を改正せられ

まして、国家的事業 として之が急: 速完途に非常な

努力を進められて居るのでるります。底が我が闘

の耐火木材が一般建築市場に登場いたしました隈

史はま だ極めて日が遭いのでありま して、過ぐる

昭和14年防昼建築規則が公布せられ、 ヨたいで防火

改修規則が制定せられまして、初て防火資材とし

て適用を見るに至ったのであります。其の営時は

可燃性であります木材を難燃性 K 麗質せしむると

云ふので、各方面に於て相官の興味ある注目と閥

心を集めたのであ りますが、何分i聖職室から直ぐ

工場生産に移されたのでありまして、十分の貫際

的試験時代を経てゐなかったが矯め、聞も左〈錆

とか吸l炊性又は燃焼度の質的低下等の依陥を惹起

いたしまして、 一時轟々たる批維を浴びるやう に

友ったのであります。そとで監替官臆であられま

す内務省に於きましては、昨年新たに耐火木材製

造取締規則を制定せられまして、之が製造業者に

劃して内務大臣の許可制を執ると共陀、耐火木材

の規格を改正 して、昨年12月から 全業者に劃して

工場の検定官を源地せられ、 製 t日の直轄検定を施

行せられるとと K 友ったのであります。之に依り

まして、| 耐火木材は従来の製品 K 比しまして、 質

的の保詮が奥へ られ、其の面目を一新するに至っ

たのであ ります。併し友がら現ヂEの製品 は宋だ以

て決して完全たものとは'言へませぬ。各製造業者

vr . 於きま しでも、御常局 や皐界の御指導をお願ひ

致しまして、鋭意其の化率的研究と技術上の改善

向上K 努力して居られる次第であります。此の木

造家尾 K 盛られました日本趣味、我が日本の気候

風土、民族史的視酷から 、所調日本的性格を強揮

しまする上か ら、或は又経済上の見地からも色 k

-考へて見まするのに、木造家屋が存捜 して居りま
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す限り、英の不燃化と耐火木材の化率的使命とは

拘に因縁海からざるものがあると思はれるのでb

ります。

以上述べました相互的観黙に立脚せられまして

各方面とも耐火木材に付ての正しき御認識を戴き

まして、一日も速く理想的た耐火木材の質現に御

協力御支援を寄せられ、又一方製造業者に於かれ

まして}も、之が待望に反かざるやうー居の御研究

と御霊力を切望してt己みませぬ。

新かる趣意 陀基きまして、本タ此の小集舎を催

しました次第でありますか ら、何卒忌惜なき御希

望、御意見を十分K 御開陳戴きたいのであります

本集合を催ずに付きましては、府市御営局、建

築協曾、其の他お役所向専問家の方 k から多大の

御協力と御厚意を戴きましたととを、甚だ失睡で

ありますが、此の席から厚〈御躍申上げます。

( 拍手)

倫ほ本集舎の司曾を大阪府の井上さんにお願ひ

するととに致 します。( 拍手〉

座畏( 井上大阪府建築課長〉 借越でご ざいます

が、御指名に依りまして、私司舎を勤めさせて戴

きます。先づ日本建築協舎の舎長片岡先生にお願

ひ致したいと思ひます。

片岡日本建築協禽禽長 只今和問閣下のお話の

如〈、我が圏第j下の急: 用に感今ぺ〈如何にじた ら

耐火木材をより有数友 もの陀し、 木造建築を成だ

け燃え左 いやうにする ととが出来るか、其の方法

をお互に研究しゃうと 云ふ趣意の下K 、此の懇談

舎が催されたのでありますが、我 k 建築K 精進 し

て居りま す者は 、先つ' 其の専門を以てお閣に報ひ

ると 云ふ事が奉公の第一義でありまして 、今日御

列席の皆様はそれぞれの立場か ら此の懇談舎に深

い期待を有って居られるとと L 思ふのであります

で、私は是より直俊此の懇談合 に必要た首面の問

題 iて付てのお話がある際花、其の貴重注る時聞を

深 山戴くととは恐縮千務でありますから 、約20分

ばかりの時聞を戴きまして、少し話は古いけれど

も、我 k の忘れてはた らぬ事であって、何湿おし

ても宜い事でるり、 叉恐らく今日の懇談舎の問題

の根源 に主主るべき事で友いかと思ひますが故K 、

私共が20数年前営局に進言 を致して、 首局の閥心

を促すと同時に、叉一般の民衆にも理解をして貰



ふベくやって来た事柄を簡単に申上げて見たい と

思ふので②ります。

我が園の都市は、或は四分板とか二分板或は藁

や美漉紙と 云ふゃ うえ主最も燃え易いもの を積み重

ねた木造建築の集圏で、あって、危険千演な都合と

言 はねばえにらねのであります。何時までも此の僚

に段 A 大きくして行ったたらぽ、途には滋くべき

災害を被むるだらう。とん主主脆弱なものを以て今

日の文明を維持しようと云ふやうた不合理は- l lJ

も速く 改め主主ければならね。而も 昔は燃えた い家

を作ると云ふ ζ とは相曽旬難であったが、今日は

構造の進歩から、結割に燃えたい家を造るととは

そんたにむつかしい事で、主主い。極端 に言へば、 木

材は段 k 高〈君主る字面に於て、 製造工業は段 A 進

歩して、耐火構造の家を造るりと、木造の家を建

てるのとは経怖的に言っても大差がな く友り、ど

うかすると耐火建築の方が木造建築 より安いと 云

ふととにもなる。即ち構造上から言っても、経前

上から言っても、木造建築を耐火建築 に改造する

事はさうむっか しく 友い時代にたって居るに拘ら

す、我が閣の行政官は之に気が附か左v、。 それは

気が附かたいと云ふより、斯うした事情を十分K

知らないのであります。

大正六年に我 A の協舎では決議をし、都市改造

rC闘する時の後藤内務大臣 K 其の事情を 申述べ、

一刻 も速く 都市の改造が出来るやう 友方針を立て

〉貿ひたい。 それには唯行政官の考ーだけではいか

ぬ。叉技術者だけの考で、はいかぬから、 i詮も構成

ある調ｾ舎を設 けて、それ ｋ 閥す る 法 案を審議決

定 して貰ひたいと 云ふ建議を したのでありま す。

市も向ほ是は一刻も速く営局を動かす必要がある

と云ふので、越えて大_iE 7 年の 2 月に、 大|仮に於

ける建築協舎と、東京の建築感舎と建築士含及都

市協舎の四舎が聯合して、再び建議書 を出 した諜

でありますが . 其の建議が直に採用され、其の年

の 5 )j から調査が始って 、 1 年陀して調奈を 了へ

大正 8 年の春議舎に都市計霊法と市街地建築物法

の二法笑が提出 され、 僅か 1 週間の中 K 雨院を通

過して法律とた った謹であります。

新 う云ふ諜で、私は営時からさう 云ふ事の必要

を痛感 して、其の建議案を書いたのであ りますが

其の趣意は今 日と雌費 ら友 い。私は・何慮までも我

が園の都市建築に賞候るべき理念であり 、其の中

には成程今でもさうだ友アとお認めにたる黙がm

営あ ると思びますから 、老人の繰言のやうだけれ

ども、英の趣意を申述べる代りに、又時聞を節約

する意味に於てー臆其の意見書の全文を積上げま

す。

意 見 書

我閣の重要都市陀劃し速かに建築法令の布かれ

んととを望み、 ヨキ制度に闘する調査舎を設置する

の念要友 るを認め 、下記各曾聯合の決 議 を鷲らし

悲 K 之を建議す。

願くは清鑑を垂れさせられ、御採納基うらんとと

を切望の至りに/f#へすも。

大正 7 年 2 月 日

建築皐曾身長 工率博士

日本建築士曾 k 長 工 築博士

閥西建築協合理事長

都市協含幹事

内閣総理大臣伯爵寺内正毅殿

sU 由

辰 野 金 吾

長野字平治

片岡 安

必 原 俊 雄

我園の大都市は今や封建鎖国の時1¥より 一躍し

て、位界的文明と接綱すべき機涯に達 し、其施設

に於て改践を要すべきもの甚だ多〈、明治21年の

勅令I ' C 上る東京市医改正僚例の如きも其一端 K 若

手する準備た りしゃ明か友り、 然るに市医改正の

事業 も 東京を除き では他の 大白 ｾｉ ili 1'C_2えばざる が虫u

き現時のj伏態は畢意者| 叶i 改良問題の閑却されたる

を設す る も の 友 札 現 時 文 明園のdl I市と して其改

良施設を考慮すべき問題はーにして足ら十と難も

市区改正と建築僚例のil iIJ 定とを以て其根本とたす

べき は敢て| 似々 を芸評せ令 、然るに我閣の省lli l 1ほ帝

都の中央に於ても未だ建築統一の法規左きの JI 犬態

に して、若し此f.Jr I'C放棄せんか、 之を現il-)¥I'C 11焼、

之を将来に稽ふる に到底文明閣の倒li !-i として進展

し得べからす 、殊 l亡今後賞然被むるべき 都市大火

の災}s 、震災の大破壊を慮るに、 3妻。I参11犬は誼じ本

易完工らざるものあるべし、況して将来戦時に於け

る都市襲撃に封する防備の急: 要は圏防上歓〈べか

らざる ものるるに於てをや 、此次欧洲の大戦筒LI'C

は都市の破壊を以て其戦略のーとし、盛に之を賀

行 しつ q うるを聞く 、此結に闘しては我園都市の

建築の抵抗力殆ど絶無念るを考ふる時は、 我閥電:
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要占ｾ｜オ ｩ の改造は焦眉の急［務主主るを感ぜざるを得す ・

彼蹴米の各都市は己 K 古きは 100 年以前より新し

きも数10年以来最E たる建築法規を以て其建築を

制限し、以て都市の健全友る設展を計らざる主主 し

然るに濁り 我閣は之を各個人の放縦に任せ何等の

制限を加ふる 友〈 、其外1四に於ては統ーを扶ぎ、

市民の安寧公衆の衛生を保する 左 く、災害防備の

賀質に於ては不完全を極め 、安中攻撃に封 しては

全く抵抗力た し、 吾人は何故に斯かる来科率的の

都市 K 甘んじて益 k 世界文明の大勢 K 遠ざからん

とするや、憂国の土は到底之を容る 与ととを得ざ

るべし、吾人は之を欧米の都市の過去に鑑 み、現

時の科謬磨、用旺盛の傾向 ｋ 稽 へ 、更に将 来 我園行 ｉ ｾ

Ｑ 行の 殻 展に思ひ Ｓ￯Ｚｉｾ る時 、 到底現 在の秩序友 き不統

ーを持続すべき i時期陀あらざるを感す・るや切j た:ら

ざるを得子、今や我閣は i世界的強閣のーとして 宇

内に雄前せんとするに際 し、 圏内の重要都市進展

の方針を定むる能はすんば、之れ 100 年の計を誤

るもの にあら す・や 、是れ吾人が逮かに我国重要任¥;

市建築僚例 を布かれん乙とを 望み 、其制定準備の

ｾめ 調不 手合 設 置の急Ｚ袋 友 るを唱ふる所以なり 。

調不F舎に輩、jする希望

内閣若くは内務大臣直属のi融商たら しめ、各省

代表者 、衛生局長 、土木局長 、1警視線既 各重要

K1¥i li のけi長 、-di 曾代表者、街生工準家及若 r- 名の

組事終41:霊長を以てそE員舎を HI織するとと 。

英Ti うヱzふので・ありま すが 、先亥IJ 申した通 りに、

内務省、は直 l亡之を採用して 、我 k の志望遁り の委

員を任命 して調脊舎を作り 、5 月より調脊を始め

て、共の年の12月K 法 :I，lj 局に廻して、共の案文が

出来たと 云ふ諜であり ます。此の 法律は大正 9 年

から六大都市に質施されたのであります。若し此

の法律が 5. 6 年も前に質施されて、東京のシウイ

ツグ ・セン タ-31: の他の防火地医が凋首完備 して

ゐた主主らば、あの大正12年の誕災にあれだけの損

害は受けたかったらう。恐らくその被害は 10分の

l 位で消んだのでたいかと思ひます。私が言ひ首

てたと言ふ龍でも友いが、早晩地' 髭が来るが、大

火事: が来るかと言って 、心配 して居った其の大火

が、大正12年に来たのであります。 ( 中国各〉

今日 の懇談舎は 、燃える木材に技術を加へて燃

えな いや うに したら宜いが、如何にすれば完全友

V 川 4

ものが出来るかと云ふ御相談であって 、我が閣の

現J伏に於て極めて緊梨た事ーであ ると 信じま す。勿

論根本的には更に深く考へたければ友らぬ問題で

あって、 永久の策は叉別に4うると 云ふとと も付け

)111へてをきます。

井上座長 結構な御意見を作j ひましたが、只今

お話にたりました防火改修工事の現況であり ます

が、貰は，防火改修工事は昭和14年度から質施され

て居るのでるり ます。初は極く 僅ながら内務省の

補助金も出して 、マア見本を作る やう注意味 K 於

て現在 まで来た のであり ますが、時局が摘 k 逼迫

して参りまして・、之を本格的にやらたければ友ら

ないと 云ふl時期 K 友って来た謹であります。それ

に付きまして大腿今ま で大| 坂友り、京行1¥なり 、兵

庫なりでおやりになりました防火改修工事の欣引

を伺って 見た い と思ひます口先つr 大限から一つお

話 して戴き たいと思ひます。

中村大阪府防火改修係長 大阪では 14年度か ら

始めたのであ りますが 、14年度の仕f:lJ. は、官時初

めての事であ りますので、結局 15年度に持越しま

して 、1主際は 15年度中に工事を したのであ ります

次に15年度でありますが、15年度も順次繰延べま

して 、矢張り 16年度比質施じたのでるります。更

に16年度の分と しましては、 段々 )1民法りに左りま

した結果即ち今日現在やって居るのでありますっ

以上は今日までの1¥犬態でありま ずが、更 に16年

度からはさう云ふ風友一般的改修で注しに 、大規

模の改修が加って参りました。之は現在i li の財産

としての図民皐校21佼が殆ど完成して居りますわ

其の他工場、倉庫と云ふゃうえt ものをやって居る

語でdうりますD 向ほ堺市では大阪市より二年後れ

て16年度から防火改修が始 りましたが 、是も一箇

年繰延べまして、近く 着手する筈であり ます。尤

も是は初のとと で ありますから、ホ ンの見本の意

味合でやるのであります。

大n畳今までのi伏態はそんた事であります。

井上座長 京都の方はどうで・すか。

森口京都府建築課技師 細カ〉い数字ぽ調べて居

りませねが、京師の奮市内の 中央を縦と横の十字

形 K 防火改修をされた街割がズラツと列ぶやうな

乙と に友 る語であります。共の外昨年度より大規

模友改修をやって居りま すが、それは私施設とし



まして、新京阪の京都の倖草場が最近挨工し、叉

市の建物と しましては己 K 現在全部請負契約を終

りまして工事の着工を見るばかりにたって居り ま

す。共の他京都府では東舞鶴陀於きま しでも、防

火改修をやって居りますが 、是はまだ一部分よ り

挨工 し芝居りま せね。

大韓現在はそんた所で、ご ざいます。

井上座長 次に兵庫j障の紙況をお話 し願ひます

山内兵庫廓建築課長 兵庫鯨に於きま しては 、

神戸市の15年度は全部完成 し、 16年度分は字分完

成 して居 りますo あとの尼ケ崎市は 15年度の分、

住吉は 16';: 手度の分が何れもまだ完成 して居りませ

ぬ。今蕊 に数字的に書出したものを有って居りま

せねので、極 く概略の事でありますf が、今後は大

l乞進むととだらうと考へて居りま すυ

井上座長 只今のお話で見ても、 三府県系で怯防

火改修に付て相常経験を有たれた韓でありますが

東京の方の建物の構造と近畿方面の建物の構造 と

は多少遼ひますが、矢張り相営物資 V亡恵まれて居

ると云ふ関係から. 今の鹿耐火木材を用ひられる

ととが少いのでたいかと思ひま すが、 全然使はれ

ないと云ふ需ではたいので、耐火木材を使用され

た経験上何か不満た黙 とか . さう 云ふ ととに付て

御意見があれば、此の際各府燃のお方 l乞承りたい

と思、ひます 一一大阪府の方どろで、すか。 中村技師

中村技師 只今の庭耐火木材は防 火.. . . . . . . . .と言っ

て居 りますが' どちらかと申しますと 、私が検芥

l亡廻りま して 病ほ時日が浅い需かどろか知りませ

ぬけれど も、出来たものが重いやう に感 じて居り

ます。或は焦りますので、乾燥が悪いのかも知れ

ませぬが、兎に角普通の木材と比較しまして 、1: 日

戸などが大慶重 くたります。マ ア之を使って居る

部分は大概雨戸と云ふゃう君主方南でありますが、

それが今ま で・の小草のやう友ものでもありました

たらば、重 くても宜いと思ひますが、今日はあ L

云ふ材料が少いので 、雨戸が重 〈友ると 云ふ とと

を大慶気忙 して居る謹でありま すが 、是が軽く出

来るものたらぽ、軽くさ したいと 云ふ ゃう左希望

を有って居ります。マ ア今まで経験した結果は 、

そん左ものでありま す。

井上座長 京都の方では何かお考rc I'J: って居る

ととはありませぬか。

森口技師 現在 までの庭別陀之 iて封して何う斯

うと 云ふととは聞いて居りませぬが、唯何 と申 し

ますか、慣格が佃営高いので、何とか もう 少 し安

〈出来れば結構だと云ふ ととであります。

井上座長 兵庫腕では大分お使ひになって居 る

やうに聞いて居りますが、 どうですか。

山内課長 私 もま だ兵庫! 揮に来て飴 り古うご ざ

いませねので、よく知らたいと言ふては申語在い

のでありますが、 務Jll. nll l祉の西の方の模範筒備に

使って居るのを見ると 、非常に成績が好いのであ

りまして 、耐火木材は盟気が しみて来たり 、金 物

が腐って来たり、外視が非常に汚く友って来た担

すると 云ふ ゃう左ととは 、共の現場には無いやろ

であります。先般東久遁宮殿下も共の現場を御覧

下さいました語であり ますが、彼廃 に闘します限

り非常陀妻子いと 云ふ ととが言ひ得ると思ふのであ

ります。 マア兵庫! 院では深山使って居る のでは扱

いかと思ひますが、私が長崎に居った時の経験か

ら率直に申 しますと‘ 買は徐り感心 し友いと 云ふ

考を有って居ったのでありま す。是は今後の品物

陀封 して 申す諜では友いのでありま すが、兎に角

防空建築 K しでも、防火建築に しても 白マア土塗

とか、漆喰塗とか、モルタル と云ふゃうたも のは

従来からあったものですから、大韓人が信績を有

って居るのでありますが、耐火木材に閥ずる限り

全く新しいもの友ので先つ' 之に信頼感を有たせ

ると云ふととが、仕事の進捗の上から考へでも非

常に必要では君主いかと考へるのであ h ます。 内務

省、の合議陀於て内同社先生のお話で ‘ 自分の研究

は、今後詐がやっても之に勝るw : : 境を鴛 し得 る人

は主主いと 云ふととを言ふ て居られましたのを聞い

ても、非常に結構た材料? でと 云ふ感とを有ったの

であちますが、今まで私が葦崎で見て居りました

経験から言ふと 、其の言葉を裏切るものが多かっ

たのであ H ますo 1J j=し制I戸 IC於て 貝て居ちます戸i)j '

では非常 1<: 成績が好いのであ h ますD 是はおじ よ

うづを 言ふ需でも何でも念くして 、会 く妻子いので

あります。雨戸を作り去 して，それにペン キを塗

旬、ちょ っと特殊友戸袋を排へて、共の中に入れ

て居るのでありますが 、彼庭へ見撃に来られる人

が、皆よくそれ を引張り出して見られるのであり

ますが、 一人として彼鹿に使ってごさ「いま すもの
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に付では、 E うも是が耐火木材では困ると 云ふ風

に言はれ る人は、私の短い経噴では無い課であり

ます。是か らは斯う 云ふ良い品物が出来ると云ふ

ととを信じ て居り ますが故に、とんたととを申上

け・る詩寸きありますが、資材に望号する信頼性が非常

に必要ではたいか と考へる のであります。 他の所-

iて使って居りますものに付・ては私直接請負はせた

ものはありますが、買は材料は見てゐ友いのであ

ります。併し徐り批難を聞いて居りませね。随っ

て模範街衡同様に成績が好いのでないかと考へて

居る のでありま して、耐火木材 K 闘しましては全

く白紙のi状態で、其の設計者の使ひまする儲に容

認 して居るやうな7状態であります。仇ち兵庫j院に

闘 しまする映りは概 して成績が好いと申上げて、

先つ' 間匙ないと思ふのであります。マア此の程度

でー ...・・

弁よ座長防火改修と言ふても、今までは見本

を作ると云ふ程度であった諜でありますが、内務

省に於ても、今年度から愈 k 本格的 K 乗出して来

たのでありまして 、張。年の聞に一際安心の出来

るやう友程度に防火改修を大 k 的にやると云ふや

うに腰が入つ‘て来た語であります。大|奴を例に取

って見ますと、今までは大抵 0 0 0 位の仕事が

精 k 闘の山で・あったので、ありますが、是からは殆 1

ど一年 i亡 0 0 0 位 の 仕 事 を し 友 け れ ば た ら

ねのであります。きう友りますと、資材の閥係が

友かたかむつかしい課でる Pますが、前に申上げf

ま したゃう K 、物資K 非常に恵まれて居る近畿地

方では代用資材が樹首ある謹であります。さう云

ふものを E んどん利用して行きたいと考へて居り

ますが 、同時に今まで左い程度 K 相官多量の耐火

木材が使はれるやうにたると云ふととがはっきり

分って居る語でありますが、此の木材 K 付きまし

ては 、最近使用規格も' a . かたかむつかしく友って

参りました。勿論園策的K やる防火改修と云ふと

とに付きましては、圏として首然相首の木材を耐

火木材の方 K 使用さすやうに したければたらねと

思ひますが、将来木材がさう云ふものに十分廻り

得るかどうかと云ふ見通 しに付きま して、日本木

材株式含祉の方 か らー膝お話を願ひたいと思ひま

す。

梅原日本木材株式省社大阪支庖畏 私御指名主
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受けました日本木材の大阪支底 員であ P ますが、

前 2 年に於きま しては、我が圏の木材需要は大題

。。高石から 00高石程度でありま して、共の中00蔦

石{ 立は米材若くは南洋材が入って居ったのであり

ます。事費以来非常に需要が殖えま して、共の 0

4喜の0000高石11 t は最少限度主主くちやたらねと云ふ

ゃうたj伏態になって来ま した。一陣木材と云ふも

のは非常に融通性が多いのでありまして、御承知

の通り、共の本来の用途が酷い上に 、金風類が逼

迫すれば、共の代用として木村を佼はうと云ふや

うなととになって参りまして、我々木材業 l亡携っ

て居る者ですらも、真T r う深山の材木が何庇に要る

のだらうかと思ふ程の事:'I"i!i になって参りました。

それで新う 云ふF状態で‘ 将来どの越まで日本の内全ili

の森林が持耐へて之を供給して行 く乙とが出来る

かと 云ふととが一つの問題であり、若し出来ない

とすれば、どうしたら宜いだ らう かとえふととが

又一つの問題である罪であります。

そとで農林省、では山林の調奈と申しますが、 ;泊

り伐採可能樹量と 云ふものを急: 速に調夜しなけれ

ばいかねと 云ふととにたりまして、各府! 際の町村

単位の森林組合を作り、其の町村I { : 1 . イ立の森林の中

に於て年齢別、樹郡日 IJ にどう云ふ伐採可能の樹が

あるかと云ふととを急速に調奔しつ〉あるのであ

ります。或燃では和賞出来て居りますし、まだ完

成したい所も あ りますが、其の全閣の伐採可能数

量乞調指し、 又一方事業上必要快くべからまる所

の需要調果も やって居りますが、それ ぞれ脱み合

せまして、足りれば結棋でありますが、足り左け

れば、何とか其鹿に封策を誹じたければならぬ。

併し農作物のやうに、足り友かったら、春種を播

けば、秋には相首の生産が得られると云ふゃうた

課には木材は行きませぬ。併しさう云ふ風に種を

掃いて直ぐ牧磁を差是げると云ふゃう左ととが出来

たいと云ふ不便があります宇商には、樹木と云ふ

ものは極〈若いものでも使へますし、叉古ければ

￯ｾＮ い程用途が腕いのであります。だから無理に早

く伐れば、或程度早くも伐れると云ふととにはた

るのでありますが 其廃は叉日本の園土保安に閥

係がb りまして、経摘、治水に非常えに影響を致 し

ます。極端に申 しまして、裸にする程伐れば 0 年

程供給は出来るであらうと思ひま すが、さう極制



にやって、河川の治水或は水力方面陀影響を及し

てはいけないので、其の謹の調節がむつかしいの

であります。結局は重要部門に木材を廻して、そ

れ程重要でない方面の木材を規E すると云ふ外需

給の封策はないのであります。そとで森林の生産

方面は今夕 し進行 しますと、伐探可能量は分りま

すが、今度は木材の需要者に劃する配給を何とか

考へ主主げればいかねと云ふので、木材統制法が出

来たのであります。而 して其の木材統制法に依っ

て、日本金閣をーっとした日本木材曾J祉が出来、

又各地に14. 5の地方木材株式合批を作りまして、

此の地方木材株式曾枇が それぞれ生産 された木材

を集荷して配給をする語であります。叉日本木材

株式舎前の方は外地から内地へ入るもの、若くは

内地から外地へ出るもの〉統制、或は内地の配給

の指導、叉は生ｾｉＧｃ劃する資材と申しますか共の

必要 とする色 k の材料の供給を致し、或は資金の

融通をするとか云ふゃうた使命を有って居る諜で

ありますが、地方木材株式合祉は 1 度に出来ませ

ぬ事情がありまして、近頃の言葉で申しまする中

緩韓合祉と云ふ ものが、各地陀出来て居ります。

大韓は府! 際寧位の木材合祉でありますが、中には

地匡別の合祉出出来て居ります。

それで木材統制法の狙ふ所は 5 月81日までは木

材業 、製材業は自由に出来るが、 6 月 1 日からは

木材業、製材業 は自由職業で左く友ってしまひ、

全部- tJi iid: I ' C 統一され、将来は全部が個人経替では

たくて、合組: 経畿にたるのだと云ふととにたって

参りま したので、 今各府腕と も差替へ 、入替へ或

は企業整理と云ふゃうたととで、大分混苗Lをして

居る語でありますが、是が数箇月経ちますと 、本

営‘の園の要求する方面に重賭主義に配給を向ける

と云ふととにたらうと，思ひます。それ友らばどう

して重結主義 に木材の配給をするかと申しますと

是は農林省が夙陀立案し、商工省共の他と協議を

して、 軍需用材を首め杭木、パルプ、電柱、其の

他各種用材の配給計霊を立てると同時に、府牒の

生産割営を行ひ、叉其の生産したものを集荷して

輪選上最も便利主主所に生産府! 障から迭 らせると 云

ふ方法を今執って居る諜でるります。而して今そ

ろそろ軌道に乗って配給 して居 P ます ものは坑木

パルプ、電桂、枕木等であ り、近くさうならうと

云ふのが住宅管国材、造船車輔用材であります。

先づ此の程度であ りまして、一般の所謂民需に封

しましては、まだ計霊が出来てゐ左いゃうであり

ます。併し各生産j慌の欣態を見ま すと 、軍需の調

達 に迫はれて居りまして、大都市の木材の生産の

ない都市 K 封しまする木材の供給と 云ふととは第

二若 くは第三のやうな形になって尉 ります。大阪

市ど致しましては 、 2. 3 年前に於ける月末の在荷

量は大抵00高石から 00高石近くのものはあったの

でありますが、現在はそれが00高石程度と 云ぶゃ

うえtζ とに友って 、生産懸からはl入って来十、需

要は殖えて来ると '云ふ非常に苦 しい立場 K 友って

居ります。唯頼もしいのは所謂南洋材であります

が、是は一方から 申しますと、非常陀鞍富念材料

があって 、どしどし日本へ入って来る 、だから .

日本の 山林除嘗分休養が出来ると云ふ築槻設の人

もありますが、一方には、友かなかさうはいかね

結局建設用其の他に於て王財閥費材が非常に深山

要るから、一般内地の人が思って居るやうな工合

には木材は入って来泣 いと 言ふ人もありまして、

まだ調脊中ではっきりしたととは分りませぬが、

マア営分は内地のもので、一切間に合さえt ければ

ならぬと 云ふととにたる需であります。将来の見

透 しと申しましでも、まだはっきりした数字は分

りませぬが、使用は段々窮屈 K させられて、所謂

農林省の配給案 I' C依ら友 ければ、 手に入ら友 <' IX

るだらうと 云ふととは想像される課であります。

で、耐火木材の材料は本年から配給 I'C'IX るとと

にな P まして、現在では大韓耐火木材用として O

高 0 千石ばかりの配給が計霊されて居ります。大

| 仮附近陀は約 O高石ばかり来るととに友 って居り

まして 、各工場}11j I ' C生産腕から jまると云ふととの

橡定計霊は出来て居りますが、先程申しましたや

うに、まだ生産鯨の機構が十分でありませねので

之を早速工場同きり届けると云ふまでになって居

りませぬが、近く此の計霊i l l I りに各工場と御相談

申上げてι 、どう 云ふ材木を仕入れて、是だけの数

量を透って貰ひたいと云ふ需要の細かいー数字を出

して戴き、共の j肢を叉生産腕K 割嘗てまして、 言十

重: 護迭をして戴く、斯う云ふ風にして戴きますれ

ば、此の議定数量は何とか入らうと思って居りま

すq 以上
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井上座畏 それでは現在耐火木材に付きま して

内務省の防空研究所の方で色 k 御研究を願って居

る語でありますが、幸K 防空研究所の佐田さんが

見えて居りますので、先生の今まで色々研究して

戴きま した具種的友ととに付きま してお話を承っ

て置きたいと思ひま す。

佐国内務省防空研究P.J i 構築課 長 初 に お 断 り 申

上げなければたらぬのでありますが、建築及木材

殊に耐火資料と 云ふ方面の権威の方がお集り の席

上で、私の如き斯う云ふ方面に崩れるやうたたり

ましてから、まだ二箇月 にたったかならたいかと

云ふゃうた者が話を設しますととは、非常 に借越

なやうに考へますD 叉随って是から申上げるとと

も、皆犠陀は ｪ 一向御参考にもｾらたいやろな 気が

するのでありますが、共鹿は一つお聞き流しを願

ひまして、私の短い聞ではありますが、耐火木材

に付きまして検定と云ふ業務を通じて見たととを

申上げたいと思ひます。

先つ' 我 k 耐火木材の検定をして居ります者が、

どう云ふ気持で検定に携って居るかと云ふととを

申げるととが、質は木材を特に作って居られる方

或はオ亡材を使ってゐらっしゃる方の御参考に在る

のでたし; かと 云ふfj't りで申上げます。

私φ 劣へますの i亡、木材と云ふものは我が園の

気候とが風土に非常 l亡遁 して居ると云ふ風に言へ

るのでたいかと思ふのでありま す。特に美術的建

築に封しましては相営i直営た良い材料では友いか

と思ひます。勿論燃え易いとか、腐り易いとか、

或は狂ひ易いとか云ふ依鈷もありま して、それだ

け献黙が4うれば深山ぢやお: いかと云ふゃう左とと

も言へるかも知れませぬが、併し考へて見ますと

是れ以外には紙鈷は友 い、 あとは寧ろ特長ばか h

でな いかと 云ふととも考へられ、随つて木材の有

って居りま すそれ等の快貼は、日 本の建築と して

nr1 i り大きた問題でありまして 、叉重要友問 苗で

たいかと存じます。現花の時局 K 於て 、ー他の材料

に比べではモれ程で左いかも知れませぬが、木材

も入手困難で、あります。随ひま して耐火的木材は

或程度燃え易い と云ふ献黙を楠って居るも のであ

りまじて、此の耐火木材を出来る限り健かに育て

上げ、之を完全友もの1 t : 1毒し途げ友ければ友ら試

問題で友いか、叉我々としては是非さうして貰ひ
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たい ものだと考へて居 るのであり ます。斯う云ふ

考へ方、JTi う云ふ気持が我 k 検定に営って居る者ー

の根本的心構へであ ります。

ヨたに現在の耐火木材陀付て申上げますと 、従来

のものに比i陵しまして、製造機構の改善と か、 ffl l[

張と云ふととは傍て置きま して、大穏に於きま し

ては、製造者側の色々の自粛とか乃至は白から進

んでの研究に依 れ 更 に 我 田 引71<. で、はありますが

取締現則の闘行等に依りまして、其の品質は最近

相営良くた って居るので、友 いかと考へて居ります

勿論まだ幾多の献賠は残されて居りまして、今後

も十分に御研究を願は友ければならね賭が深山あ

ると考へて居ります。今の時局下K 於きまして、

各種の資材、 特に耐火木材製造業者側と して希望

される資材の入手が非常に困難でないかと考へて

居りますが、入手 し得る範囲の材料 を使って戴い

て、向ほー暦品質の向上を期して戴きたいと念願

して巴ま 友い のでありま す。是は耐火木材 l乞封 し

まする期待から言っても首然た事だと考へますO

一方前申しましたやうにまだ快黙もございますが

併し現在の耐火木材は、技術的な立場から申しま

すと、兎 に角一際賞用に供せられる水準 l亡達して

居る筈だと思って居ります。言葉は非常にぞんｾ

いでありますが、時には、或は間々かも知れませ

ぬが、使用現場に於て よ底冷ーしもさうで、ないと 云ふ

やうな ｾ ｬ が現れる のであります ｣ さう云ふ悲 しむ

べき事が事: 賢友い謹ではたいのでありますが、是

は現在の程度 1' C 於ける耐火木材が木質的に何庭に

祇陥があるのだと云ふよりは、作って居る側の工

業的危製造技術の向上とか、或は綿密な注意とか

云ふゃうたものに依り 、叉之を使用される方の側

の耐火 木材に劃 する 詑占 ｩｾ 扱方と 云 ふゃうた ものに

依って救ひ得 るもの ι 方が多いので友いかと考へ

ますo f91Jへば、一概には申上げられませねし、最

近は大にやって載いて居りますが、製造業者側の

良心的危態度で、金製作工程 1' C 眼を敵さす 、一方

木の選別とか、施設の改善とか 、技術的の向上等

を闘って載くととに依って 、現在のもの よ り段k

良く友って行く ζ とが出来る のでたいか、叉使用

者側の方K 於きましては、品物の本質的貫工意味よ

りも、庭越した後の乾燥の不完全と 云ふやろ友関

係で、商白 くたい結果を来すと ともあ ると云ふ ζ



とを理解して戴〈左らぽ、一面の苦情も解滑する

のでたいか、ぽf う云ふ風に考・へて居りま す。

ｾｦ 乞今後の耐火木材の製造に闘 して 気 の附いた

献を申上げま すが、 是は木材を御使用にたる方の

関係に左るかも知れま せぬが、今 、 日本木材舎祉

の方か らゐ話がありま じた通り、今後の木材の生

産配給と云ふととは非常に統制的に努力 して戴け

るのだらうと思ひますが、必・宇しもさうはいかえE

いで、 或場合は乾燥が非常に不完全で・あったり、

時としては生の陸の材料が手に入ると 云ふやうえ主

ととも覚悟し主主ければ友りませぬが、之を今ま で、

@ t の乾燥方法でやって行くたらぽ、非常に長い

乾燥時聞を要するので重うります。而も工場敷地の

狭臨 の 濡 め、 或は需要者側め努促のまｾｬＧｃ乾燥時聞

をと包備すると 、 それはあとの作業 i亡如何に督、を折

っても、非常に工合の悪いものが出来て しまふ諜

で、今の中からどう云ふ風 l亡草色燥を して行くか と

云ふ ζ とに付て御考慮を願って 、 向( ま具臆的主主劃

策があるならば、之が準備を して戴〈必要がある

のでないかと思ふのであります。ー ーもう一つの

貼は 、是も何れも さう と言ふ謹ではありませねが

現在出来て居りま す耐火木材の甲種 と天ふのがあ

りますが、 是は今の庭では乙種と全然別個のもの

であると云ふ所までは行って居らぬゃうでありま

して、詰り多少襲被' を徐計入れてある I' C i過き' ない

と云ふのが多いのでたいかと思ひますD 乙積でも

耐火力が十分である場合は 、寧ろ甲櫛ーより大衆性

が勝れて居る のでないかと思ひま すが、 何とかi薗

営友方法で、も う一段と大衆性を精 して裁くと云

ふととが必要であらうと思ひます。さうすれば耐

火木材の聾 ｦｴＧｬｩＩＧｾ 一段と上る識であれ今後は全部

耐火木材 lてたってしまふ場合があるので左いかと

思ひます。

故後 l亡、此の! 市で申上げるのは少し不穏常であ

るかも分りませぬが、耐火木材が良く在るやうた

と云ふ一つの老婆心から持傑方に希望を注べさせ

て戴きたいと思ひます。それはすiJ 陀申上げたとと

で、大開会分りにたって居ると思ひますが、それ

を二、三陣いて申上げます と、今般l耐火木材工業

組合と 云ふのが結成されましたが、 此の組合の憐

成メンバーであ る各業者の方に組合の方が考停へ

願ひたいととが大勝三つありま す。一つは、ーエ

tfbl 事陀工場の主な方が中心陀たって、是は何で も

さうでありますが、一つの中心の在る短った囲韓

として報圏構紳の昂揚と 云ふゃう友 ζ とをJ司って

貰ひたい'0 さうして非常に抽象的で・あ りますが、

さう云った事に依って設備、或は礎品の注入方法

其の他技術の向上等に付て遁営危注意を加へて行

くたらぽ、多少の改善が行はれるので左いかと思

ひますo 非常に短時日の問に各工場を奔見 して、

さう云ふ風I 'c感じた箇所もありますo 其の震に各

工場に於て大に優秀友技術者を養成 して裁 き、倫

隠さう云ふ方々を首め工場の隅々まで作業に劃す

る報園精紳が徹底ずるやうにして戴きたい。就中

私の感じました主左るもの、2. 3 を申上げま すと、

工場の努務官ーの方が自分のやって居 る事は園家的

の仕事であると云ふ自覚を有ち、それに劃 して其

の責任に臆じての知識と理解と 、腕とを有たせる

やうに 、技術的、精神的陀指導して裁くと云ふと

とが間違って居るかも知りませぬが、 何等の設備

何ミーの資材を ｾＱ 士すＧして 、 現在の耐火木 材を良く

する所以で友いかと思ひます。術ほ是は純J俸の治

湖ひでありますが、関西の方ではさう云ふととは

ありませねけれとも 他の方では非常に耐火木材

が足りたくて 、需品芸者ーから催促され ると 云ふゃう

方:場 合 I' C .， 1 : 余定がまだ. 済まぬかちと云ふので、そ

れが本官? の場合は己むを得左いのでありますが、

叉モれが本営の意味で申されて居 るの 方: ら結構で

ありますが 、どろも私達がやって居る検定が、 の

ろのろして居るからと云ふやうにゐ話 l亡友 る人も

あるやうであります。是が間違って体へられ ると

間る のでありま して、主? 考へ這: ひのたいやうにお

願ひ致します。

もう一つ近接耐火木材工業組合に お制ひ して置

きたい と思ふのは、只今日本木材合枇の方からお

訴があって 、大! 1f i さう云ふ風にたる のでたいか と

存じて居りますが、大口 の需要丘、第kl ' C計霊をた

さる官公暑が仕事を引受けて従事する 方と御相談

を願った上で、各合枇々々の生ZE能力 J亡合ったや

ろ友生産計設、史に之を細かく書IJ って月日Ij 生産計

誼:と 云ふゃ うえ主も の を立て L 戴いて 、時間的に無

J'Jt: のたいゃうた作業 Vζ して戴く主主ら t宏、耐火木材

の品質を良くして行くのでたいか、伯Tほ慾を言へ

ば、我k 端々の関係の者にも知らして戴いて何時
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出来ると云ふととが分ったたらぽ、とちらも好く

行くのでたいかと考へますD ヨえに工業組合が結成

され ました以上、 営然の問題であらうかと思ひま

すが、 原料に必要た責材は配給の面倒を起きぬや

うにたるのでたいかと思ひますが、倫ほ乾燥とか

其の他の工場方面の改善に必要た問題が色々ある

と思ひますで。さう云ふ問題の調査とか、或は計霊

更に延いてりまそれを貰現する震に必要主主賓金及費

材等の獲得に聞して、組合としての強力た園結力

を霊揚して戴いて、特に調整法の開係とか、費材

に闘する問題とか云ふものに劃して、組合として

出来るだけ奮闘努力して戴きたいと思ふのであり

ます。

最後十て是は非常に小きた問題で、申上げるのも

祉しい位であり、叉御列席の方には興味のたいと

とでありますが、工場懇談合と云ふやうたものを'

作づて、誼首完工機舎に遁首ti 形に於て集合して裁

くととが宜いのでたいか、 是は先程申上げました

工場の可t i t 上の末端細胞と申しますか、さう云

ふ人主主に取って一つの話合の出来る自営とたる善

い意味の施設に友 るのでたいかと思ふのでるりま

す。

甚だ頼りたいととばかり申上げたゃうでるりま

すが、是で御菟蒙 ります。

井上座長 有難うござ・いました。帝園大祭の武

居さん何か -

武居京都帯園大愚教授 私は耐火木材の方は依

りやって居りませぬから

井 上 座 長 此 の際何か防空的危話でも ・・ それ

では、去 4 月18 日に空襲がありまして、ポイント

は外れて居りましたが、各地方K 僅たがら被害が

あったゃうであります。幸にして京都は勿論、大

阪も系主主かったのでありますが、御列席の中では

兵庫! 際がち主っとやられたらしいのであります。

それに付きまして、大庇府警防課の竹内技師に差

支たい範囲に於てあの時の j伏態を会話し願ひたい

と存じます。

竹内大阪府警防課技師 4 月18 日陀回、 五の大

都市に室襲がありましたが、あの時大阪では空襲

を菟れて居りまして、災害地の 山内課長さんたり

或は直接関東方面の災害を御調査にたりました佐

田さんたりがゐらっしゃる前で、私の如き者がお
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話し申上げるのは必恥しい次第でありますが、貨

は 幸に とちらが 空 襲を 受けたか ったｾ蔭で、各地

の模様を調べさ せて戴いたり、暢策定主ととをして

一面甚だ申謹たい諜でありますけ れども、極くあ

らましの事を申上げます。貨は敷字的念事或は詳

しい事は申上げられたい事が多いのでありますが

爆弾や焼夷弾を若干落して行ったのでありまして

爆弾は主と して 京潰地方に落ちて居るゃ うであり

ます。是も極〈僅でありますが、相賞大きた爆弾

で、中には不護弾 もありましたが、大開よく爆蛮

して居り ・ます。併 し落ちた関車の全部が全部損害

を輿へた謹でるりませぬ。擦の中へ落ち てしまっ

たものもありますし、空地に落ちて何等被害の無

かったものものもありましτ 、可たり有効にはた

らいたのはその中の一部分であります。

今度の大戦でドイツがロンドl ンを爆撃 し始めま

しでから、盛んた時は月 k 一高五千、二高、二高

五千と云った程度の死傷者を出 して居りま して、

少い時でも七、八百人は死傷して居るようであり

ます。そ れ等に比べますと、今度の被害と云ふも

のは殆ど問題に主主ら友い。空襲とは言へたい位の

程度のものであります。

それで、建物たどの被害に付ては、爆積一裂で普

遁小住宅の密集 して居ります所でも、数軒が金字

壌 と云ったゃうた程度でありまナ。但だ硝子主主ど

の被害は相首範圏迄ありま した。

次に焼夷弾の方は、御承知の湿り 1 7 キロのエ

レグ トロン閣と云ふ ものを撤10襲来に して落して

行くのでありますが、今度は非常に低い所から落

して居るので、 相営の密度で、一軒I ' L S 裂とか 5

護 とか営って居る所がありまして、今迄の訓練の

やり方は一軒1 ' L 1 護位の想定でやって居りました

ので、それとは懸離れて居 りますけれども、斯う

云ふ場合もあると云ふとと が分ったのであります

焼夷弾の威力に付きましては、是は新聞たどにも

色k 出て居りましたが、殆ど日本の演習に使って

居るものよりもまだまだ微弱たもので、バケツの

7]( で、消したとか、足で踏消したとか、或は手で摘

んで投げたと 云ふゃうた例がある位でありま して

大した事 はたいのでるります。落した大部分は銘

k が消してしまって居ります。

倫ほ爆弾たどに因って起る傷害の問題に付きま



e しては、従来色 k 教護班たどを作って、訓練 もや

って居ったので、るりますが、初ての被 害で、大分

まごついたり、色々の経験を しました。

それで今度の空襲で専門の機関としては色々と

研究する黙が多いのでありますが、一般に封しま

しては爆弾に劃して是非とも待避する事を徹底さ

せる乙とが必要であり 、叉救念慮置等K 闘し王子素

iて於てもっと積極的たる訓練たり、資材の準備な

どに力を入れ怠ければいかねと云ふ ととを感じ て

居る諜であります。待避に付ては或る工場左んか

では机の下に下に入った篤に死傷が友かったと 云

ふやろな例もありま して、 さろ云ふ簡単t;r. 設備で

も、之を利用するとと K 依って災害を菟がれて居

る例が多いのでるります。

救護の方でも、 或程度の念救庭置や止血法位は

訟でも出来るやうに普及 させるととも必要だと考

へて居ります。又附子がよく割れるのでありまし

て、硝子が害IJ れると 云ふ ζ と自瞳は大 した問題で

ありませねが、それK 依って非常に多くの負傷を

受けると云ふ ζ とがありますので、硝子窓等には

雨戸を附けるととが宜いので主主いかと 云ふ ζ とを

私共は前々から考へて居る のであ りますが、 之 K

依って硝子片で傷けられる ζ とが防げる諜であ り

ます。叉夜の股火管制の時でも、| 暗幕等よりは雨

戸を締めて置く方が宜しい。而も雨戸友どは成だ

け燃え友いものにしたいのでありまして 、所謂防

火改修放とはさろ 玉、- ふとと を申 すのでありますが

さうで泣くても 、雨戸や控友どには燃え左い もの

を使ふのが宜いと，思ひます。庭が銭板とか 、スレ

ート 友どは友か友か容易 K 手に入 りませぬから、

今日お訴のあります耐火木材と 云ふ ゃうえ主もの を

大に使ふやうに左ればよいと思ひま す。品質の駒

で色々お話もござ、いま したが、我々の方としまし

ては 、 勿論防ｾ研質所たり合枇方Ｚどで絶大の 謹 力

をして居られるととでありますから、 i直k 改善さ

れて居る事と思ひま すので、現衣で、は多少の扶陥

があっても、どん E ん使ってゆく事が品質の改善

を促進 して ゆく のではな いかと考へて居 るのであ

ります。

甚だ抽象的たととばかりで、詳 しい ととは申上

げられませねが、 以上を以て御克裳 ります。

井上座長 一神戸の方はどうで‘ すか、あの空襲の

あった時のお忙しさの詰でも 、

山内建築課長 別に大した話 も有って居りませ

ねが、るの空襲があった事に依って、 家は何とか

しなけ ればたら ぬと云ふ気持は確に皆有って居る

と思ひま す。現に防火改修は、内務省、の方針とし

ては都市の 00分の程度をやると 云ふととにたって

居る諜であ りまして、 兵座腕では尼ケ崎市西宮市

は其の程度の計叢を して内務省、lて出して居ります

が、神戸市の方は土地柄と しても徐り結構で・た し

00と云ふととは非常に困葬者友黙もありま すが、 大

健市の計叢 したのは 、市では00の計霊を樹て ム内

務箱、K 出 して居るやうな謹であ ります。此の間内

務省、から電話で馬鹿に多う温ぎるじゃあたいか、

命令を してあるに拘らで夕、是は非常に多いと 云ふ

ととであったのであ りますが、私はとちちがやる

腹だから構は主主 いじ ゃあたいかと云ふ考へを有っ

て居る藷であ、りま す。其の案を以て神戸布の助役

さん初め幹部のつぢ陀お集りを願って話を しました

!時でも 、少 L も異議は放しそれで、結構だと云ふ

ととで、全幅の賛成を受けて居りますし、防火改

修組合の結成陀付きま しでも、 あの空襲があった

後二つ組合を作って居 りますが、貨にスム ース iて

行きま して、神戸では従来見たかった程の敏速さ

と申 しますが、其の場で直ぐに組合が出来、組合

長が決ったと云ふ風でありますo 空襲前は、空襲

前だからと云ふ譜でもありませぬけれども 、今で

もまだ文句を言って居るのでありますが、斯う云

ふ事例があったのであります。それは壁の下地に

貫を何本であ りましたか、本1設は忘れましたが、

二本た ら二本入れると 云ふ設計にた って居ったの

を、果して二本入れて控を象 るかそれを見張って

居って 、確に一木入ってたいととを見届け、そ れ

で施工 して しまって 、愈々金を出すと云ふ時に 、

それが一本 しか入ってたいと云ふととを言ひ出 し

た。防火改修に付ては貰が一本でるらうが、二本

であらうが、閥係たいととでありますが、それが

防火改修に非常に妨害して居るもりでありますか

ら、私は出来れば懲役にでも してやらうと考へま

して、内務省、の諒解を求め、懲役友と罰金なとせ

よと云ふ ととを聴いて、一つ槍玉に皐げてやらう

と考へて居ったのでまうりますが、集りますと、献

って居って、集 Pが終ると、後で時中飛臨をして
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家主陀到 して皆之を都! め宏いやラ犯 しやろと云ふ

ととで、誰某が判子を押さたい聞は、私は判子を

押しませねと言はせて、皆判を押さたい。署長に

此の請をすると 、署長もよし、さう云ふ奴友ら俺

が一つ引受けてやらうと云ふととにたりましたが

さう云ふ風な妨害もあったのであります。そんた

ととも防火改修の進捗陀影響して居ったのでたい

かと思ふのでありますが、此の際さう 云五、のがあ

ると、いけませ ぬから、いけたい所は 全部ぶち壊

して新しくやらうと云ふ ζ とでやって居る 詣であ

りますが、ｾ襲後二つ組合の結成 を やりましたの

は、買は私は出たかったのでありますが、買にス

ムースに運びまして、 fもI ) I ' C速く済んだと云五、報 告

を受けまして、私は非常に結構だと思って居るの

であります。 さう云ょ、黙から考へますと、確に防

火改修と云五、事 K 付ての必要性が一般に認められ

て来たのでたいかと思ひますし、叉先程申上げま

したやうに、先般東久趨宮殿下が態々御視察下さ

ったと云ょ、記事が新聞に出たと云ふととも、市民

をして非常に考へを新にせしめたのでたいかと云

ふ風K 感じて居ります。宮殿下を引合に出しまし

て、甚だ申課た いのでありますが、空襲後市民の

考へが襲って来て居るととは確に事宜だと思点、の

であります。

井上座長大分色々お話を伺ひましたが、貰は

此の席は 8 時までに解散したければたらねととに

なって居りま して、もう後25分だけ時聞がありま

すが、 是から 一つフリー・トーキングの形式で、

色々皆 さんのお話を伺ひたいと，思ひます。色々お

訴はありま L たが、まだ業者の方からお話がたい

諜でありますから、フリー・トーキングの皮切り

に田村さん業者側として一つお話を願ひたいと思

ひます。

田村帯園耐火木材株式曾世話長私は業者側と

して耐火木材の投術的のとと をお話 しようと思ぶ

のでありますが、質は検定と云よ、事が始りま して

から、著るし〈各祉の品物が向上して居るかのや

うに存じ ますo 随って私あたりがさう云点、風た事

を申連ぶべき筋合L : ' 、はたいのであります。唯十四

五年の経験と今縮ほ研究中でありますので、きう

云五、話は至IJ 底満足 に出来にくいかと存じますが、

どうぞ宜しくお聴き流しを願って置きます。

ｖ ｾｉｉ＠ 1  2  

耐火木材と去ふの 段、木材を難燃性陀ずると去

よ、 ζ とでありまして、買は最ー初私達がやり掛った

営時は、大正11年かと記憶 して居ります7が、木材

に薬液 を注入して、擁てそれを燃焼させて見ると

たかたか火が賭かたい。是で、出来た。何でもたい

事だと云五、風に考へられたのでありますが、儲て

賃際にやって見ると、進めば進む程相首にむつか

しいものでありまして、 其のむつかしい原因の一

つは先づ耐火木材を作る所の素材でありますが、

此の素材が年齢から行きますと、我が園で17. 8竿

位から伐採を始めますが、直径一尺位の板を作り

ますのには、どうしても 30年以上掛るととにたっ

て居りますo 而も其の地味陀依りましては40年位

経つでも 直径一尺位に しか友ら主主いゃうた地方も

あるのであります。此庭で色々の尉種のお話をし

ますと、長くたりますので、主に杉材を標準にし

てお話させて載きたいと存じますが、杉材たどは

日本の木の中でも非常におとなしい木でありまし

て、耐火木材を作るのにはさう都合の悪い木では

ないのでb ります。 それにも拘ら歩、杉材の中に

少くとも 5 つ程の l耐火木材を作るのに難貼がある

のでありますo それは織Ht の儲造にそれだけ蓮」、

所がるるのでありまして、即ちししらた 2、赤味

B、赤味の中の節、 4 、あて、 5D旨袋であります

が、さう 云ったゃうたものがある震に、耐火鹿沼!

をする上に於て均等に友りにくいのでありまして

是が技術家の最も困って居る黙であります。叉根

元から六尺上って 直径 i 尺 2 寸 末 口 で 憶 に 7 寸

と云ふと、非常に立i反たものであ Pますが、先づ

5 寸位のものであります。其の 1 尺 2 寸か らδ 寸

位の末 日の聞に於て 今お話 した通り 織惟の憐遣に

は相営違った部分がるりますから、 l惟其の一部分

を捉へて良い悪いと云ふととを論守るととは非常

に困難で・あります。

注紫方法医大韓四つの式があるやう に思って居

ります。即ち熱を利用する式、草純1m墜法、ヴア

キウム 熱加堅法、ヴアキウム 加墜交換法の2! l つで

あります。此の最後の式はまだ我が園では見掛け

たいのでありますが、米閣あたりでは相首大き主主

木材に使って居るやうで詰うりまして 、是は均ーに

注入すると云ふととが理想らしいのでありますが

出来た品物が非常にロスが多い。 それはどう云ム



隷かと申しますと、丸太の僚や る閥係上、日 本の

建築のやう に建築材に種々雑多た寸法があ る場合

は、之を小割する必要がありますので、丸太の俸

高い襲J71を注入し、共の注襲 したもの を切断 して

更に之を害IJ ると 云ふゃう左とと をしては非常にロ

スが多 く、随って値段が高 く付くと 云ったゃうた

ととにたるからで もあ bませうが、我が園では未

だ見掛けたととはどぎいませぬ、で大部分のお方

がやって居られるのは、グアキユム熱加座法のや

うに考へて居ります。是は私の経験から申します

と、加座 して 注襲をすると云ふととは第二位に鐸

ぶべきものでdうって‘ 第一位はどう しても グアキ

ウムであれよLが本臨であります。何故K グアキ

ウムが大切かと申 しますと、御承知のやうに木材

の繊維の中には、各種のベーターが入って居りま

すので、ヴアキウムの力が健全で、なかった場合陀

は、加臆する際に加E草すればするだけ英のぺ ーグ

ーが木材の中心部の方へ段々と1庭園 を作って纏っ

て 行 きまして 、 ｽｊｮ ｾ の 墜 力を掛ければ掛ける程今

度は木材の識維の中で反封に外へ出さうとす る傾

向のあるエヤー ・ポケットが出来るから 、少しく

大きた もの附たりますと 、何10時間漬けて置きま

しでも、完全に入ら友いやうに承って居ります。

之を除きます震に は、先づ出来得・る限りヴアキウ

ムの時聞 を長くし、出来得れば 760 ミリ 位の力を

以て、而も締軍速度は相官の力の入る ζ とが僚件

、守あ るので あり ます。材の大 きい小さい K 依って

焦の時聞をコ ン トロ ールして行ったら宜いと思ひ

ます。又 何と 申 しましでも内乾燥と 云ふものを行

って、橡め木材の中の水分を除去して置くと云ふ

乙とも純良友品物を作り上げる上に於ての一つの

方法かと思ひます。叉熱乾燥 をして居る所がるり

して主主い所がるりますが、是はマア自然に乾燥す

ると 云ふ鈷もありますが、出来得ぺくんば乾燥し

て、殆ど一定の乾燥度を有ったもの をマーケット

に出すととに し、 随って日本圏中津 k 浦々に至る

まで安心して耐火木材を使用して戴けるやう左品

物を作り出さ 友ければ友らぬ。即ち我々製造業者

としては 極めて真剣j 且良心的たもの を作って之を

枇舎に提供すると云ふととが我々の長ー も重大友使

命で‘ は左いかと思ふのであります。

更にもう一つ困難完工事は 、どうも各社の製造原

関が直々であ るととであります。何の商焚でも製

造債を一定にすると云ふ乙とは至難でありますが

各粧が使って居る襲品が色々違って居ります。そ

れは遣って居るからと 言って、強ち普い悪いを云

ぶととを申すのではまうりませねが、此の駄をなら

う事 たら良い方の品物へ結び附けて、 各世とも官会

り遣は主主いコストを以て製造するやうにすれば、

公定間格と云ふものをお定めになる上に於ても非

常にスム ースに行くので、ないか、斯う 云ふ事 も考

へて居 るのであります。

最ー後 に私が非常に嬉 しく感じて居ります事は 、

咋年 1. 2 月から内務省に於かれましては、 各地に

検定官を御減遣に相成り、其の検定官のお方に一

方たらね御苦労をし'て戴くやうになりまして、そ

れがｾｉＧｃ一般製品の品位が向上したと云ふ 事 で・あ

ります。斯う申しますと、如何にも検定前は悪か

ったかと云ふゃうた感 じがあるかも分りませぬが

良い上にも良くた る事: は結構で・ありますし、何方

も悪いととを知りつ L 出すのでもありませねが、

良くたってから、遁去を振返って見 るた らぽ、償

定が始ってから此の方格段と品物が良く たって居

ると云ふととは守へたい事責かと思ひます。

術ほ先程京都のお方から御希望がるりました値

段に付きましては、成程我々ももっと安く賀りた

いと 云ふ事は勿論御司感であります。又それでた

ければ、之を理想的に枇舎に押し擁め、自 設的I ' C

耐火木材を使って 、火災其のもの を字減若くは著

しく減少せしめると云ふ風なとと にまで行か友い

と恵ひますが 、それには唯論争る のみでたく、我

々も正 しい道に向って良心的友もの を作るとと に

努力する半面、之を安くすると云ふ乙とに付ては

襲や技術の上のみなら今、耐火木材其のものの蒋

嬰の多い少い と云ふ事が大いに附係のある とと で

あって 、完全な キヤ パシチ ーを有つ大工 場K もー

ばいの生産を行は しめ、若くは大量の注文のあ る

やうにす る事が、従って値段を安く する と云ふ一

容 の捷径の一つでた いかと考へるのでありま す。

聞く所に依りますと、東京:金りでは非常に深山君主

注文が殺到して、製造業者は可友り遁はれて居 る

と云ふゃう左有僚でるるに拘らす¥大庇地方はモ

ん友 どとろでは泣いのでありま す。是 も先程井上

課長 さんからお話がありましたが、先天的に物資
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に恵まれて居る閥係 .1:、 瓦とか色々他の材料が供

給されて居るからで- もあらうかと恩ひますが、耐

火木材を使用するととが幾分か後れて居るのでた

いかと考へます。それは 兎に角値段をも っと 安 く

する方法と しては需要がも っと 多くた って. 之を

大量に作るととにたるた らば、其の貼幾分で も解

決が附くので、たいかと云ふ風にも考へて居るので

あります。

以上、技術の上から値段の貼ま で も言 及いたし

まして、誠に失障でご乞いますが、 之を以ちまし

て私の話を終りたいと思ひます。

井上座長 有難う存じます。どうですか、皆さ

んの中で今色 々お聴きにたりました黙に付て 、何

か御意見で、もごをいますれば、何方でも結構です

から、此の際御設言を願ひたいと思ひます一一一何

方も御謹言がたいやろでありますし、時間ももう

後八分ばかり でありま すか ら、此の程度で本日の

懇談舎 を終りたいと思ひます。私司舎者と，しまし

て非 常 1' 1 : 不行届で・ありました鈷は幾重 fC もお詑び

設します。

何れに致しましでも、 |耐火木材は以前の製品 fC

比べますと 、在来うんと良くたって居るととは明

かでるります。今回村さんのお話がありま したが

東京では相官出るが、大阪では除り出たいと 云ふ

事陀付て 、大阪は物資に事ま れて居るからと 云ふ

とと を以てうまく 言ひ現わされましたが、勿論そ

れ も多少影響はる りませう、併しそれより も従来

は大阪附近には積極的に安心 してお奨めするだけ

の材料がたかったからでもあ Pます。それで、何時

も私共の方では相首プレーキを掛けて居ります。

今日は率直に申上げますが、さう云ふやうな識で

よく乾燥がどうとか云ふととを聞くのであります

けれども. 幸に組合も結成された藷でありまして

何れの曾祉のお作りに主主る製品も安心 して私等が

使へ るやう に径々御研究を積れ1まして、摘々良い

製品をお出しにたるやうにお願ひ したいと思ひま

す。兎に角是から大々的主主防火改修が始まる時期

に営ってt居りま して、耐火木材の責任は非常に重

大でありま す。此の際よい加減友耐火木材・を出 し

たと 云ふ事にたりますと 、落数年先にな ってどう

云ふ問題が起るかも分りませぬ。さう云ふととを

心配いたしますので、此の時局と 云ふ ととを特に

お考へ願びま して、 現在の製品より も更に更に良

いものが出来ますやうに御努力を願ひたいと思ひ

ます。

是で本日 の懇談舎 を閉ぢ るととに致します。ど

うも失撞いたしました。. c 拍手〉

和国大日本防空協禽常務理事 ちょっと御挨拶

申上げま す。比較的短い時間の聞に各方面から極

めて貴際的なる有径なお話を承りまして 、此の鈷

衷心より厚〈御躍申上げます。( 拍手〉

建 築 事 曾 主 催 ・ 競 技 設 計 園 案 募 集

本 年 度 競技設計は下記規程に披 り「 大東ｩｬｬｉｾ設記念管建計溜 ｪ な る題下 に 建築皐合々員より其の創案を募集を し て ゐる

( 規程ノ内J

1. 湧 題 「大東豆建設記念轡建計書j

2. 題 旨 大東亙共築関確立ノ ;雄官在ナル;伝凶ヲ表象 スル =oJ t ル記念主筆記量計資案 7 求ム

3. 後 件 位 置 及 敷 地

大東亙共栄圏内ノ泡宜ノ位低 ト敷地ト ユ脳裏芸者各自/ 想定ニi J ; キ計脅スルモノ トス

4. 所要圃面 白sli1閥、l j ! 商圏、 立商問、断面閥、透潟岡 ( 又ノ、模型主富良) 其ノ他政募者 = 於テ必婆 ト認ム ル圏直.

縮尺ノ、夫々表現ニ適笛ナルコ ト、 用紙ハ製闘用紙全紙大 ( 100x 70c m) 仕上ノ、任意、寸法 ハメートル

法、400字詰以内ノ説明文ヲ図面ニ記入ノコト。入選作品ノ内l展覧ニ供スルモノノ、本合= 於テ表装ス凡

ヲ以テ属医募間関ノ表装ハセザル コト ( 入選者ノ、l展覧合= 其 ノ作品模型ヲ作製出陳スノレコ ト7 得J

5. 腹募闘案= ノ、氏名及暗鋭 7 記入セズ、別ニ厳募者ノ住所、氏名ア明記セル紙片 7 封入シタル封筒 7 添付ノコト

6. 締切期日 昭和17年9 月15 日 ぐ火) 午後5時迄 = 建築態合事務所 ( 東京市京橋区銀座西3- 1) = 0 提出ノ コト

7 . 賞 賞ノ、次ノ; 1! i トス 1  ｾ事情報局食欲建築 皐舎 牌 、 賞欣及ｾ Ｑ｝ Ｑ Ｍｴ (金 1000圃) 1名、 2等建築接合賞牌及

測 Ｑｾ (金500回) l名、 3等同上( 金300周) 1名、選外佳作建築畢曾tt! 伏及II J1' -t若干名

V.II 1  A. 



構造上から見た最近の工場建築 青 柳 貞 世

1. 内 容

題目は協舎から奥へられたものでるるが、とれ

を次の援に取扱ふた。 J! f 1 ち構造其ま L の姿の美 し

さを端的に表現す る工場建築主題の架矯に就いて

生産部門の複雑多岐に亘る現代の工場建築の内か

ら機蛾工場阿闘するものを、而して最近の欧米の

ものはとれを窺知するに術もたく、 筆者が昭和12

年外遊見皐 した営時、最安野であったもの L 内から

一二を、又本邦I ' L 於けるものは今弐支那事慶以降

構造設計I ' L ' 開奥 したもの L 内から二三を選んで、

戦時下とれ等の貫施資料其ま与を護表する自由を

持たぬから、 それ等の概要の紹介 に止めた。

従って事る近代工場建築の構造的傾向の一端と

でもすべきであらう 。

2.  近代工場建築の傾傾

一主場建築はiぽ鹿に動作する従業員の精紳的、肉

極的の幅枇陀密接な閥係 を持つ結から 、文化の進

歩と共K 、 とれが衛生保健及保安的諸設備に鞭近

異j伏の 開心が寄せらる. l . 1 ' L 哀れ各閣共K 工場を

明朗化し、とれが作業能傘の増進、優秀品の製産

を絞って企圃し、線べてを人道的に蹄納解決せん

とする機運が見受けらる。本邦陀於ても欧米に と

れが先鞭をつけられつ与も 、今次支那事費前後か

ら急: 激に強展 し来った工場の建設に此傾向が認め

られ、工場 K 闘l節したJ i f足利。施設の強制の如きは、

とれが最も額箸主主事貰であらう 。此機舎とそ、 と

れ等工場の建設に携さはる建築技術家が研究改革

すべき絶好の機舎であらねばたらぬ。

例を濁迭に 、とる左らば、既に今次大載を王象Wl

しあったものか、筆者が見率した昭和 12年 4 月か

ら7 月の蛍時、調逸の 各工場が持つ整備された内

容にはー種の迫力があり 、首時の本邦のみの工場

建築を見? と眼には 、との感を一清深 くした。

即ち捕逸の工業組織の根幹を形成す る。

い、 l ndust ri e Ka mme r 商工舎議所… 資

本家固罷

る、 V. D. I. ( Ver i en Dut sche l ngeni eur  

s) 摘主主技術家協舎・・技術家圏慢

は、，A. rbei t Front 努働戟線… 努働図瞳

の三園瞳は互に工業の進歩護達と、とれが従業

員の幅祉増進に協力 しつ L あり、従って新奮の工

場を聞は歩、一日む大部分を更に集積すれば、人

生の大字を工場に詮る、とれ等の人達の眼を業 し

ませ、』むを引立つる畿、工場敷地内む整頓線化と

防護主の完備とを工場存在の必須僚件とし、本邦

とは気候風土を異にするとは云へ、室内の採光量

を豊富に、機蛾的換気、媛房、街生設備の完全、

室内の整頓、清掃等吟味すれば、何れも 皐ぶべき

ものむみで、あった。

かの構造ほのE 匠 Pet er Behr ens <D手に1909

- 1 911年に完成され、首時劃期的工場建築とされ

た伯林市のA - E . G. 電機舎祉工場の如 き、 それを

最近む工場建築に比較すれば、儲造に、設備に柳

か劣るものはあるが、工場管繕の適切友庭置に依

り、 所謂近代工場建築としての機能を充分裂輝 し

つ L あるのを見受けた。

とれ等む事責は濁逸陀於ける工場経替の信僚が

一製作品の優秀さ は、 とれ等を製作する機掛 より

も、とれを操作製作する工員の腕から腕に俸はる

技術の向上l ' Li I ?るー と聴か されたの と、よく符合

一致 し、と . l . f 1: 濁逸工場<Dibの整備 と工業の飛躍

とが質現 しつ L あるのであらう。

其他伊太利に於ける航空機工場の濁逸むそれに

近い整備、群小融制n諸閣の工場の完備 、米園に於

ける徹底 した流れ作業の諸工場に 、肱測に見らる

L 様a . 防室施設は見受けられI ' I . いが、其他の設備

構造等に於ては、とれが茸本力の偉大さを如質I ' z : .

1 5  V' II  



誇示 して ゐるものが多いのである。

3.  工場建築のこ型式さ 笑賓例

以上漣ベた様た整備を持つ工場が 、建築的 i乞如

何たる型式を整へてゐるかと 云へば大別 して

ぃ、平商工場. . ・平家建( 一部に中二階 、地下

主を持つものを含む)

ろ、立臨工場- 二階建以上の工場〈地ド工場

を含む)

とに分頚されるでb らう 。 とれ等は其虞に製作さ

れる製品と生産作業工程の得失、敷地面積等に依

て夫 k 選定されるので基うる。

.e. pち前者はーっ屋根の下の大なる 床間航の工場

に、 或は大張間借遣を必要とする工場に、又は形

欣大主主る製作品工場に 、或は重量: 過大友製品工場

等に濯ばる与のが常識である。

後者は屋根の天窓、採光に依 る以外は殆ど各階側

面採光に依る事とたり 、自 然建物幅員 l乞制限を生

じ、三張聞が普遁であ る。張問と床荷重が隈度を

超過すれば不利で、多 く機域部品工場 、電機工場

程度K 採用するのが常識である。

とれを諸外園の例に見ると 、調逸の工作機被工

場の内で、立組工場に嵐するものは 、多く地下室

( 更衣、洗面 、防護主に使用) を持つ地上三階建

三張問の もので、床活荷重は1000kg/m

2

と明記さ

れてゐるのが普通である c
叉王子商工場に属するも

の κ も ｾ新のものには三張間高低型屋線保光法を

係用し居るもの. 1 . ｾうる事は 、後節 の ｲｮ 列 ｉｊ ｖｌＮ見らる

L であらう。伊太利 Tor i no 市白航主機 、型動機 、

自動車工場として知ら るｾ Fi at 工場の自動車工

場の如きは 、生産作業工程が下階より順次上階陀

及ぶ流れ作業で、屋上は最後に仕上げられた自動

車の試運持場に宛てらる L と云ふ 、地上四階三張

聞の3短大友立骨量工場である。とれを米園 Detroi t

市の For d 自動車工場の殆 ど平商工場に絶始する

と比較すれば、好個の封稽と 云へるであらう。然

し Fi at 工場も航空機工場に於ては、プロペラ工

場の二階建立腫工場たる以外は殆ど平商工場であ

る。

奮チエツコスラパキヤ園 Zl i n ( ズリン〉町の

世界的の Bat a' ( パーチヤ〉製靴工場の如きは、

五階建銀筋コングリート王子版式の立髄工場が殆ど

VI I I  1  6  

全部を占めた立腫工場の白眉でdうらう。

米園 Har t f or d の航空護動機、工作機蛾工場 と

して知らる. 1 . 'Pl at t  &  Whi t t ney 工場の 如きは

工作機憐工場は立腫工場を 、強jJ)j J機工場 l宅建坪 1

; 笥坪以上陀及ぶ 、オき大危王子商工場を採用せる は注

目に値するも のである。

調逸の電機工場、A. E. G と Si emens - S i eme

ns &  Hal ske A G.  Si emen Schucker t wer ke A  

G . ー各工場共に夫k 製作品に活躍する様 、 立桂

子函南工場が按配 され、米園 Pi t t sburgh の電機

工場 We st i ng House も亦上記各工場と同様、

立盟、千面雨工場を併用した大工場でb る。筆者

も機融部品工場と電機工場とに三階建三張関の銀

筋コンクリ ート 床版、梁式の立瞳工場を試みたが

偽造上とれが取扱に困難もなく 、偽造材料に も特

別の増加容を見受歩、竣工後至極便利にさと査が行

はれつＮｉＮｾる 。

4  工場建築主腫η 架構走決定する要素

工場建築の型式K 就いては前節に述べたが 、民Z

l亡とれが架障を決定する諸要素を傘ぐれば、ヨたの

k日きものであらう。

い〉採光商の配置

工場建築陀於て 、採光と換気との重要主主僚件で、

ある事ーはiJi J述の遁りである。殊ーに王子商工場に於て

は 、 とれを充分に する ｾ陀屋 根の形 ｬ 乞樟 ｫ 工夫考

案を裂す事と友る。而して架儲開は屋肢の 11手に支

配される事とえt t ，屋線の形 と架構瞳とを適首陀

組合せて研究賞施された結果が、最近の工場建築

主髄の架構躍と して表はれた ものである 勺

屋根の形を大別すれば

a  鋸ー樹型屋根ー… 第 3 園参駕

b . 高低型屋根 第 4 園望書調

の二型式となる。艮[ J ち前者は国で見らる様に 、屋

綴l乞勾配を奥へて鋸歯l伏l乞蓮観さして 、屋綴 と屋

繰とのl会違ひ商を利用して採光す各方法に利用さ

れ、本邦の如く雨量多 く波型スレ ート 程度の仕上

とす る工場陀最 も多く採用される型である o

後者は屋根勾配に関係なく屋根に高低を交互に

持たしめ、其喰違ひ商を採光閣に利用する場合の

屋根の形である。而 して駄酬の如 く殊に完全友:接

房装置の質施 され る工場陀於て、屋根勾配を援 〈



F oor ti1e 式の仕上の場合には 殆 ど 此型式が採用

されて ゐるo とれ等採光面を垂直に すべき か、 或

は多少の傾斜を持たすべきかは利害得失の生歩 る

庭で ある が、防空上の燈火遮蔽と硝子商の雨仕舞

と塵挨 とより、 垂直 とす るのが最近では定設 とた

るに至った。

る〉天井面走行起重機の配置

近時走行起重機の自由自在友踊使が、工場の生

産作業の能率に重大なる影響を持つ事が益 々痛感

さる. I . I ' C至れ起重機自身の工夫は、南端支持式

より、中間多黙吊式と 護達 して、とれが自重を極

度に軽減起重機が高度に利用されつ. I . < b る現状に

ある。従って、 とれを取付くる建築主障の架構陀

も種 k の要求を生じ、架構瞳選定の重要主主要素と

なるに至った。

は〉生産作業に依り要求さる L 空間

工場に要求さる L 空間即有効桂聞 と天井高 とは

其庭に行はる L 生産作業に依る絶髄的所要 主聞の

外陀、作業を容易にする震に 、多少官余裕を持たす

事と、更に将来に封ナる揮力性を考慮すべきでは

あるが 、近時宝聞を充分にとる事が主主々要求され

る傾向にある。殊に航 主機工場 の如 く、此庭に製

作される航空機の性能は日進月歩であり、とれが

性能向上陀件、ふ所要室聞の増大 も亦理の嘗然で、

例へば翼組立、艇盟〈或は胴部〉組立、最後の綿

組立工場の如きには、殊に将来に封ずる 空間的考

慮を必要 とする闘係より 天井高は高 く、大張間架

構が主是々要求される現j伏にあるo

然 しとれには構造的陀非常た経済関係が伴ひ、

とれが架構決定に は技術的に汲め豊富た知識 と経

験とを必要とするであらう。

に〉防室防火的廃置

積極的には工場金腫を耐強構造として地下工場

とするか、或は摘逸の工場に見らる L 如く、地下

室のみを耐弾構造として従業員の避難所に宛てる

事もあるが、消極的陀は夜間作業に劃する境火管

制上の遮蔽装置も亦架構世の部材配置等に多少影

響する 事がある D

ほ〉将来の増築に劃する考慮

工場に将来の増築は首然起る問題で、Z象め増設

が要求される部分に謝 しては、 とれが考慮を要す

第 1 111

5.  近代工場建築主腫の架構列

誌に傘げた数種の架構が最近の機械工場陀採用

されつ. 1. ｾうる最も一般的な も ので ｢ らう。以下と

れ等に就いて解説を試みれば

第 1 園 : 高低型屋根に属する もので、 屋根勾配

は 7 %程度 とされて居る。とれは伯林の工場建築

家 Si i non，H  oppe 雨氏が、工作機滅工場 として

筆者に推奨した一つり千商工場の型で ある。

雨氏は筆者が伯捕特在中 の五月に開催されたナ

チス政権獲得 4 ヶ年記念。博覧舎一我1' C 4 ヶ年。

高月を奥へせばーで最新の模範工場の} っと し，て

蛮表された、伯林市 Her bert L i ndner 工場〈ネ

ヂを切る工作機被工場) の設計者たりでるる。

筆者も親しく此 Her ber t Li ndner 工場の見率

を許されたが、此工場では第 1 闘の中央架構を高

屋根とせ歩 、雨側架構屋根商と揃へた架構盟とさ

れ、従って此部分の側面光棋が頂部の天窓光線に

代へ られ、雨外側の側面光線に重要占を置き 、側窓

が極めて大きくとられてゐるo 架構は第 1 固と同

僚任はH 型材を 、横架材には電気熔接に依る P la

te girder を用ひた見るからに軽快主主明い工場で

b るo 敷地内む整頃、殺化、室内む諸設備等、至

れり 量産せりで、防 '主主の如き質に完備せるもので

模範工場と して裂表さる 主にふさは しい ものであ

ったD

第 1 闘も H erber t Li ndner 工場も共に東西に

伸びた工場で、南北光棋が採ってるる o 北側架樽

に走行起重機が取付けられ、旋盤は自然冶線を南

から採る様に配列されたも @である。 本邦に於て

は此型に属するも のは稀でb らう。

第 2 園 : とれも第 1 闘と同様、固で見らる L 桜

1  7  V I "  
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第 5 圃

.  ，/， _.. "  

第 4 園

に屋根勾配を緩くとった高低型屋根K 凪するもの

で、第 1 圃のものを二連接 続 した形である。而 し

て中間部が走行起重機を持った高屋根で、長軸と

直角に連絡されてゐ る。又走行起重機は高屋根の

架構に雨端支持式のものが二連設備さ れてゐる 。

此工場は Lei pzi g 市の Pi ttl er 工場のす鵡物

仕上工場の一部である。闘でも昆らる L 様に高屋

根の部分は横架材にトラスを低屋根の部分は Pl a

te gi rder を用ひて居 る。

VI I I  1 8  

第 3 園: 本邦に於ても一般に見受けら るム鋸歯

型屋根で、架構と してトラスを用ひたい山形架構

である o 鎖骨、銀筋雨構造に適 し、 殊に鎖骨の場

合、主張聞を庚 くす る事は自由である。

銀筋コンクリート構造の 場合も採光面を格子型

梁に設計すれば1 5 m程度迄は、さした る困難 もた

く、 軽 く設 計する 事が出来る。然 し鎖骨構造と す

れば、一府軽快である D 工作機被部品工場、 航杢

護動機工場の如 く釜天井面に走行起重機を必要と

したい工場に誼嘗である。即ち現今、航空襲動機

は 1 馬力営りの自重0.5- 0. 6kg 程度とされ、1200

馬力 の護動機も其自重625kg I ' C温き・示 、とれが組

立作業其他現今床上移動法がとられつ d うる。

航宰殻動機工場の外園の例としては 、伊太利の

Fi at 及 A lfa Romeo 雨工場共、銭筋コンク リー

ト山型架憾の平面工場で、 調主主の Dai ml er Ben 

ze 工 場は餓骨 トラス架構の錆歯型屋根である。

此困面では左端最絡架構はM型架構と し、雨端

支持の走行起重機が取付けられて居，て、此部分は

完成後配列さ れた登動機の吊上げ移動に備へてあ

る。

第 4 圃 : 第 3 固と同様鋸歯型屋根であるが、採

光面を利用 して架 した、主張閉鎖骨 トラスが示さ

れて ゐる。 而 して雨端支持式の重走行起重機が取

付けられた機闘車組立工場である。と れ も同じ機

関車工場で昔うる第 5 固 と比較すれば、屋根の形j伏

如何に依て 、採光法の密化を来し、従って光線量

陀も相異の生歩る事が了解さ れ るであら う。

第 Ｔ 闘を最 近 型とすれば 、 ゐＨｾ 5 聞は梢 k 奮型に

嵐ナるであら う。機闘車の如 き、容 杭の大友る重

量物の組立工場は 、今日迄兎角採光量の不足せる

ものが; a 例であったが、此庭で過労する工員の如

きにとそ 、豊者なる冶錦量が望ま しいであ らう 。

第 5 圃

，. .. .. 
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第 6 園

米園 D etroi t 市の工場建築家 Al ber t Ka hn が

設計 し?と Bal t i mor e の Mar t i n 航空機舎祉の有

効張間 300 択の組立工場の如 きも 、ア イデアとし

ては 、第 4 困の型と同様で、只鋸歯型屋根を高低

ｾ 屋 ｩ 慢に 置換へたも の に温き ・ ぬ。

第 6 園 第 4 固と同様、大張問架構に採用さ れ

る鋸歯型屋根の一例である o ｾＧｾ＠ 4 固では主張間方

向K 採光面がとられて、とれと 平行に谷樋を i透す

事と たり d 第 6 園では主張間方向に直角の方向が

採光面とたつ ， ｾてゐる 。従って岡で見らる様に 、 ト

ラスの垂直材が採光面と 一致し、 斜材が屋根勾配

面VC1官ふ様に君主つてゐる O 叉上弦材は水平に屋根

商から露出する事と 左り、 宅内から見れば大張問

架構も極めて極快に見へ、採光量の豊富主主事と共

に少 しの 重ｾ も感じ主主いのが、此架構の 特色と云

へやう 。

第 4 固と同様下弦面が水王子友短形架構で、あ る震

に多貼吊式走行起重機の取付が自由である事: も近

代工場vci 菌する黙でるる。 !!IJ ち第百闘では大張問

の殆ど会長陀及ぶ 7 耕吊走行起草機が装備されて

ゐて 、天井高と張聞から見て如何に大型の工作物

が組立製作されるかが想像されるであらう 。

現今本邦に於て、大張間架構に盛に採用されつ

L 遣うるも のは、殆ど第4. 6 闘に示す鋸歯型屋根で

あると云っても i直言ではある まい。

6. 架構の設計計算に就いて

搭十数年間に於ける建築儲造の進歩喪主主には目

覚ましいものがるる 。 とれ等は欧測に於て、 幾多

の特殊の建築物と して質現されつ L 今次大戦に至

ったりとれは興って構造力皐 と、とれが施工の計

霊及工法の進歩 とに依るものである。 即ち構造力

撃の分野に於では構造材料強度の高度化は寧ろ将

来の問題 として残さ れ 、建築の骨格をたす架構の

解法の究明 と、 とれが構造手涯の考究の方が進歩

には数段寄奥 し来ったのである。叉施工方面に於

ても 、構造設計者が設計の首初とれが施工計霊 を

考慮に 入れゐK 非らざれば貰施不可能友特殊建築

物が計重さる与 に至 り、 悲に設計者が同時に施工

計査の立案者である と云ふ施工の 、より科率化 に

依て始めて 、 とれ等が賀現さる .l. VC至ったのであ

る就中銭筋 コングリート構造の護達が施工困難と

して奮来館骨構造に摘占さ れて居た、大張間構造

の領岐に迄進出す るに至った事は読者の知 らる ム

庭でるらう。是等の事買は蹴米K 於ける工場建築

に夙に表はオL、捕逸に於ける鍛筋コンク リー ト構

造の軽妙さを示す球蓋構造の工場 、架版構造の一

顧 Zeiss- Dy wi dag 屋根構造の格納庫 . 市場 、伊太

利に於け る銀筋コンク リート の トラス構造の工場

の如きが顎著たrt 例でるる。

前述の如く、架構角手法の進歩は鎖骨と鍛筋コン

クリ ー ト構造 とを問はす=、相賞複雑な架構も容易

κ 取扱ひ得らる .l. VC至り 、架構は主主々軽妙に 、ひ

いて は構造材料の節減とたり 、一方構造手法の洗

練と共に 一段と構造の持つ構成美を強揮 しつ L あ

る。とれ等の事: 1 ! l は本邦に於ても認めらる L 事 と

信十るが、本邦の建築技術家に今一段の努力を要

ナるであら う。

7. 結 び

以上構造上から、近代工場建築の一端を述べた

が 、 ａ 走後 ｋ 大東ｾＲＮ共栄問諸民放 の指 導者と し て の

日本の質力事f 放ーも千易に象徴する 、生産工業を 内

等陀持つ一L'. 場の建築も :が、とれが確立後陀備ゆI る

庭があらねばならぬ事を一言附加 したいD

即ち今後圏内諸民族統治の上十亡、ひいては欧米

諸民族を劃稽と しての 日本の観光政策の重要性が

.{;;t k 認識されねばならぬ。然るに在来 日本の観光

政策は日本が持つ自然の風光紹介ー鈷張でるった

然 し今後は寧ろ生産工業の偉力の紹介K 重黙を移

すべきである。言葉を換へて言へは¥ 富士山、 樫

の観光から、迫力のある生産工業の充質 した内容

を持つ工場の或程度の開放参観に導びくべきでる

る。 従って 、 とれ等整備された工 場の建築は 日本

( 以下32頁へ績 く〉
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新興木構造の理論と賓際 V][ 

vm.  荷重試験に就て

鎖骨及銀筋 コン クリ ート 構造の設建に件、ひ、著

しい研究の途げられた架桃理論を探 り入れた新興

木構浩に於ては、其の特徴と して 強度計等を規準

として各部 l寸や骨組が設計せ られる 。

然し木構造に於て其の主たる構造材が木材と 云

ふ自然物であ る以上、 相首の安全喜容を見込んでも

向且鍛骨又は銭筋コンクリート排遣の様左安定住

が得 られたい。其庭で木構造の安全性を把握せん

として待重試験が屡 k 行はれる。

新興木構造 に於ける何重試験は大瞳次の二種類

K 類別せられると思ふ。

A  構造単位部分の荷重試験

B  鍛阻の荷重試験

以上二脆類の待重試験に封 して簡単た説明を記

述 して見ょう。

A  構造単位部分の荷重試験

主と して梁及柱等の何重試験で、本誌及建築統

誌等に既に各方面の樺Jii. ある殻表ーがえにされたこと

は周知の通りである。 特に大阪市建築謀の手にな

るヂベJ レ臨用又は釘付梁の試験 :ま誠によ!i・3霊友宜験

値 を提供したものと思はれる。

合成梁の荷重試験に於て特に注立すべき 庭は、

斜繋材と並行材との格結附近の観察であり 、単 に

短期間に於ける援位のみに主眼を置いてはたらた

ν、。

従来の木崎 遣の手法から云へば、ノj 、屋骨時} か

る外力 を単一材を以てｾ曲目盤底力に封底せ し め ん

とする傾向があったが、木材接合方法の研究1' C1字

ひ、種- k 1' J . 補強金具即ちヂペルが案出せら る与に

及び、近時はよりノj 、断面の複合材が使用せられる

様にた った。 1)、断面の複合材K ヂベルを用ひる も

のとして計算後断面決定を しても、 現 宜の問題と

V t l 1 2 0  

宇 賀 神 行 ー

して は木材のNi - k の因子が働き、一慌た強度が得

られ友いのが蛍然。であ る。増して現場施工 の場合

には工作に無理があ り、均一君主湿度を求む るのは

難事で、あ るo 此の矯 め相官た安全率を徒に構成要

素た る部材 にのみ負はしむる のでは甚だ不合理lた

ことでは友からうかD 悲に何重試験の必要が起 る

諜でるるが、構造事位部分の荷重試験と云へば、

概して木防が選探せられ、其の」二入念た工作が施

される場合が多いので、 ff 験値にはff 用に供せら

れたいものがある。

何れにしても 構造単位部分の荷重試験は草に梁

や柱等 に限らや、柱と 合成梁の連結結、叉は複合

材の植手、木材の諸性J伏を無視 して作った場合と

l吟味した場合の比較等極 k 研究の必要があらうと

思ふ。

近時ヂベルを用ひた合成梁の利用が漸増の傾向

にあるが、 i翠K ヂベ J レを使用 したかt > と云って安

心出来たいので、可及的に荷重試験を行ひ度ひ も

のである。普通の場合梁の強度計算に係用する 荷

重は国定術重積載荷重と で、前者即ち 固定何重の

決定K は構造の有t類、材料の種別、床構造 、天刈-

等夫 k の{底1
t
l二に従ひ算定 し、 積 ;1主1'，([ 重 に封しては

rli 1f. 地建 業物法に規定せ られて居 る。特 I'CTt 況に

臆じ増減することも あ るが、大 髄梁 支 持 ｄ ｾ 削牛及

び大 梁 、 ＡＩ 、 梁の別に従ひ、之にか ｌ る ｾｬￎ 重を決定

する。

勿論出1げモーメント K 封す抵抗は梁の全性能て

あり 、所定の積載荷重を得て も挽度の1) 、たるこ と

が要求せ られ、大趨張聞の亙;6が限度とさ れて居

る。

荷重試験を行ふた際し、梁に封し如何たる J伏態

に負荷せ しな可きかの河題であるが、集中何重 と

云つでも、 島幸告た意味からすれば、ノj、直域に亘 る

等分布何重の状態であるから、 先づ所定の等分布



荷重陀依り 試験をなし、次に等謹分布荷重の結果

を見れば差支たい。

次に柱であるが、特に長桂に於ては軸方向に歴

縮 を受けるのみたらや、曲げモーメントをも考慮

に置かたければたらたい。

柱に闘する理論的解;去の複' f ! E極まることは云ふ

迄も友く、 Eul er 式、 Gor don Ranki n 式、直線

式等多 く質験 を基礎とし、理論を加味して作った

公式に依って解かれる。

日本建築依令式に依れば、木住に次の公式を奥

へて居る。

P=: Afc ( 1ー0 . 0 2 +)  

葱陀 P=: 荷重 A=- 断面積 fe = : 木材の許容

fs! f，歴力度

I  = : 主要たる支諮問の距雄 d=: 断面の

最 小径

新興木i司; 造に於て屡 k 探用せられる合成桂に劃

して は 、 特K 其の 81凶 e…R a t i o m- L

K 基く危険と失策があるので、組立陀先立ち荷重

試験を行五、 主主らば、大した間違ひ ほ生じたい。

往 k 長ス パンのマンサードトラス を南端の住 に

取付け、屋根材を葺込むと、急: に荷重が加はるの

で、 桂に思はね木材; 持有の因子が働き、失敗する

場合がある。合成桂の荷重試験は 、多少準備 に困

難であるが、第 101 園の様た方法だと比較的簡便

と思はれる。工場製産せられた単位小屋官' Yc 封す

ゆ 荷重試験に劃しては米園林産研究所に於て、腰

着せ しめたノj、屋骨を大規枝た強度試験機を用ひ て

質験した結果が、 " The gl ue l ami nat ed wooden 

Ar ch. - 1939" に護表 されて居 る。

一定規格の単位小屋骨が工場生産せ らる可きこ

とは、腰清作業が現場では不可能主主 るに拘らや、

此の方法が新興木構造の最も優れた手法であ り、

叉濁特の分野を行 くものとして閥心が梯はれ、濁

謹 を始め諸外園に於ては盛に利用されて居る。

B  骨組c1) 荷重試験

新興木構造に於て採用せ られる程 - ' <r r . る骨組に

封しては 、次の理由に依 り可及的に荷重試験を行

ふことが好ましい。

① 特産たる架構形態を採用 した場合は 、之

第 1 0 1 園

に働く外力を適営に想定 して荷重試験をた し、

捷形i伏態を観察して見主主ければ、木材の性j伏に

闘する種 k 友る因子が影響して思はぬ失敗を招

くことカ{ ; ; t る。

①安全性を確保せんとして、徒に諸材料を

増 したのでは事局柄新興木構造の使命を減殺せ

られること. l . r r . るので、所謂破壊限界を知る」て

には骨組を完了せ しめた上でないと完全た試験

が友され左い。

@ 従来の木構造が地震 や暴風に封して常に

倒壊の危険に曝されて居た事貫より して、今後

設展せ しむ可き新興木構造はより耐震耐風的で

怠ければ主主らぬ故、骨粗に等分希荷重叉除片側

等鑓分;([i 荷重の他、 重要格結に集中荷重の試験

を行ょ、必要がある。

④ 非常に困難君主準備作業が件、ふが、官・組に

封して動荷重を加へ、骨組の弾性を調査し、充

分安全性 を確保したりればたらたい百

@  新興木構造に於ては、その大部分が複合

材の緒合である矯め、木材の蝶擦と施工の良否

接合用金具の在類及取付の適否等が揮然一種と

たって働〈可き骨組に影響を及ぼすことが大友
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る故、荷重試験の必要が起る。

⑤ 架 構 形 態 中 で 特 に ピン構造とたす可引問

所を略式構造とたしたり、首然グイロードを以

て連結せしむ可きを皐に基礎のみに負はしめん

とする場合には是非共荷重試験を経たいと危険

性がある。

以上の様友理由から骨組に劃しては、 事情の許

す限り荷重試験を行ふことが望ましい。然らば骨

組に封しては如何たる方法に於てロードを加へる

かと云ふ問題にたるであらう。

既に諸文献に護表せられた荷重試験の中には可

成り大規模左ものも見受けられるが、必十しも荷

重割強は莫大な費用と煩瑛友手1肢を要 し友くとも

手軽に行はれるとと主恩ょ、。

次に骨組K 劃する帯重試験の方法を園解して見

ょう。第 102 園 はマンサー ドトラスに依る骨組の

荷重試験を行はれんとして、野地板を張りたる_ I-.

l'L il!_h僚を桁行に並置する方法である。軌僚は 100

kg 叉は80. 60 k g と一本の重量が決定されて居る

ので、比較的簡単に而も正確た分量が故荷せられ

る講 にたる。

此の場合'1山僚を骨組の格黙の附近のみ に集中せ

しむ 可きか、等分布的 K 野地板上に配置す可かの

問題であるが、勿論等分::f [j にする丈けの故{jt があ

れば、桁行に並列せしめた方が油首である p

第 1回 聞は腰着式山形ラ ー メンと 三滑節 トラス

の榛えに屋根の構造にえにるものは、背・組完成後野地

板を張り 、共のJ : rc- 定量の土麓叉は砂麗を積載

して行〈方法である。

第 104 園の図形ア ーチ、 t第 105 闘のカメ Jレバッ

グ トラスの様た屋根は数構節を有し、勾配の急: た

ものに は屋根面へ直接積載出来たい故、格貼にワ

イヤーロフe 叉はチェーンを結び、之を地探面に多

数垂下し、水平71犬K 丸太に結び付りる。丸太j てK

は板を並らベ、第 104 園の如〈 土裂を所定j此積む

か 、第 105 固の様 K 板上 tて枠を造り 、一定最の土

砂を税せる方法も考へられる。

此の場合ワイヤーロ ープたり、 チエン友りを格

鈷に結ぶ際には、充分減込を防止するための営て

木を施す必要がある。

荷重試験は屋根面全韓に行ふことは理想であ る

VI I I  2 2  
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第 1 0 3 圏

第 1 0 4 園

第 1 0 5 圃
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ビ ー ル の 泡

序

題 しで 『ピールの泡』といふ。編輯部から清涼

9 月特輯「軽快主主る讃物競J I ' L 寄稿方を謀せられ

て、さて平素筆不精で、怠け勝友迂生は、突如とし

て此の好機 に何か書いてみたいたといふ衝動に掘

られ、即時承知の旨を返事 した。所が標題を折返

し示せとのととで、早速考へたが、賢治、書くべき

内容のまだきまらぬ内に、題 を掲げるととは誠に

困難とする所でまうる。記事が果して期待た添ふや

否や、踊る疑問とする所友ので、せめて題主主りと

それにふさわしいもの に したいと思って、他事で

御 弛走K 頂り、目前 K 供せられたものにちたんで、

表記の如く定めて ia告した。

とれたら本文はと K かく題だけは、たしかに適

合すると自信した。f f ' 泡』の眼花見た「軽」、『ピ

- 1レ』の咽喉ぎわりの「快」、『ピールの泡』は文

字 ia T  r軽快」そのものであらう。

しかし内容に付いて、あれとれと沈思概考して

ゐる内 K 、漸次「抱」は消えて行き 、所謂祭の抜

けた ピールにたりそうで、しまった、とれは寄稿

を引き受けるのではたかったと、額に否全身 t 汗

のにじみ出る心地がし来ったが、ま L 主、締切ま

でにV J ; 、まだ14 日間もある。その内に何とかなる

だらうと、たかをく L ったのが、叉もや失敗のも

と。 8 日を経て、 8 月競にするととにしたからと

5 日聞に制限の遁 告を受けて、目を白黒、サア事

だ。いっそ断わらうか、 官余り意気地がたさ ・過ぎる

やうにも思はれる 。主夜粂行。熱 と蚊にせめられ

て、議定の字分をとｾｉＧｌ物した。

「大毎」紙上毎朝の「振鈴」を柴しんで、讃む一

人であるが、仲k 精濯された好讃物で、一々皆御

尤で、皆採って以て置に賀行K 移して可たりと思

ふものばかりである。ァ、ゅう風に軽快に書ける

とい与が友と思ひ友がら 。

3也 回 霊 峯

( 1 )  土木建築工業組合

従来の土木建築請負業組合か、新腫制に依って

土木建築工業組合と友り、その聯合舎も出来た様

であるが、奮腫告IJ その ま与で、呆然たらざ るを得

たいのを遺憾とする。 t 土木と建築とが一つになっ

てゐるが、乙れとそ此の際分立して、土木業と建

築業とたって、初めて新瞳制である。土木業は努

力本位で、建築業は技術本位で、根本的K 異つて

ゐるのである。多少似通った所も無いではたいが

世曾ia念と して事妓と娼妓とは分立してゐる。多

少似iaった所があるとはいへ、本鵠と してはl別種

のものとして取扱ふべきである。只請負業の名稽

を避けた所は迂生の主張と合する。それら請負業

とは、何だか利潤遁が本瞳の様に聞えるからであ

る。新腫制下に於ける建築業は 、詳しくは建築施

工業で、施工がその主要回途でまうるべきである。

すべて建築は工に属すべきもので、その部分を

篤す設計 ・施工・材料の所謂 三位 も、すべて工を'

本韓とすべきである。然るに従来の請負業者の行

き方の 多くは 、各下請業者を通じてのみ工と得し

得るかも知れねが、その行き方は寧なるプロ { カ

一式で、工に恩T べくも泣い。商に属するものと

云ふ外は友 い。極端友る叉i直激たる論者は、従来

の請負業者の多 くは、一種の中間搾取業者に過ぎ

たいとさへ評するものを耳にする。

低物債政策の唱導せらる L 今日、中開業者は可

成少主主い程よい筈である。設計業者は、事: 面倒で・

も、一括請負を慶 して、 各部分の分割請負として

直接設計業者が監替 してとそ然るべきだ。一括請

負主下請との二重信IJ は監督上にも、常に隔靴慢俸

の感が甚だ しい。殊に他一般債格に比 して、 建築

費の日 k 暴騰 し行きつ L あるに顧みて、一暦そ の

感を深くする。
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( 2 )  大工業者の建築業組合

今から約20年程前に、大工業組合の必要を唱導

して、 大阪府下に於て全国に率先 して、 4との組合

が出来、それにたらって全閣 各地にも結成された

その後大阪府下では解散とた ったが、他の地方に

は今倫ほ存在 してゐるものもある様だ。他の組合

は知らぬが、大阪府下では土木健築請負業者に牛

耳られ、大工連は只その指頭 に甘んじて、本来の

大工業組合のホントの機能を登揮し得たかったの

に起因した。全然無意味の骨抜きの組合化したか

らで'1bる。

近頃、土木建築工業組合K 劃 して、大工業者は

叉新に組合設立の必要を認めて、早くも近府J鯨に

も、その組合が巴に出来たり、 又出来掛ってゐる

而 して稽して「建築業組合J といふ。大工業組合

では各栴が貧的だといふのだらうが、それが建築

業組合では「建築」の意義を波却するの甚だしき

ものがある D 古来の大工業は、それでホントの意

義を表示してゐるのである。大工業者の「建築業

組合」を、 或人評 して 日 く、所謂「木工に して冠

するもの」と。

(  3  ) エ さ 商

いつのイそからが、士農工商の四民の大別の言葉

が出来た。之を今日 K 首てはめて 見rれば、士は文

武の官吏其の他の役人を統構し、農は古来園の大

本と謂はれて重要視され、士 tて次いで農の"憤序 と

なってゐる。次は工で、技術 を司 る工人、商は最

下位にあった。然るに経済が政治を支配する時代

黄金高能時代に至って、商がすばらしい勢力を這

うし来った。今やー圏内の商は新世情IJ 下に於ては

皐主主る配給機闘に遁ぎなくなった。 ζ れをE 首左

乙とに向って来たので、現下軍事 ・政治に次ぎて

園民の食糧問題、ヨえは生産披充でるる。即ち工に

属するものでるるべきだ。此の見地からして、商

は大東軍共栄圏内の i盈商貿易に して、初めて商と

稿すべきである。名は賓の質といふ、須らく商工

省は工商省、商工合議所は工商合議所と 改稿すべ

きとと を提唱する。誌に明 K 新耀制 下tc 於ける園

策の標瞳が判然と して来ると思、ふD 殊に目下各省

内部局課の整理せられんとしつ L ある好機であ る

省名の改正必歩 しも 徒事ではあるまい。
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右はE互に名稽のととについて述べたが、それは

工の重要性を認謝して貰ひたい震めで、 曾て大阪

商結の和辻博士も 、その必要を設かれたととを耳

にしたが、『我園教育の根本的更新を要する。それ

は工業数育を盛に し、 大暴及専門皐校の畢生の7.

8 害IJ をして工業数育を受けしめ、残りの 2. B割丈

けを法・経・文に向けしむる様、各暴投の牧容定

員を改E せしむべきである。かく初めて、我圏の

生産肱充等以て、大東亙共栄圏の指導を完 うし得

べきで、あらう。

(  4  ) 夏 の R の朝 9 時

今や大東亜執筆= 及共楽園建設の需め、園を穆げ

て、一億一心、各その職域に奉公の誠を致 して ゐ

る。殊K 臨時工場等に於ては、朝 6 時頃より活動

を開始し、夕方遜くまで、法は夜業も し、 或は徹

夜作業にも従事 して、 酷熱と戟ひ 、その効果 100

ミーセント を期して努力 しつ L あるは 、誠に頼も

しき 限りである。それは多く前述の「工 J の部に

属する方面である。官腰、に於ても夏期は 8 時か ら

執務 しつ q うる。然るに舎枇其他銀行等K 於 ては

夏期も倫冬期と同じく捗¥9 時からであ る。それは

前述の「商」の部に麗する部嵐の方面である。 そ

れで果して能率をi曾迭してゐるであらうか、「エ」

は黙々と して下街とたって到j 努 してゐる とき「商」

は悠々 否枇長、重役連主主ど多くは、殊 tc豪然と し

て煽風機の前 に涼 しい顔を して ゐる。その封照を

思ふとき、 i桧 りに不権衡に して、 叉能率増進を泊

客せしめてゐるものが無からうかを挺はしめ る。

「商」 の人も「エ」の人と共K 苦楽を借にする

心持ちで、 夏期は官E撃に友らってても 8 時出勤に

して然 るべきだが、術百尺竿領更らに一歩を進め

て、工人と共 tc 7 時、 6 持の出勤に改める。毅然

たる民;接的態度に出づ るの覚悟は友 いか。「商」

の部の一般人の 9 時出勤、その時すでに暑気加は

りて、執務開始と共に肉腫は堕気に満た されてゐ

る。それで E うして能率を昇げる事が出来ゃうか

皐校友どは 、夏期 7 時宇登校友どとせる所もあ

るやう に聞くが、大韓 1 年を遁じ て朝 8 時か 9 時

とこた湿りに してゐるのは 、今日では壇賞では友

い( ' 7 時、 7 時半、 8 時、 8 時宇、 9 時の五つ遁

り位に 1 年を分けて見た方が遁首であ ると思はれ



る。誠に盛夏、夜明け易き繁明、 3 時字、 4 時、

4 時宇位 K 起き出でて見よ。涼気治 もむろに爽快

自ら心身の緊張を費えて 、 6 時の出勤さへ亦楽 し

かるべきを悟るべしであるo

15. 6年前迂生は「太陽の利用」と題して、早暁

大砲ー蛮森然と して、 都市民の堕眠を破るべきを

主張 L たととを想起するが、今日の大東亜戦時下

に於ては、月正一月まその必要切賢たるものるるを痛

感ずる。

( 5  ) 休 日 さ 牟 休

毎週 日曜日 1 日の休日はパイプルから出た西洋

式である。平時はそれも良からうが、此の戟時下

} 亡後 T1<: 悠長すぎると思ふ。殊に近時、帆祭臼も

増し、叉何k 記念日主主ども、その数を加へつ L あ

るに於てをやである。園家の祝祭日及記念日乙そ

は、何 を措いても官民 をi J i じて休日とすべきでる

るが、毎日 曜日の休日は考へものである。之を合

すると、 1 年 を通じて休日は非常注目数と友 る。

従って或る方面では第 1 、第 3 の日曜日のみを休

む所もあるやうだが、迂生も 1 ヶ月 普遁 2 度の休

日で充分で、あ ると思ふ。 くその他に帆祭日記念日

は必歩休日とする ζ とは勿論である〉。そうする

と、昔の職人のやうに紳様K 御酒、赤飯を供へる

習慣の、朔、 15 日の 2 日を之に充てるととが、園

風として最も遁営であると主張するものである。

との際欧米式の風習たどは破棄して、古来の御園

振 りを、 ζ l l'Cも 蛮揮すべきである。備業種によ

りでは、月 1 回の休日ほか友い ものがあるやうだ

が 、之は月 2 固に増すべきだ。

叉土晦日の宇休たども整漂である。之も王子日の

如くすべきである。今夏は官臆方面でも宇休をも

慶するとか聞く、誠に結構友次第である。いくら

暑いといっても、南征将士の苦熱に思ひを致せば

内地の夏位は何でも友い筈で重うる。それに劃 して

グググヅいふ者ありとせば、 戦時下の図民と して

緊張味を紙げる。最も甚だしきものと云はたけれ

ばたらぬ。

( 6 ) 老 人 の 活 周

囲を傘げて人的資源の重要切貫主主 るものあると

き、物的資源につきての慶物利用と共に、鹿人利

用、否 、老人利用の途を講十べきである。前注の

率者のイ亭年制そ の他によって、今向充分世舎に活

動 し得る能力ある者が、悠k 自適友ど唱 し、 又は

徐生をき終 しむ たどと稽して 、プ ラプラ してゐるの

は、之を綿じて見て 、園家の大たる損害である。

若きものには若人を必要とする方面があり 、老い

たるものには老人を油首とし、叉は老人にてケツ

コウ聞に合ふ方面がある筈である。

何でも若い者で友けれは. 駄目だ といふのは、老

人を侮辱するものである。老・批 ・若・少各その

底を得せ しめ、之を椋合 してとそ翼の新瞳制の最

も適切友るものが得られるのである。 その好適例

は、今日軍閣を背負って立ち、最も偉勤を輝して

ゐる軍の組織に徽し見よ。上は大将よ り下少尉K

至 るまで、能く 老 ・批 ・若・少を網羅し結合して

ゐるでは友いか。

先日 或所の講演K 於て、 40位か50以上の者など

は、今日の園家に必要の友いものだ、たど の暴論

を吐いたj仕者か若者があったそうだが、近視眼者

vti の偏見、誠に笑ふべく、憐れむに堪えたりでる

る。

叉或 るi吐舎に於ても 、若人摘占友 どの愈を、さ

らけ出して、自置の弊に陥ってゐるのも見受けら

れるが、各居モの能に感じて、各人そ の魔を得せ

しめ、所謂、適材遁所とそ、最も E しく望ましき次

第である。

( 7 )  層、給者の徴用

「老人の活用」について、最も考慮せらるべき

近道は、と. I . . ! ' 亡言ふ恩給受給者の徴用である。恩

給受給者は多く元官公吏であ る。そ の必要1' C&l i じ

て之を再び見の官公職に近i直せるものに利用する

ととは、新現に新人を採用するよりもー居能率的

である。之を徴用 するに首ってほ ，恩給額の 倍額

を支給する。普遁恩給額は元給の 3 分の l である

から、斯くしても倫珠算上 3 分の l の告余裕を生寸志

る勘定に左る。

叉徴用に際して 、他で、現に勤務中のもので、相

営高額の i投入を得てゐる 主主め 、之に躍す= ることを

好まざるものには、其の御他の牧入を得てゐる期

間、恩給の給奥を停止するとと与 し、一方之に臆

じたるものの年限は、/ ! ! ! . .徴絡了後、之を加算 して
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恩給額を相官増額す る特典を奥へ ると とにする。

一腫恩給受給者は 、一朝事あ らば、まつ先きに

園家 K 御奉公申上ぐべきが首然である。軍人の設

備 ・後備投主主ど.の如く 、元官公吏を千葉より非役

官公吏と して取扱ひ置くととの制度も 、 との際講

ヲEせられて撚るべしであると確信す る。之は必す哀

しも恩給受給者のみとも限らんが 、少くと も位階

動等を恭うして恩簡を裳 り居るも の、 常然の義務

とも考、へられる。

(  8 )  1 国本位さ 1 圃紙幣

我園。は国本位である 、否、国単位であるととは

明であるが、園民大多数の日常生活程度はー岡本

位と いへやう。 或は50鑓本位かも知れぬ。鹿が10

0 固 ・10固 ・5 囚紙幣友どは屡 々改められて 、回

位の低下と共に形も小さ くたって来たが、 1 囚l紙

幣のみは 、いつの健かの大さで改められ友い。従

って その誼用も少友く叉汚れ、くしゃ くしゃに左

ったも のが、其の大多数である。迂生等に は一番

利用 し易いものが少 くてきた友い。闘車位の 1 岡

紙幣は 5 国紙幣より少 し小型にして 改裂 して貰ふ

たい。論者或は50銭紙幣の代行を以て可とするも

のがあるか も知れぬが、多数の50銭紙幣の校数を

数へ居る場面に遭遇する毎 に、その能率の甚 しき

低下を思はぎるを得ない。 1 困紙幣と 50銀紙幣と

は手数は宇分で済む筈である。叉手数でもすべて

紙幣の汚れたるものは随時引上げて 、新紙幣と 交

換 して貰ひたいと 望む乙とは 、現時 下不急: の乙と

で、無理かも知れぬが 、園民は園家の資材を可嘩に

取扱ふ習慣を，(l}1I致:したい もので重うる。

(  9  )  女子の服装さ男子の服装

近時園民の髄格が一般に向上 したととは 、邦家

の矯め 、殊に大東亙執筆=中最 も喜ぼ しき現象の一

つである。とりわけ女子髄格の稜達は回 ぎましき

ものがあり 、それにつけ て、 夏季女子の服装の改

良され簡単化 され 、明典たるものが特に視界に入

b来る。尤 も中には極端宏る短袴、大根足の向き

出して太股まであらはに 、一寸女子ら しからぬっ

ムましからぬものも無いでは友いが 、之と劃照と

して男子の服装の奮態依然、新瞳制下にふさわ し

からぬ ものが、一居目ざわ りでる る。何 とか妙案
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がないも のだらう か。

尤も 管て之を衣服専門のある女性教授に話 した

庭が、男子の方は改良服を提案 しでも 、それをす

ぐ貴行 に移 して見る心意気がないから駄目です よ

とすげなく跳ね付けられたととがある。

数日前調逸の努電車意思監は、海水浴場に於いて は

男女共、一糸をまとはざる毘の楳盟差支え主 しと布

台 したとか、仲 k 勇敢である。我が 園民中に も之

に大に賛成の意を表する ものが紗 くなから うか。

否、大胞に率直 に乙を是認する の士が幾何あ りや

だ。

(10)  都市計壷 さ其の法令

都市計霊法が琵布せられ、之が賀行に移されて

から 、早や25年に友る 、早いものだ。その首初は

劃期的な新事態で、叉先例を創作するととに友 る

のと、民法の所有機の制限友どの閥係もあ り、 極

めて慎重に取扱はれて、 各方面の皐識試験者、関

係の官公吏、議員主主どを都市計童委員と し、 或は

内閣の認可を得せ しめ、或は内務大臣の指揮に侯

ったものだが、近来、地 方計霊及圏土計壷が唱導

されるに至って 、都市計霊は1 j i tcー小直域内の些

事にた った様である。 日本が事賃上の大 日本にた

れる今日 、各都市の都市計壷が末梢事 陀考へられ

来ったととは、 等ろ慶賀すべきととであると共に

都市計霊は内閣や内務大臣が表立って直接閥奥す

るζ と主主く 、すべて之を地方長官の描限に委ねて

細るべしだ口元より都市計壷そのものが園策の大

綱に踊れるもの もあ るし、 園防上の重要事項にも

闘係至大ではあ るが、その大部分は内務省、の方針

を受けて行政に首る地方長官に 、全然委任 して敢

て差支え主い。殊に近頃の内務大臣の諮問事項の大

宇を検討 して見れば、その撚 る所以は一月号事賃上

明瞭であると思ふ。

従来何もかも中央集権で押 し進んで、来て、その

弊の極 まる所途 K 行 きづまった奮韓f仰の是E 上か

ら見ても 、事務簡省、能率増進の矯め、地方長官

その他下級官臆への遁次委任事項の精加と 、モの

権限の蹟大とは 、目下最大の急: 務でるるが、との

都市計霊の如 きも 、即時法令を改E して、との方

針 tc撮ら しむべきものであるととを 、敢て提言す

る。



( 11)  空中撞閉さ穴居

現代戦に於ける飛行機の強遼 と、& : 製爆撃の威

力とを思ふと き、 将来の都市は果 して如何にすべ

きか 、之は有識たる建築家の相営考慮 し研究すべ

き命題でI あると 信十る。

さて 古代の住居の跡 を顧みるとき 、世界的 K 樹

上生活と水上生活と 共に 、穴居生活が行はれた。

殊に我園 K 於ては 、人皇第二十一代堆l時天皇の御

代に至って 、穴居の跡漸 く絶ゆ と、古史 K 見ゆる

貼から しても 、叉土蜘妹友ど‘ の名稽か ら考ーへて も

もとは穴居が本髄であったかも知れぬ。即ち地中

建築である。 それが次いで、地上に顔を 出して 、屋

根が直接地上に接燭したもの、即ち地伏建築と左

り、ヨたに地上高く 屋根を上げた一階建築 と左 り、

次で二屠建築 ・三庶建築とた り. • .  ｾ，＠ . 一・漸次暦を増

して今日の高月号建築の出現 ともたった。穴居の地

中建築と劃胃、 して見ると、今日の高居建築はi E i ' C

ｾ中 機閣である。先 人の用字例に 依 る 、 基礎のた

い、幽霊の如く足の友い、たより主主い空中楼閣と

陥異つてゐるが 、摩天閣主主どの名稽よりも 、 ζ の

先人の作った空中盤閣の語とモ 、i Ei ' C現代の高居

建築K 遁/ ! ! ! ; するものでまうる。之を以て人文の護達

科撃の進歩 による近代都市左どと 誇ってゐる問 K

足元がぐらついて、幽努F. 建築に友るととも或は遠

くは dうるまい。

昔は地下には答即ち穴倉が続に用ゐられたが 、

& : 中高く桜閣が護え延ひ行くと共に 、一面叉地下

にも深く這入り込んで、地階が出来た。そうして

其れが地下二階とた り、 三階とた り、四階にも及

ぶやうに友って来た。叉電車の如きも、路面電車

が一方K 地下電車 と友って、 高速度 とも主主り得、

叉昼襲にも至極完全とせられ、便利とせられ来り

本土九州聞の開門海底の地下鍛道も貫遁する時代

とえ主った。

それ を思ふと、 建築 も、星中建築をグツ ト地下

K 押 し込んで、地下建築とな して しまったら 、又

省の穴居i ' C 返ってi 、& : 襲には持って I といである 。

人聞は地よ り出でム地に入ると か、地に親 しめと

か、地に踊れとか良く 言はれるが 、土龍のやうに

なるのが将来文化の極致ではあるまいか。地上の

都市・ 町村 ・部落の全部を今、地下に 埋設建設 し

僚に トー チカ の培の如きものの みを、地上に鈷在

せ しめ了 したと 想像 して見 よ。園土表面は山獄。

森林を除く 。卒地の全部は悉 〈田畑と左し得て 、

農作地の擁充は 100 パーセン トと1'.r t 、康ボウ千

里見渡す限 b 、異に千五百駄の瑞穂; の園 とえ主りて

太古のままの原始y状態に復蹄 し得 るであら う。か

くして防空と食糧問題は 、一石二鳥式 に解決 し得

べきである 。 ァ、 迂生たがら妙 k 案 たり 得 る乎。

(12) 都 市 の 疎 開

宰襲に劃す る都市の防備に闘 しては、 吾人は20

i訟年前よ り木造都市の耐火構造化 を唱導 し、 都市

の武装を絶叫 し来勺たが、世人及営路者は、 その

重要性を認識するの明えにく しで、木造都市のま ム

今日比及んで、今夏ら の如く念建、，一時的劃感策

に腐心 してゐるのは 笑止の極みである といふの外

は友い 、主主どと澄 しでもゐられぬ。

そとで提案したいのは 、都市の建物の醜聞でる

る。先づ第ーは 、商業地域及防火地直内に存ずる

木造の箪友る住宅、 ｾｰ ち俗 ｖ と い ふ し もたゃに封 し

一方用途襲更を禁止すると共に、之を郊外適首の

地に移碍せしむるととである。か くして都市の中

恒地ｾｩＧｃ密集 し 、 否 、過 密 ｹ 状態の建 物 を疎開 し 得

此の跡の塁地は之を防ｾ施設に必要注る用途に宛

て、商業地域の本来の用途に適合せ しめ得、火災

の延慢の防備とた り、備叉住宅の改善の一途 K も

友る。 所謂一石三鳥四馬の賢案であらう。之は従

来の住宅を その優利用 しての移築であるから 、主

として努力のみの問題で、材料 の黙は補足に遊ぎ

たいから 、比較的容易 K 賢行 し得られる策であ る

次は同一叉は近遡の不必要友商業用( 敢て。商業

のみを指摘する〉たくもかたの営業用 の木造建物

も、その主主を減少 し、適蛍の配置を考慮 して、 相

官J にま びくので るる。それも郊外の遁首の所に移

築 して、住家に供せ しむる。 か くして疎開と住宅

の増供と車事業者の利用とを粂ね備へた策である。

(13)  雨戸と木蓮格子

昼襲針雁念策 として¥ー厨 K 木造建物の防火改

修 、他面に防空壕 ・待i控所たどが唱へられたが、

今叉最急: 封策と して、雨戸 の利用友ども考慮せら

れて来た様である。思へば我園古来の木造建物は

すべて雨戸を設備するととは常識と して 認 め られ
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てゐた。それは風雨に際 し紙障子に到する防備と

盗難に劃する 防禦施設で、蔀戸 ・押場戸主主ど の設

建せるもので、あったD それが洋風建築の惨入と共

に硝子戸・硝子障子の利用が、ガラリ戸も用ゐす・

して、 叉縁側 の 雨戸 の 不必ｾを唱導 したのは、明

か にそ の営時の先造建築家の妙案のつもり であっ

た。従って貸家建のもの友どには殆んど否全部雨

戸は慶されて、僅 K 富豪の邸宅にして、特に盗難

強防に細心主主る所のみに 、雨戸が縁先き の硝子障

子と共に併備されたにｾき Ｇ たい ｪ 伏態と主主った。

雨戸の重要性の再認識に思ひ至るとき、所謂、

新らしがりの最尖端を行くといふ建築家の罪を自

覚すべきではあるまいか、銭と硝子の霊友など の突

飛友新らしがり屋を排斥する。

大暑苦熱の擦に於ける雨戸考について思ひ起す

ととは、納涼雨戸 のととである。乙れは元より防

空問題とは無関係であるが、欄間と掃出口との外

部に銭格子を入れて盗ー雑に備へ、夜間之を開放し

置き得る様た設備と左ナととは 、一方法であるが

叉雨戸の上下各一楼却を無双式 K レて、之に代ふ

るも一方法である。叉雨戸 は他季用と し、 その外

に夏期用として、木連格子の戸をも、戸袋 を少 し

深く して、 その奥に醸 し置くとと( 雨戸 4 枚に封

し2 枚、雨戸 3 注に封し 1 校位主主ど〉も妙案であ

ると考h 付いたととである。

以上は夜間の空気は、衛生上宜しく友いたどと

いふ固阻友迷信者 K 封 しての示唆である。四季を

通じて 、夜間外気の遁営たる流通は 、冬季でさへ

其の必要あり 、叉効果的で、冬期欄間の凋放によ

って、{ 副箇 児の鼻)λ1- 垂れを全部治療せしめた経験

もあり 、その他肺結援を全治 した建築家たる盟験

者の話友ど もある のである。

(14) 住 宅 と 方 位

今ば昔、東京の或その首時の名だたる建築家が

我が大阪の或建物の設計監容のため 、 ζ の地に来

れる際、 或大新聞の記者が、その御高設を奔臆 し

て、 紙上K 掠載したる記事を見ると、住宅はすべ

て南北が明いてゐたいと風通しが良くたいと、麗

k しく 書き立て L あったので、一驚を喫したとと

を想起する D それは東京の とと を其の憧大阪に持

ぞって来 て、 無批判に蛍て依めた結果であって 、我
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が大阪では 、西が明いてゐたいと 風通 しが良 くた

い乙とは、と の土地に住める人には周知の事責で

ある。 一寸したととでも、それだ。我が園は細長

い園土で、地理的にも東京と大阪とが、惰凶形の

雨中心、の如くである。首都であるの故を以て、何

事をも東京本位に片付けて行かうとする所に、E

鵠を失するの弊に隔れるもの 、比々皆然 りである

といっても敢て温言ではあるま い、反省すべきも

のが多 k ;;t るであらう。

と主 にいふ方位は今必十 しも所謂家相方 位の方

位を云はうとするのでは主主い。 しかし矢張り東西

南北 ・艮巽坤乾の四方四隅についてである。住宅

の方向が兎角E しく東西叉は南北に向けられ勝ち

で、採光・温風上却って快活があり 勝ちである。

とれは四方にE しく向けるよりも、少しく斜にし

た方が良い。殊に大阪に於ては、 E しく四隅に向

はせる方が夏期には最も適蛍である。かく して初

めて各室とも 、日射・通風 K 最も遁営であ る。

乙れは古来我園の都が、支那風l ' Ci E南 K 向げら

れて 、E しく四方に配せられたととに 、多 く起因

すると考へられるのであるが、一個の住宅を大限

で建てるに しても 、若し敷地の閥係が許さるれば

四隅に向けて主の配置を窮したいものと思ふD と

の意味の住宅と方位との闘係は根本的に都市の道

路網が、格子型 K 計霊される場合に於ては 、四隅

的 K 行はれるととを基調とするものである。而し

てとれは在来の都市の草なる改造的部市計霊につ

いては 、行ひ難い場合が多いが、所謂新興の工業

都市の如きものが、各地 K 勃興するに首って 、

考慮せられたい矯めの一言であ る。

(16) 風 致 地 直

都市 ｋ 緑地の必要快くべからｾるととは 、あら

ゆる角度から見て 、今更ら収 k を侠つまでも無い

ととで 、 絵地の少友い 、 樹木の少たい 、Ｍ ｾ 瓦の

波の大阪の如きは 、下級都市、病的都市、かたわ

都市で、ホン トウの意1沫からいへば、まだ都市と

いふ費格を備えてゐ友いo 7]( ぶくれの阻巷であ る

従って之が改善の矯め 、多少でも緑地がかつて ゐ

る土地は 、風致地直に指定 して、之 を保存 し、又

公園の増設に資せんと するは首然の措置であ る。

而して一旦風致地直に指定 し、又は公園候補地に



指定された土地は、 首局の許可た くして、 勝手に

その費貌を来す行震を禁止せられてゐるのである

が、 曾て公園強定地に指定されたものが、年月を

躍るに従ひ 、いつり聞にか、事宜土其の資格を失

ってゐたり して、その取消の止む友き V亡至った例

も少なく左い。叉風致地 ｾｙｌ 指 定 された矯め 、 手

を入れるととを許され左いと の理由で、自 然的に

樹木の枯死を招致 して平然たる持主があるに至つ

ては、逆手の逃:壁手段とも見られるものがるる。

それは蔦・基葛の自然的繁殖が夏期 にその暴威を

逗しう して、松でも樫でも梅でも、その他あらゆ

る樹木が絡 みつかれて枯死 して行 くので、数年友

ら十して 、風致地直たる資格を失ふに至るものが

ある。とれは不作震の行震に よる風致地直指定解

除を期待せるかの如 く見える。許可たくしては一

切手を 入れてはいかんといふととも極端に友 ると

之を悪用して 、始末におへぬものも出て来るO さ

れば一旦風致地直に指定した以上、時々之 を監視

して、 その自然的友作震による荒鹿をも温止 し、

否積極的十亡 、その優秀性を増進すべく、指導する

の必要あ るべき を提唱する 。

(16) 高い所に土盛り

住友- 家の若主人公が歌よみで、何でも 、金はあ

りあまる所に主ii: k 殖えて行く 傾向のある ととを、

頓悟読破した歌を讃まされたととを思ひ起すが 、

昔から但言に、高い所に土盛り 、といふ文句があ

る。皮肉のや うだが、二足のわらじといふ言葉も

ある 。 とれ も奮瞳制の快活の一つで、 ある 80，1査に

近い高年の富豪が、各方l萄の事業 K たづ、さわって

その肩書を皆並べ立て L 見ると 、自分の年の数ほ

どあって 、年中諸方に出張しつ c けてゐ る、とい

ったといふ話のやうな極端たりもある。三面六瞥

は愚か、千手観音式である。その精力 の|庄盛た る

誠に驚嘆に領するが、見方によると 、事業に熱心

友ゃうで、貫は只とれ私制私慾を目標に 、島幸良の

やう に廻ってゐるのではあるまいか。新趨制下 と

たって も、各方面を見渡す と、役員 ・委員友とも

多数のものが皆多数の完走湧で、その護表を見 る度

にどれ もとれ も毎度閉 じゃうた 名前 ・顔振れが並

べ立てられてゐるに驚か さ鳴るを得友い。 1 人 にか

くも 多数の任務 を、しよわせねば友らぬ程世に人

材が不足してゐる のか、又一方に優秀友ものは 、

すべて 多方面に優秀なせいであらう か。現在多少

名の聞とえた人が、その肩書を全部羅列 して見 ら

れたら、御自分でも 一驚を喫せられるであらう。

迂生は真にマジメに事に首ら しめ、それを専念調

査研究せしめんとせば、 1 人 1業と までは行かな

くても 、せめて 2. 3 業位で止 めたいと 切望する。

殊に舎枇重役の如きは 、祉長 ・等主主 ・常務1i.e. は

1 人 1 祉を限 り、他に平取締の 1. 2 を許可する程

度に制隈を設けるととが、今日 の新腫制下の念務

であると信子る。と. l . l ' C 異の滅私奉公・職域奉公

が出て来るのである。多数の重役粂務君主ど 、私利

私慾追及の現はれた遁 きないp 皇園幸に野賢多し

指名 ・ 人選 ｾ慎重な るべし、叉自己 への 指名を他

の適任者の推患に譲るに脊ならざらんとととそ 、

とれも滅私奉 公の一面であら う。 名春を感謝する

ので怠ければ、名器慾も私慾のーっと君主 る。

( 17)  貨の日本主義

低物度政策' l ' C基い て、此の戟時下に於て も、園

民生活を脅すととの少ないのは' 誠に結構友と と

である。 0 定 ・O協定Eどによって、 債格 く数〉が

定められたが、それは最高慎格を定めたので、そ

の以下に於て出来る丈け安慣に賀買せらるべき が

本旨であるのに 、鞘もすれば、すてべ此む最ー高債

格のみに撮らうとする傾向が踊満 してゐるのは 、

滅私奉公の誠が足 りたいので、私利私慾に走 りた

がる弊が甚だしいのを遺憾とする D 殊に慣J絡は制

限を守られてゐるゃうでも 、そ の賞、内容 ( 質〕

が非常に低下してゐるものが働く左 い。内容の規

定し難いものについて も、 嘗業者は勉めて其の質

の低下を坦. l l : : し、 叉工夫 して寧ろ向上を計るべ き

である。数のみに して質を顧みざるものは、 艮jJち

共産主義の行 き方であって 、我が園是の認容 し得

ざるもの 否、その主義の絶滅を期 して奮闘 しつ与

あるに、思を致さ友ければたらぬ。

叉各極業者の整理統合 K 賞。ても、 各その鹿を

得せしめて 、自他共 lて踊栄を期せ主主 ければなら ぬ

筈であるのに 、自己のみの繁栄を目途と して、群

小劣者又は弱者を死地に陥れて後、 併呑せんとす

る弱肉強食の皐に 出づるも のあ るを王手K するが、

とれは整理統合 K 便乗 して、 奮瞳制 下の資本主義
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の蹟庖跳梁の毒牙凶刃 を振ふもので、英 ・米を そ

ムのかし、 叉蒋介石室 ・インドを もき|きづり込み

つつあ る。図家を持たぎるユダヤ主義の鋭鋒であ

ると とに目覚 め友ければ左らぬ。

民の 日本主義は 、共産 ・ユダヤと倶に天を戴か

さるもので、主主と同時 に質を考慮 し、 自他共存共

策、 各人を して其の庭を得せ しめ、智勇粂備、思

威並で行はる L 所 K 存す3る。之を貫くもの只 r ま

とと」誠に錦ーす る もので、質 K 八紘一宇の御精

神に基 くものでdうるととを、 三思すべきである。

(18) 新 聞 の 配 達

新聞の販賀が統制されて 、他新聞の押し資りや

無駄左手数 ・努力が省かれたととは 、至極結構君主

ととでるる。 しかし平素例へば「大毎J を受議 し

てゐる所へ、配達の若人は「朝日」を投入し、朝

刊は 町大毎」で、夕刊は「朝日」が来るとと主主ど

が島々ある。一つは馴れぬせいかも知れぬが、乙

れ も 「誠」の足らぬととから来るものも有るやう

である。家人を して時k 之が取替に行かしむると

販資所員の臼くに「朝 日」でも「毎日」でも同じ

ととです よと、す ましてうそぶいてゐるとのとと

である。之も確にー薗の民を談つてゐるが 、讃者

側からいふと 、観き物友どは断片的にたっては困

るのである。結局は新聞紙主主ども整理統合されつ

Ｑｾ うるが 、 異色のあるもの 、 特 色のあるも の 、専

門的友 ものたどは別と して、最も近似性の強いも

のほど、しかも多量 に蛮行せられつ L あるものが

整理統合せられるととが、紙折、節約からいふと 、

最も効果的ではあるまいかの

近時頁数の少友 くなって 、定似はさがらぬのは

一極の内容の低下ではあるまいかと 艇はれるのそ

れ に しても、 迂生の如き閑人には、萌む内容の減

少は 、徒に椅讃す，る時間の浪費が助かって 、.誠に

結構である。決して頁数の増加 を望むも のではた

く、 箪に定債の低下を切望する丈けである。

侮手k 普通、朝刊の四頁、夕刊の二頁は迂生等

K 取っては逝むやうな筑がする。朝は讃む内容を

少 くし、 最重要事件の報導のみに止めて 、出動の

時刻 、執務、勤務の時聞を妨げぎるやうにし、寧

ろ夕刊はi徐裕に満た して、脱餐後の慰安K 供した

い心地がれる。朝刊の讃み残りをそのl免にも讃め
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ば良いではないかと の抗議が出 るかも知れねが、

それは左う も其の筑にたれたいのは、 迂生ばかり

だらうか。又一面新聞紙の製作の上から見て も、

朝二タ四の方が枇員の活動上自然的ではあるま い

か。元もと れは全 くの素人の誤った観察か も知れ

えに い。

( 9) 郵 便 の 配 蓮

郵便の配達を受ける度に、郵便屋さん誠に御苦

努さんで御座ります、 と感謝の念が起る。家にゐ

て日 k 配濯を受けるものは、前記の新聞の配達の

外は 、今は郵便物? をけ位のものであるからである

牛乳は飲またいから関係はたい し、 う1とと茨は毎日

の ζ とでは友しと数へて見る。 郵便物 も局へ取り

に来いと言はれては、有るか無いかの宛が友いの

で闘ったととに友るが、先づその心配は杷憂であ

らう。所謂院を得て萄を望むものかも知れぬが、

朝の配達を現在よりもっと早くして頂きたい。第

一配達が 8 時一寸す ぎる、 9 時出勤として も、 1  

時間位早 く出掛けると、その間に合はない し、 8  

時出勤だと f荷量Zら7 時 K 出掛けるむに間に合はた

い。出掛けたが最後普遁男子の師宅は夕刻で、 8  

時t品ぎに配達を受けたのでは、毎 日1 日の遁差を

生じて、能率増進の必要な咋今には 、全園的に見

て、その損失は多大友も のであ らう。されば願は

くば 7 時までに朝の配達を了 して貰ひたい。

とれは郵便屋さんの御苦努をー居増すととにな

るのであるが、それに封しては相蛍な優遇を して

上 げて頂きたい。先般垂[1税も思ひ切って上げられ

たととであるから、その幾分を害IJ V、て、その資 陀

交てられるととは出来友い相談ではあるまいと恩

ふ。

(却 ) フ.ンフ。ン撃減量百案

夏の夜郊外近くに住むと 、色 k の虫が電燈に迷

って集 り来るが、その中で蚊と共犯 しゃ くにさわ

るのはフe ンプン( 虫〉でdうる。窓外より我が居抜

目掛けて 、ウナリを立てて勢よく飛行 し来り 、空

襲し来る。而 して電燈を爆撃するが如 くであ るが

机の上、昼の上、屑の上、所きらは子 、不時着す

る。之を蝿叩 ・固扇などで打って見るが 、装甲 し

てゐて 、仲々頑強で・ある。 しゃ くにさわっ て、ヤ



ツ トつかまへて出窓の橡板に叩きつけて見て も、

叉襲撃 して来る。但 し同じもりか、叉異ったもむ

か知れぬが、数度の来襲 K 愈々 むかっ腹が立って

来るo とれが連夜つ r くのであるから遣り切れ友

v、B

プンプ、ン虫撃誠の新妙案が、ヤツ ト強見さ れた

! j ! 1I ち試に口 の大きい硝子昼瓶を持ち来って、そ の

不時着機を捕えて、その内 K 入れて見た。さすが

に中でもがいてゐるが、硝| 子・壁は彼等が昇り得た

い。その習性として底の方へ もぐする P込まんとし

て、 或は他のものム背に乗 り、下をくぐりて 、 ド

ワドワ廻りをしてゐる むを硝子越 しに見てゐると

膳鼠の如き活! l VJ I ' C似て、勢誠 V亡すさまじきものが

ある D 破獄の努力であらう。生死境の焦燥でるら

う。初めは面白く眺めてゐ たが 、単調無味、しま

いには眠気を催して来て、 確に催眠的であ る。一

夜 ｋ して不時着の捕捉 ＱＲ 非機、ｾは Ｙ 非機、少き

は僅1' C 2 非機、ヨたの一夜は- l i 戸 、虫も避易したか

たまに1 . 2 非機の襲来 K 了った。

(21) 左横 書 芝左縦書

街頭の看板民地下鍛の跨告に 、電車内に、新

聞雑誌の賢台欄に 、積書のものが左からも右から

と、雑然と して隣組を篤 してゐる のが現状であ る

とれは閣内の思想の統ーを眠いだ過去の残影であ

る。工業の如き特趨専門雑誌の左舷書を便利とし

て、建築界 K 於ても、之が賀行 K 移したのは、迂

生が20数年前個人雑誌として創刊した 「都人」を

以て哨矢 とする D ついで「建築と枇合J r日本建

築士J r建築雑誌J rセメ ン ト界 J r日本建材」

たど左横書に統一された。年日建築界の新極制売に

どで論議され、叉都市建築の防火左ども 、既i ' C20

誕生年前大K 主唱 した所で、今日に至って漸く賀行

に移されんとする機運に到達した。思へば迂生は

ＲＰｾ 設年早く生れ温き Ｇ た感がるる。

近ぐ 漸 く政府首局も 「横書は左から」と強制で

は主主いが指示された。遅くとも誠 に結構訟 ととで

ある D それで・思ひ出すのは 、先年今の技術涜綿裁

井上匡四郎閣下が、曾て錨道大臣であったとき 、

躍の標示板に欝名を左横書に改めたので、大に我

が意を得たりと喜んだのも束の間、其の次の某銭

道大臣は 、園風に反するものとして 、之を叉元の

如 く復奮せ しめた。そ れ を聞いて、貨に怪 しか ら

んと、ひそか K 憤慨したもんだが、聞も無く其の

大臣ば或疑獄事件で失墜して 、胸のすく思ひ した

叉或年失業救済事業に付いては、土木事業のみ に

限られたとき 、某司法大臣は建築事業をも之に加

へたらと提案されたが、時の大蔵大臣井上某氏は

之を認容し主主かったとの新聞記事を讃んで、貨に

怪しからんと叉も大憤慨した。聞もたく此の大蔵

大臣凶暴漢の狂忍に倒された、たど聯想が浮かん

で来る。

「大毎」の論説欄『亡、左積書につれて、縦書も

左からに更むべき新提案があった。迂生の寡聞念

るとれは初耳の設だが 、一寸考へさせられた。と

の稿 の下蓄を走 b書きしつ L るったとき 、手に汗

がにじんで、見ると手首K 近い所が、赤マンダラ

に色付けられてゐる。はてざて何ん‘でとん友に赤

じみたのかと不思議に思ったが、その原因が不明

である。書きるぐんでポ] ' I ' C 遡れ一、二伎を反読

して見ゃうとめくって眺めると 、文字が少 くぼや

けてゐる 。 ととで初めて判った。との下蓄はペン

のとりがよいのでぜ赤インキを用ひて 、 しかも縦

書に しつ ι あった。国工り右からで、その上陀汗

の手を乗せて書き進んだ矯め ‘ 腕の先きに赤マン

ダラの汚染を招来したのである。縦書も左からの

是認を即時慢験 した次第である D

生前自分の葬式を行った南天棒は奇行に富んで、

ゐたが、積額の文句さへ左から書いたそうで、字

の間隔を計るにも便利であったらうが、感校で ノ

ー ト実取るに左横書の便利た習慣のあったせい と

欧文の例えにので蹴蓄は左からを、 その首時総蕗主主

く大に主張 し賀行した。がさて 「縦書の左から」

は一寸馴れねので奇異に感じ、漢文渡来以降古来

む例に反するので、即時宜行とまで唱導する の勇

気に乏しいが、義を見て矯さざるは勇友き友 りと

聖賢は敬へてゐる。差は急: げだ、即時賀行が新睦

制の新髄制たる所以ではたからうか。

(22)  南洋統治さ建築家

新征占頭地南洋方面の原佐民を統治 し信服せ し

め、皇潔に浴せしむべき大 日本文化建設の要諦は

何と いっても先づ食衣住に満着するが 、その内食

と衣とは今念に箆更するの必要 も無からう。 しか
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し住に至つては大に指導し改善せしむるの必要切

賓たるも のがるると 信十る 。

叉英 ・米・ 蘭の建築その ま .I. CD姿を 、永 〈存続

し置くとと は高事を 日本化する上陀於て、砂たか

らざる支障を来す残i宰とた るでるら う。若 き建 築

家の南方進出は、と の意味K 於ても 、早 〈日 本都

市D 創建む上 に於て も. 最 も緊要た るも のと言は

ぎる を得た い。

聞 くたら く、 戦場第一線皇軍勇士の敵前上陸に

次ぐ ものは 、，e. pち建設事業で、殆んど敵前上陸の

昼を も摩す る程であ ると。建築はあらゆる事業の

先端を行 くべ く運命つ' けられ てゐる。

内地は すべて老人 に委 して もよい。若き建築家

よ、 傘って南洋に行け 、新建築は ζ の新天地に創

造せ らるべ きであらう。天の御佳を建て八毒事殿を

作るは皇御祖神伊邪那岐命の示唆 し給ふ てゐる 所

である。

( お) 尉 練 子

尉穂子日。

木器液。金器陸。聖人飲於生。食於土。故挺

埴以露器。天下無安。今也金木之性不幸塁。而

衣描飾。馬牛之性。食草飲水。而給京粟。是

治失其本。而宜設之制也。

尉糠子は 、六朝 ・孫子 ・央子 ・司馬法 ・予定石公

三賂・ 李街公開封と共に 、兵皐七蓄と言はれるも

むで、 特に尉様は約2100年前む人である が ‘ 他の

19頁より績< ( 構造上から見た最近の工場建築

の文化の程度を象徴ナ る事とな り、蕊に建築技術

家 は奮来の工場建築の観念を再検討 し、一段の研

究 を必要とするであらう。

筆者は必歩、 しも、本邦に於ては 、米園 D etroit

市に大怠る組識を持つ工場建築家 A lbert Ka hn 

氏が1939年出版輩表 した、彼の作品集の如き工場

建築を望む者ではな いが、伎の組織が持つるらゆ

VII .  3 2  

. I l たる武人在るに比して、武人たる のみたらす・立

減 免主政治家で もあった。 ζ の章は其の嘗時c 風習

の蓉修賞漂た るとと を戒めた もので、土 に蹄れと

いふ に蹄着する心地がする。

敏

盲ら誠法に 、思、ひ付くま L 、書 き完工ぐ って見た

さて叉編輯部の照合欣を繰返 し、 精讃 して見ると

「軽快主主る讃物現」 とあ り、 向「時局 ・建築或 は

美術 ・工事K 闘し云々 」 とある。迂生に取っては

確に「軽快友 る書 き物」 ではあったが、 果 して需

めら れる 「讃物」 かどうかと む疑問 が起った。 し

まった と思ったが、今更ら這付かない。編輯 子に

於て適首に一部 「抜 J ( パツ 〉 を行って貰 うよ P

仕方が無い。叉「抜 」で済 ます志に全部 「淡 j にな

って も、 敢て異議は友い。思ひ付いたとと を、好

機 を得て久 し振 りK 書き列ねき して貰った乙と を

深 く感謝合掌する のみでdうる。ビ ールむ泡 と消 え

去っても 些D 遺憾 も無い。一言居士 と稽せらるる

遜弊 として 「讃物」 でた く、 議論が ましくなった

が、 只の気付き をと随想と希望と軽 き批判に遜 ぎ

友い。御蔭で、天神祭の休 日と翌 日の 目l礎日をー

涼風K 漏て る聖 天山下の書斉に引龍って揮益事 し‘

錯夏の好昌件、た b得た。誰やらの句に

談論風建ピ - ) レむ泡を飛ば しけ b

昭和一七 ・七・二六

青 柳 貞 世 〉

る工場に封ず る系統立った智識と，建築に封ナる豊

富士にる設計資料と を大ひに泉ぶべきを提唱するも

のである。其ｾには必歩日本に於げる工場違楽の

再認識が喚起されるであら うから。( 完〉

昭和 17年 5 月30日

( 筆 者は竹 中 工毒事庖設計部勤務J



劇 場 徐 録

芝 居 の 起 源

近 世 劇 場 の 規 模

舞 葺 機 構 の 創 案

並 木 正 一

設をえに して「我園建築の精華は上代にあ り、近

世に下る l亡従って 、建築は萎縮 し墜落 し来っ てゐ

る」と唱ふる建築史家が往々にして在るやうだ、

が僕は必す・しも i析の様友見解には同意し友い。

成程、建築を翠f ' Cn社寺建築のみに限ってみれば

或ひは上のやうなととも設へ得られるむかも倒れ

主主いが 、祉舎の要求す る建築課題の中心は時代の

蜜溢と共 Ic j J f } j き診るものである o 1神，jj:t 、悌閣が建

築課題の主流であったのは少くも室町時代まで Y

あり 、江戸時代に至つては l' i ? <早乙れらはー傍流課

題に過きする 、主流は飢ーに城宮ii 、1I庁家、劇場、遊星

建築等 K 移って しまってゐたのである。故に近世

については 、その劇場 、遊星までも詳 しく 調査観

察 して後はじめて適正友建築的 J比判が可能とたる

のであって 、JiLIi: る枇寺建築c 限界内のみを以て

近世の建築的買値を決定するとせば、それは大い

友るｾ謬を犯してゐるものと謂はれ怠ければたら

ぬ。

以上の腕貼 K 於て ‘ 僕は粂々近1立の劇場建築史

比大友る意義と興 1床とを感じてゐるのである。 乙

の度協舎より稿を乞はる L ま L 平素の貯への中か

ら二三の項を採り出すとと L しよう 。

芝 居 の 起 源

我閣の演劇lは1600年代の初期( 陸長年間〕京都

ic 於て出雲お園が初; 舞 :支踊り を創始 したのにはじ

まると一般に謂はれる 。

営時の小屋は未だ劇場建築と 稽され得る程の現

伎の も のでた く、 た ｙ 舞 ｾＳ 室 ｪ 部の みが能 舞菱を 襲用

J I ¥ 泉 嘉 四 郎

第 一 圃 1764年( 明干口元年〕市村座の闘

江戸後期の ｉ ｾｉ ｊ 場建築 の内、外部を示す典 型的 な闘で 、

微風 、大 毘 柱、附舞益 、 写 ｩ 幕、 花道 、 ま長 核、切 落 、 綴ｾ

ｾ 、 ろ づ ら下 電 磁、 惚 、 看 ［ 板 、 鼠 木戸 等々 の模様を明 肢 に

貌 ひ tfl るこ とが出稼る。

原因は安悶善次郎氏の珍磁のものであったが、大lE大

渓災の銭に焼失 したと 吉田 はれてゐる 。

3 3  V I1 I  



. 二 回 京 師 芝 居 の 聞

間中に正保度安の古置 と書 室込ま れて ゐる。貝IJ ち1640

年代 の芝居風最である。

した方形の板敷で、四隅 に桂を建て屋根を架 した

だけ で、観客席部K は何θ 設備も友 く、小屋の周

りは堀立丸太 K 蓮張りで以て 固ひを した と云った

具合の簡単たものに遁すえどかった。( 第二園参照)

従って 、との頃の観客は前方は涯を敷いて地上

'l'C坐 し、 後方は立ったま L で 、 日光の直射を避け

るた めに日傘をさ した り、扇をかぎしたりして観

劇 したも のであ る。

との芝の上ｬＧｃｾ｜ＺＧＢ て観 劇 し た乙とが今日まで我

園 K 於て演劇の ζ とを「芝居」 とl呼ぶ乙との因を

なしてゐる のであ るが、 更に 仁芝居」の語源につ

いては

上代の:tj-.p'Cや有 けん南都南国堂の前に大友る穴

出来て其裡より煙移 しく起 り天が下に覆ひ其気

に官［ る者 疫病に侵 されける 南者ｾ｜の芝の上に て 翁

二番を舞せてその邪気を梯ひ退け しより芝居と

いふ名は始りた り放 に 今 に至 るま で南都薪の能

l為1 勺4
Ｔ 品ｾ，ｾＮＮ .，. ，， 17f.'! i :n，!  

: 滋 帥 弐 白 煙r ヘi亭， 〓、ー ｉ ｾ Ｎ 櫨 帆
~ ー"，ふ叫 滋 j Ｍｾ ＮＮ ｴＮＮＮＮ ＮＮ＠ 1.1¥f'-' 

第 三 園 i立 頓 場

Vl lI 3 4  

ム

ノ、

は故質 K まかせて芝の上K て行ふ名古屋山左 衛

門事旨園歌舞伎も初は北野の芝原にて興行しける

依 てますます芝居と唱へ来るもの充足り 。

と、1806年( 文化三年〉殻刊の式亭三馬著「戯助

訓蒙園業」傘之二K 記 されてある。

奈良市猿 深池のほとりから噴煙し、その邪煙を

舞 踊に よって拶 ｾひ除けたと 云 ふととは現 代 ρ 科翠Ｚ

常識からは直ちに首寧 し難い一大奇蹟だが 、何 し

ろ上代の ζ とだと云ふのだからどんたととが起っ

たかも知れ十( 他警によ れば人皇五十一代子抜天

皇大同三戊子年と記銭されてあ るから 、1942年の

今 日か ら 逝 算 し て 1134年もの昔ーといふととに左

る〉そとまで詮 索 し友 くとも「芝居」と云ふ語の

濫脱と して面白 い と思ふので、此庭に鶴載御紹介

申し上げる次第である。

近世劇場の規模

前述のやうた原始的た芝居小屋も 1720年 代 ( 主主

保年間) の頃か ら舞華、観客席 、表 方一躍に屋根

が架せられるやろ K 左り 、劇場建築としての本格

的た型が定りかけて来た'0 ( 第一固参照)

ζ れら江戸中期以後の近世歌舞伎劇場は如何程

の規模のものであったらうか 、何しろ建築準的 K

E 確左記録の砂いと と友ので詳細に知 る乙 とは短

時 日を以て しては困難であるが 、現在までに判っ

てゐる数字を穆げて みる と

J 沿っ' 江戸については

ツ 矢

1797年( 寛政九年〕調

中村康 問口 13間2尺

市村座 同 13問l 尺

奥行 20問

|古J 20rd1  

… 何 ＿、 ち ｾｨ 計

竺で二… 森義弘25‘

メh

;.g 首剥 見 脳



森田鹿 同 11間8尺 同 20胡

1809年( 文化六年) 調

中 村 座 間 口 12調3尺

市村座 向 12溜

奥行 21閣3尺

同 22調

1797年と 1808年とで数字が異つてゐる( 間 口が狭

ま れ 奥 行 が 深 〈友ってゐる〉 のは焼失か何かの

震に改築された ものであらう。

1842年 ( 天保十三年〉に江戸の劇場は漣草猿若

lUyへ移輔させられた。その規模 をみると

中村座 間口 11間 奥行 21間8尺

市村座 同 11間 同 21問S尺

守 田 座 間 14苅 同 18調

との守田座が維新後1872年( 明治五年〉新富岡Iへ

移って

新富座 間口 15調 奥行 30間

とえにれとれが例と友って以後劇場の面積は一般

に大きく左った。

大阪の劇場については未だ昔の数字を詳らか K

したいが、1700年代の末頃 ( 寛政期) に描かれた

道頓期六ツ矢倉細見回 、( 第三岡) を見ると 、現在

の道頓堀五座む模様と殆んど異るととろが友 い。

則ち道頓堀筋を戎橋から東へ筑後芝居 、中の芝居

角D 芝居、 角丸芝居 、若太夫芝居 、竹田芝居と 並

んで居り 、筑後芝居と 云ふの は現在の浪花座であ

り、中の芝居は中座、角の芝居は角座、角丸芝居

は朝日座、若太夫芝居は消滅 、竹田芝居は排天座

の夫々前身であ る。

とれ らの中 、?良花座、中座、角座は僅かで、はあ

るが、近年にたって幾分肱張されてゐるものと思

量さ れるが 、角丸芝居、竹田芝居はそのま L の大

きさで朝 日座、排天座に至ってゐるのではなから

うか。

京都の劇場には次のやろ友数字が遣ってゐる 、

1689年( 元職二年〉調

四僚南側芝居

大和屋 間 口 12間8尺 奥行 29間8尺

越後屋 岡 山間4尺 同 23閣

伊 勢 屋 同 7間 同 12間4尺

四保北側芝居

井筒屋 閉 口 14間

多喜屋 同 16間1尺

大和大路常盤町

奥行 30間2尺

同 30間2尺

:京太夫 間 口 8間S尺 奥行 22間S尺

三木屋 同 12潤5尺 同 33間

uft石に歌舞伎創生の本元で、あっただけた 、京都の

劇場は一般に規模が最 も大きかったゃうであ る。

( とれらの中 、間 口10間以下のも のは所謂小芝居

であり 、二流劇場であった〉

1B19年〈文政二年) 調

四僚南側芝居 間口 13潤 奥行 31間8尺ー

と .l .1' Cー劇場だけの数字が傘つてゐる のは、首時

改築出来上ったー南側芝居の百瓦十分ノーの建築

岡簡を伊原青々闘氏が入手せられ護表された もの

で b る。

今試みにとれら の数字を基礎と して各k の劇場

の建築間債の概1肢を算出 してみれば、ヲくのやうた

坪数を得る。

1797年

中村座 266坪

市村座 ＲｾＳ 坪

森 田座 230均三

1808年

中村座 268J;f 

市村座 264坪

1842年

中村座 236:14 

市村座 236坪

守閏座 252j 司i

1872年

新富座 450主f

1689年

四依南側芝居( 大和屋) 368:171' 

同 ( 越後屋) 290時

間 ( 伊勢屋) - 88坪

四僚北側芝居( 井筒屋) 424坪

同 ( 多喜屋) 490路

大和大路常盤町( 嘉太夫) 191坪

同 ( 三木屋) 412坪

1819年

四僚南側芝居 409坪

以上概観すれば、近世劇場の規模は江戸に於て '

はその建築面積概ね 250 坪内外 、京都に於 ては一

般にそれよ りも 鞘現模大であ ったが 、線 じて 500

: J 4i -を越え るものはなかっか。

3 5  v 山



ヨたに 、 ζ れ を現代の代表劇場

劇 場 名 建築商積

園 際 劇 場 ( 東 京 ) ＱＴ ｾ Ｙ ［ 年 ＴＷ

大 医 歌 舞 伎 座 〈大阪) 1073坪 68

歌 舞 伎 座 ( 東 京 ) 1062坪 35

東 京 費 探 劇 場 ( 東京) 1022];<1; 65 

日 比 谷 公 舎 堂 ( 東京) 1002坪 18

日 本 劇 場 ( 東京) 855坪94

大 阪 削 場 ( 大 阪 ) 836坪 54

東 京 劇 場 ( 東 京 ) 752坪 81

と比較考察すれば 、近世劇場の規模は現代の一流

大劇場の四分ノー乃至三分ノー程度のものであっ

たと推定されるのである。

舞華機構の創案 i

大阪道頓堀芝居の偉大友る功績を讃へて是非共

特筆してをか友ければなら友い むは種々の舞葺機

構の創始と云ふととである。買に道頓1 J i i 1 は日本主IJ

場機構の殆んど全てのもの L 生誕の地であり 、ま

たこれを世界的に見ても 、舞華工率の一大先師の

地であったのである。

先す..， 1753年( 賢暦三年〉上方劇喧のー巨人並木

E 三が大西の芝居〔現浪花座の前身〕に於て手十

道具を宕IJ 案した。

乙の泊上j ! j ] ち昇降による舞墓碑換 と云ムアイデ

アの護展として 、日57年 ( 賀暦七年〉に手十手了

第 四 回 す っ ， ぽ ん の 倒

花道に設けられた迫上をすっぽんと俗に呼ばれる。こ

の聞は勝川春笑の畿になったものである の

VI I I  3 6  

( 若竹笛劇祭、於豊竹座) 1759年( 費暦九年) に

斜K 迫上 ( 竹田治蔵案、於大西芝居〉同年1' 1: 花道

上の迫上俗に謂ふととろのすっぽ今等々が蹴いて

工夫さ れてゐ る。

次に重要注のは、 廻轄に よる舞牽鞠換と云ふア

イデア則ち廻り道具が1758年( 費暦八年〉同じく

並木E 三によって角の芝居に於て創始されて ゐる

ζε である。

( IE三創始首時の廻 り道具は現在の廻り舞菱の

前身を 在すも ので、その構造 も少しく具り 普遁の

舞蔓の上に図形の平板を置いもので、と の置舞豪

のみ を廻一時させたものである。〉

乙の魁り道具の創言葉は我盟の舞菱袋置の上に一

大エボツクを剖す るもののみでえにく 、 ζ れをヨー

ロツパの演劇界と比較 してみ て も1896年ミュンヘ

ンのレチデンツテ アト ルに於てカ ール ・ラウテン

シユレ ーゲルが始めて廻樽舜藍を使用 したのに先

樋ずること質に 138 年の以前である D

大阪に於ける廻り道具の創案は 、其後江戸の芝

居にも影響を奥へ、1762年( 繁暦十二年〕市村座

陀於て始めて模倣さ れ スゐるo 角の芝居に建築さ

れて東海道: I i . 十三次を経て市村座に俸はるまで四

ヶ年間費さ れてゐ る勘定にたるが、首時の文化体

播の速度の一端が窺はれて面白い。

担轄による舞牽時換のアイデアの設展と しては

跡事の軸を水平に置いたずγ f? 手 ヤ ( 第五盟多

用、〉が1761年( 費暦十一年〉中 の芝居に於て竹間

治蔵によって考案され、 更に 1789年( 寛政元年〉

豊竹此太夫芝居に於て甲警手ケが工夫さ れてゐ る

倫ほ昇降、廻樽のほか、今一つの方式水平穆劫

による舞葺特 換のアイデア として1766年( 明和三

年〉竹本座に於て11宅暗号が竹田近江によって創

案されてゐる O

以上のやうに 、舞蔓縛換機構の三系統、昇降、

狸輔、7]( 王子移動の・悉く の原案 とたるべきものが道

頓湖に殻生 してゐ ると 云ふ事宜は、特に銘記され

て4なかれてよい乙とだらう 。

並 木 正 三

大阪の生んだ劇界の三E 星 として 、僕は、近松

門左衛門 、竹本義太夫と 、それから前項に現はれ
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第 五 園 ガ ン ド ウ 返 しの 幽

舞m事事換の方式に つい ては、闘を綴ら れ込ぽ了解さ れ

るであらう 。

た並木E 三の三人を推 し度いと思、ふ。

との中門左衛門 と義太夫 とは既: I Z: 後 りにも著名

であるが 、E 三につい ては知る 人も 多 くたいとと

と思ふので此庭陀簡単に紹介するととムしよう 。

漢撃者流た云ふ と、並 木E 三 ( 1730- 1773) 遁

構は和泉屋正三、幼名 を久太郎 と云ふ。 浪華の人

宗右衛門町陀住す。幼歳 より諸蓄に眼をさら し、

才智世の人に越え詩歌連俳に精 し。 と云ふから所

謂神霊鬼才型であったに相違たい。

災はE 兵衛と 云ふ人で、はじめ雲州の仕官であ

ったが 、故有って官を僻 して大阪に上 れ 芝居茶

居の主人であったとも 云ひ、又一設に菓子商であ

ったとも 云ひ、努屋だったとも 、酒屋だったとも

J てはれ るので、何れが本常だったのか未? で僕にも

*IJ ら友 い。

兎も角 、IE三は幼よかより芝居を好み、はじめ並

木宗輔 ( 並木姓の元祖であり 、一名を千柳と も云

ふ〉 の門 l乞 入 札 揮 瑠 璃、政; 舞伎の脚本の宕IJ 作 を

筋 した。僕はと の項で並木E 三 を偉大友る舞藍建

築家と して賞讃 したく思ってゐるのだが、劇作家

としての彼のー商も亦天才的であり 、人形浮瑠璃

に奪はれてゐた上方歌舞伎の繁盛を再び取返した

のは全 く彼E 三の力であった と云っても温言では

たい。一代 を通じ て八十絵j請の新作を殻表 してゐ

るが、それらの中で「傾峻天羽衣 J 1 " 三十石組始」

「宿無固d 時雨傘J i 日本第一和布利神事J 等が

設 も傑作で・あると謂はれてゐる 。

E 三の生来の機智は舞華建築の函に於て縦横に

使踊され、就中迫上、廻り道具の創案とたって 、

大いなる成果 を差是げたととは師陀前項で述べた。

との廻り舞塞が世界の演塚IJ史上最初 K 試みら れ

たのは 1758年十二月( i E 三廿九歳の時〉角の芝居

む「三十右時始」 が上演さ れた際で、その大詰の

激しい立廻り:i'C1K車場と 屋敷内を幾度か交互に廻

時させ 、阪1 ] 的効果甚だ大であったと謂 は れ て ゐ

るD

今一つ劇場建築上並木E 三の大 きた功績は、首

時まで・能舞裏襲用の遺物として舞基部と観客席部

との中聞に存在 してゐた所謂大臣佐( 第一岡参照

〕を Jli り排ったととである o Ｈ Ｑ ＷＶ Ｑ 年 〉乙ｾ ｉｚＺ 劇

場は彼によって歌舞伎舞設 として樹特の川式へと

民間する の因を拓かれたので、あった。

後年吉左衛門Il IT Ｈ現 在 の道 ぼＡ 堀掴［ｪｩ ｾｬ Ｑｕ ￭ IZ:常 る〉

の居宅 l乞老父の隠居座敷 を設け二階 Ic 屋上庭園を

造り 、井戸 の釣瓶を酌み上け・ると酒肴 や道具ーが運

び上げ られる装置で老父 を砲、結し 、またとれを料

寝屋にも臆用したと謂はれるが、まととに革新的

劇場機構家正三の面 白の よく現はれた逸話7芝、と思

3 7  VI I I  



第 六 回 廻り舞来三方飾付演出 事 ｾ ｊ

現在廻り舞奈は多くの劇場に普及され、多 くの演出 に

頻用きれてゐるが、演lllJ のE 三の功績 に負ふ ところは貨

に大きいの

ふ。

1773年( 安永二年〉二月十六日胸の病無で大喝 』

ー聾「南無三賀」と叫んで息が絶えたと謂はれて

ゐる。

「日烏11乎おしいかた安永二年の春四十四歳を一期

として身まかりぬ時K 銀主は元より役者衆中嚇

f麦

子方表方讃茶屋排首ひきまでも

袖を友みだにひたじ今のと L ろ

友き人までも 法菩寺にきたりて

南無三宝更正三が墓 とたづねぎる

人もなかりき J

と 「繁屋園舎」の著者松好粛宇兵

衛も 最・大級の哀惜の意を漏ら して

ゐる 。

早宣Iであったと 云ひながら 、劇

作家として舞憂建築家と して並木

E 三の演劇史上に占める地位は漢

に大友 るものである 。

言E

本稿 V亡於ける事. 象の歴史的位置の表示法はすべ

て西暦紀元年数を以て し、固有年競はた Y 副次的

陀記載 してを くに止めた。とれは突撃に於て肝要

友る時間の観念 をE 確に把握せしめるためと、園

際的事件と閥聯して考察するに便主主らしめるため

とのやう友方法が最も安営である Jと信今るからで

ある。 ( 1942.7. 25)

( 筆者は大阪市技師、建築部防火改修線動Yi )

盟頁より績< ( 新興木構造の理論と賓際 字賀神行一〉

が. それには多大。準備を要するので、 トラスと

トラスの間隔 、即も桁行→医聞で、差支友い。荷重

として計算せらる L 綿重量は衣の諸黙を考慮して

適首に決定すべきでるる

① 小屋骨 K 附力[ 1 せらる可き目重 としては母

屋、陸、野地板及葺込u 屋根材及天井等設計 tて

感じた重量を加算せねばたらゑい。

② 外力としては風歴及震度、 零荷重等建築

地のi伏況に従ひ加算する 。

荷重試験は架格形態の種類に依って置に複雑友

る可きでるるが、到底図形アーチに封する風腔の

水平分力等、現賢的1 ' . d 霊験は主主され方: いので、 2垂

直等分ギri 又は等鍵分荷重試験を以て満足せねばた

Vl l i  S・

らえ主いであらう。

ヨたにiJl lJ 定は時間的に急: うても不可能なことで、

相営長時間連鎖的に観察する必要がある。接合部

の鐙位は荷重の加はるに仲ひ、往 k l"r. 進行する場

合 もあるが、割裂して急: 激主主影要綱を格鈷に及! ; r ・さ

たいとも限らたい。荷重は屋根面の片側のみに負

止まぜて、小屋組の境形修行を・1Jl IJ 定 し、併せて荷重

を除去した後、原形へ如何たる j伏態に復蹄するか

も測定せねばたら友い。

此の目的の鴛には要所I " r . ! 象め地盤商より建物と

は絶縁 した定規を立てる か、 トランシウトを用ひ

て連続的に相常期間精新た測定が必要とされて居

るの ( 未完〉

( 筆者は日本ライト建築株式曾枇技 師〉



ざ い ふ り

山 口 正

昭和17年 6 月18 日は 、n分にとって 、記念すべ

き喜びの 11 てあった。 多数の建築家の集ゐの席で

自分がかねがね やってゐる民家の研究 I' C闘する 殻

表の機舎を興へられたのであ る。ふだん、たんの

かんのと 、JI I ¥窟を友らべてはゐるもの〉 、さて 、

まとまって何か話をしてみろといはれると 、相 手

が相 手だけに 容易友業ではたい。今更たがら 、

研究袋の貧 しさに気がひけて 、出足がにぶったけ

れども 、との機を逸してはと、卒熟のもう想の よ

う友 もの を持って出かけた。幹事の方々のゆきと

どいた丁重注扱ひと 、 Ｑ 人 の ｾ Ｎ Ｚ ｉｉ 友 の やさ しい傍 は

りに冗気づけられて 、 ともか くも恩ひのたけを辿

ベたてた。たれたい自分が、 どうにか一席務めお

うせたのは、何 よ りも諒く人 k の聴問と数養の製

かさのお蔭て・あったと 思ふ。

大艦、民家の研究友どといふも のは、 訴にで も

川 予 ｾるも の である。大尽院や研究所 ｬ 乞ゐなくて も

大 した県問の基礎が校くて も、出来る 。街頭建築

家や県生や普通一般人、左ど の、研究みたいな事を

やってみたい人 k l'Cは、 うってつけの日果題であ

る。たど問題は 、採集に終始する か、集めた資料

! と悩みそを iWかしとんで、。IJ等かの主題を摘むか

の杵1謹ーである 口自分も 、との道に告余暇を捧げてゐ

るのは 、大き友偵10直を乙 の研究 l宅認 めてゐるから

ではあるけれども、最も 、 ζ まるのは『民家の研

究は一時何人友役K 立つのか1 と問は れる 司王であ

る。

I:!: I分は 、民家研究の目的を建築廃史の究明にお

いてゐる o 殊にム古の建築K 魅力を感つ' る。古い

ものを研究するのに 、現; ( [ のものを調べるといふ

のは一見奇異の感たきにしもあらす' だが、現手Eを

過去の集f . l ' t とみて 、遠 い過去 を描き出そうと する

のである 。そ のための武器として、構造心:QR皐と

造型心理皐と もうーο 居住心理皐とを 、自分はヨ5・

へてゐる o 在来の建築隈史は 、遺構奥家と文献史

家と の合作である 。それは 、たどあるだけ の資 料

のつ友がりであって 、 そ れ 以 外の何ものでもた

い。で彰るから、年久 しき努力 K も拘はら今尚多

くの不明と疑問とを持って居り 、依如せる多 くの

頁 l亡封 L 、有力たる補;慌を要求 して ゐる o 自分の

抱頁は徒らに大きいよろであるが、 在来の史家の

如く、 一つの事賀を 、そこれだけのものとして扱ふ

lてとどめ、その事質の中に秘め られてゐる 。それ

以前のかくれたる事貨を見逃がす よう友事を し貫工

いのがとりえ といへば、とりえであらう。事質ーと

事賓と の聞に推J_lJ1. の橋 を架け 、木は必す・掘りさげ

て、根がどちらの方角に 向いて ゐるかを究める 、

そのためには 、 とれらの心理撃が有力たる鍵であ

るといふょう放事を 、あまり上等で主主 い話題に含

ませて 、その 日の話の本筋 としたの

ととろで 、j j i { へて民家の研究者とは限らねが、

ー暗にと の方面の研究者の護表態度を類別す ると

腸性、陰性 (ど ちらもよ い立 味でうの 2 種 類にた

る。陽性といふのは、 どんど ん琵表する型で僅か

39v I I I  



た費料からで も相官主主立論を試み、 膨; 面も友 〈重要

表する。ためらふ事がたい。主音展開のため必要

とあらば、少 しの 乙ぢつけ位やりかねたい。とも

かくも 蛮表 して、 位聞に問ふて みる。その代り忽

ち他の否定を うけても 、そのため陀一晩眠れ友い

といふ程気 にもしたい。 といふ一派である 。|陰性

の方は、貫工か友か聾表 したい 、慎重に何時までも

考へつ Y ける。多くの資料を集めての上で友けれ

ば推理立論を試み友い。 ζ の ー抵の設表するの

は、阜 t亡、fJ;T.賓のみである。民家の賢tl lJJ 採集友ど

はE んどん議表するが、それを積 にして 、主酉を

奥へ' るといふような 事は し友い。事買は事買 とし

て貴いといふ、彼等の皐究的良心がそうさせるの

であらう 。 よい意味で、 ゆかしい態度である。

が 、その努力に たる資料は忽 ち湯!生虫の立論の根

擦に用ひられだりする 。それが、陰性派にとって

は面白く友い、 論理の飛躍だ とか、推 恩の不連続

綿だとか批判する。陽性抵の立論は 、勢ひ示唆的

'fI.も の にたるが悪く すると もう想にたる D 陰性波

は、 資料をたんねんに積みあ げ るが、その石崖は

一睡何のために読みつ L ある のかも判ら友く友る

お モれた しとしたい。u " 自分は 、 乙の陽性抵の中

の最も粗維に出来てゐる者であるから 、本席での

話も皐主主るもう想、の展開だと思ってきいていたず

きたい。ついてはと L 比一つの興味ある一一護表

物語一ーがるるから 、前置きにお話する』と述べ

て喋ったのが、本題の 『ざいふり 』友 のである 。

国場畑場では縄 主用ひるが、山地では 、小屋組

や稲木の結束に藤蔓を用ひる。縄よりもはるかに

ｊ［ｬ ｾ ｴ ｦ｛Ｉ日 ｢Ｚ 'J. 

強〈 、また持ちもよい。大殿祭悦詞には、大宮地

底津岩根之極美下津綱根波府盆乃耐無久、高天原

波青雲乃稿久極美夫之血霊飛鳥乃嗣無久、堀竪多

留柱桁梁戸腕之錯比動日烏事無久、引 Iム幣留 葛問能

綬比、取茸計留草乃喋無久、. 御床都比能l左夜伎夜

女能伊須須{支、伊豆郡志伎事無久 とあるから、

上古においては 、材の活合はl : 綱によった事が明

か で あ れ そ の司王賢が構造上の重要たポイントと

考へられてゐた事 も判る。また 、現今の例では 、

丹波山地の北桑田郡溢の檎皮を景Ij ぐ仕事は、氷上

郡か ら来る専羽家の手に よる のであるが、 との皮

の結束には 、ねそといってごねの若木をねったも

の を用ひる 。ふれま小屋組の浦東に用ひられる例

. 11140 

は、飛弾白川!寸 ・荘川付あた りの家屋にみられる

のであるが、 と〉では単に音I1材の交結の泊哀のみ

で'fI.<ト 、 次 の 記述の如き 場合に も用ひ られてゐ

る。

飛閣の白 川 の 民家出 すべて ［ ｴ ｾ Ｚｬ 葺だが 、 椋の附

i!i は特に厚く葺いて 、岐にたった木の枝を枕木

C? )  ，1亡掛け椋 を中心に双方から 引絞って椋の

上でねぢ合せる。是をさいふりぼくと いって 、

材料はしでざくら、と〉でねその木といふ強親

友木である。東京から来た卒者が勝男木? をたど

といったのはと の木のととである。さ いふりは

二位に怠ったもの〉意と思はれる。

とれは 、柳田 閤男氏箸 『居住習俗語量; . ! 1 の中 の

『ざいふ りぼ く』 といふ項の説明文であるが、と

• • • 
れによる と、古いふりといふのは 、二i肢にたった

木の名稿、 即 ち、建築におげる 部材の名栴であっ

て、その材料が しでざくらといふ植物であれそ

-・
れを叉の名ねそともいふといふ事にたる。と とろ

で、とのしでざくらに闘する交献が、木付素衛氏

の随筆 『草刈箱』に出てゐるから 、 と .I. i L孫引し

てみよ う。

四季賞花集

しでぎくら 、ー名しでやぐら 、またー名やぐ

らばた

物品識名

ざいふり ぽ〈
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しでぎ くら、 しでや主に ぎ、やま むと 、 と濃リ十|

不破で稽す
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品謡去俗叉 呼妥品未森 岡英ｾｾ帯 、 ｩ 滋風則大
描 、興ニ白楊ー防備、 其花ー琶欽花、 白郷偏

反、春i時盛問

たど L あって 、また事名 Amelanchier asiati ca  

Endlicher の紹介が ある。そ して 著者が専珂外

のと うした記述は 、植物皐考である著者の令Cわか

ら得. られた智識によるものであると胞を明か しで

ある。と の木付氏の記述に よると 、そね. しでぎく

ら、ざいふりた E は全く同じーっの植物に興へら

れた緩ん主主呼び名であるととが判る。 そ う す る

と、さき の柳田氏の 『ざいふりが二股め木であっ

たり 、ざいふり の材料が しでざくらである 』とい



ふ説明は全き誤と友る。との紅のまちがひは問 k

ある苛Tで、 『あの屋根の上のあれは何ですか』と

質l羽すると 、 l 人は『あれはねそだ』と教へ、他

の 1人は 『ざいふりぼくだ』と いひ、また別の 1

人は『あれは 、 しでざくらだ』 と敬へてくれる 。

その何れの答もまちがってゐたいのに、とれをき

きとる側で、勝手にあやまった解揮を下 し、 3  ｾＱｑ Ｑ＠

の名栴の中の 2 阿を材料名とし、残の 11同を部材

名としたまでの事左のである。柳田氏でさへとろ

した事がある のだから、我 k としては質i，.ijlJ 採集K

ｉｾ 察し深い起 立 が必要である 。 ζ う いふ方面の研究

は非市た困難があり 、多数の参加協力が望まれる

のであ るから 、僅かの訣を詮義云s . t するよりも 、

e しどし護表を希って有森放資料を保集者の謹底

に徒らに珍拶せしむべきで、はたい。

さて 、次の珂苗は 、さきの柳図氏の記述中にあ

る 『東京から来た撃者が政男木だ主主どと いったの

はとの木のととである』といふ 、- '1買いかにも 皮

肉た云ひまわし方である。乙 の 務男木については

『飛開白川 ・荘川付紀行』中に『荘)11村 に若山氏

宅や佐D)j の家を尋ねるに及んで‘ 勝男木が厳然と し

て存在し、 しかも縄や藤蔓の類で樋貫との潤を・清

んだ太古そのま L の姿- … ・・』とあ るから 、東京か

ら来た皐ぎはどうやら 、その著者藤島亥治j l¥氏で

あるらしい。だとすると 、藤島氏の紀行文中 別の

箇所に『勝男木そのものからして買に不合斑君主形

をして ゐる。あ ん友無骨た桜木 をのせたとは考へ

られたい。 何れ、あれは藁束を以て棟押へにした

もの K誇張的形式化して勝男木として耐11
1祉に残 し

たのであらうとの一部の人の設があり 、若し勝男

木が今の民家 lてあったたら見せて民はうとま でい

った人もあった』 とある 、その見せて 貨はうとい

った人が誰かといふ事に友る。それは判然 したい

が、話直の中心である械の押へについて『とれら

の抑への目的のため K 使はれてゐるも の で あ っ

て、構造的K 千木と共通の結を持ってゐ友いので

ある 。 のみ友らす ･ζ の押 ｾをちぎと呼んでゐる地

方が日本園内 l宅金く友いといふ司王が明かに友っ

た』と述べてゐる人に 、石原' 憲治氏があるから 、

藤島氏が暗に指してゐる見せてもらはう氏は石京

氏かも 9; 11れ主主い。 とと ろで、石原氏をして上のよ

うに述べさせ、続いてまた 『あ る人 k はとのよう

友押へが南洋にもあるのアフ リカにもある 、 スイ

スにも ある 、スカンジナピア K もあるといふてと

れらの同組説を主7長する人さへあるが、 との よう

た類推たら簡易君主，祐論を作る事たら朝飯前K 机上

にi註界中の寓員を描げて出来る仕事であらうとま

で極言させた醤 の人は 、おそらく津田盤氏といふ

事に たるのではあるまいか。津岡氏はとの河題に

ついて 、総括的友考へ方をすでに建築位界誌上に

「民家研究論故』と して 麓表され、その箆石原氏

の反封論をきかたいから 、問習はどう片付いたの

かわから友いが、津田氏の千木設は、開 1') '貞氏の

勝男* 設と 共に 、 日本建築解明への有力友る鍵で

あらう。ところで、 と うして、 守木勝男木設を

唱へる人があると 、それを否定する人が現はれ、

そのまた否定者が勝男木を認め再びそれをざいふ

りで片付ける皐苦が出て来る。と の溢のイキサツ

がユーモラスで・面白い D そのまたざいふりが 1哲

皐者の随筆によって是正さ れるといふ事は、との

方面の研究のいか に探 〈廊いも のであるかを恩は

せる D 乙の翠表防諾の登場者の誰にも悪 志の無い

事は明かであるが、 『朝官民jij .に机の上t L. ! J とか、

『勝男木があったら 見せてもらはふ』とか、 『東

京から来た悪者』とかの 、 もの L いひ方は 、いさ

さか ｾ言 書の品位をきっ Ｇ つけるも の であ るから 、

一言注意 しておきたい。

かく語りあーへてから 、いよいよ本論の、 構造a心

理率、造型心理皐の. 苛題 一ーたぶん、ざいふりの

そしり無きにしもあらぬととろの一一 へ話をすム

めて行った。
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梅雨時のとと 与て空模様を気づかひっ A 次を/ i ! 1

たが、詮中だんだんよ くたって来 る今日の天候に

喜びたがら橿原ni ll l宮騨陀下りたった私は 、集合所

である東改札口へと歩を進めた。閥念の耕佐氏が

1 人先着で改札口の柵によりか 与って、いつもの

通り矢立を取出して盛んにスケツチをして居られ

る。

曾勢幹事曾主催 i亡係る 6月の催し、文化映苗 11

大手 ｉｾ 11 を中心とした講演と映苗の夕は、近来稀に

見る援舎で、dうった。その直後の日曜日 ( 6月21日)

を利用 して飛鳥路に寓葉の史蹟を訪ね、そう して

臨地講話を願ふと 云ふ 計霊 も亦誠に時宜に適 した

ものと 云ふべきで、dうった。

11 戦争と文化 11 と云ふ問題陀ついては、支那事

鑓首時からも勿論、各方聞で論議されてはゐたが

今度の大東亜戦争にたってから、一居密接た閥係

でもって 、あらゆる角度から我々の眼前陀大きく

浮び上って来たのは誠に菩ば Uい事である。協舎

がその例舎K 於て、新建築の見率、工場の見阜、

或は改正法令の着服黙とか、新統制法の解説と 云

ふ緩怠PJi 謂キワモノで人を集めるのも大慶結構た

司王ではあるが、建築家の枇舎人と しての 、否大き

く日本人的友 、教義を高めると云ふ様主主催も 、戦

時下たれば ζ そー居必要たのではたいかと強て考

へてゐた私は 、先達て大成功をおさめた京都庭問

見皐舎とか今度の二つの催し等の計設に封して満

' 院の賛意を表 したい。

9 時す ぎより集り出 した今日の参曾者は御東道

下さ る闘西泉院講師北島霞江先生をはじめ 、合員

約BO名。プ リン ト、史蹟地悶たど f 分ける内やが

て 9 時宇と もたれば、参舎の申込 あり友がらま 7昔、

来られぬ十数名 の人 遣のために協合職員がー名残

って他は愈 k 出設 とたった。

騨 前の原 ツパ弘東へ一丁ばかり進むと 南北に走

る蹟い迫ーに出る。との謹を丈六或は厩坂と 云ふ と

とから 、山科寺一一厩坂寺一一興問寺の闘係等の

お話を伺ひ、又南の方組の森を望んで、臆府11天 皇

:1' " トヨ γ 1>リノ 4 ヤ ι 司(，';l i. チ カ J I. i . " ピ

軽 の豊明宮祉、 下道、大 軽、見瀬等の興味あるお

話を伺ひっ ι その道を北へ進む。右手陀 孝元天

皇創池島上陵を奔 したがら象I j の池や 、その中でー

V I I 1 4 2  

本の喰 lζ 二つの花が咲いたと ポふmの花 iてまつわ

るお話を伺ひ 、畝傍御陵前騨の東あた 切とおほ' し

きＡ主をす ｾｉ てＺｴＱ￭Ｇれて本襲師寺町 Ｑ Ｚ I'C向った 。

あざみの花低く咲く" ，1:: 道を - 71J I乞たって j笠.むと

やがて襲師寺山1: で・あった 、金: ; ; その礎石であった と

云ふー上1・もあらうかと思はれる大き友石が見事 :C

:; lfZんでゐる 。だがその礎石の一部を利月j して建て

た小 さ社御舟! とそ の庫裡が続いて居って 、そと! こ

11:ふ人達の寝具が、所嫌は今乾 して あったのは一

寸附たくも悲しかった。士喜が寺の中心たる地伎を

離れてだんだん接飾の地位 l乞置かれて来るのは日

本建築 ，}:: f'C明ら かである。奈良朝i時代 に出来上っ

たとの薬師I i 寺はもう塔を二つ持って居た。但し ζ

れはまだ廻国li の中 K あったのであるから、金堂よ

りは少しの距離で、あった。畦i U を一寸歩いてその

一つの祉に礎石を訪ねて 見るとそとには 11 現 Jlk秘

更禁止阪城奈良! 際1 / と 云ふ槙粧が建ってゐ t't. 。

今迄古IIH: 寺を随分見撃して歩いたがその総て l亡、

建築と 云ふ1捕 物 が あ っ て 、礎石だけ が残ってゐ

ると云ふ様た躍は宜は今回が始めてであった私

は 、 問甫 ｬ 乞固まれた塔ｾｊＡＺがとの棋桂によって厳然

と保存されてゐるのを見て非常ｾｾｻｾｾ［しく思った。

折柄岡村[ 設中の畦を縫ふ様に歩いて飛鳥川の畔

l乞向たo iすって書物K 散見し、叉先日 の映嵩 11 大

和 11 陀よって詩情豊か君主飛鳥川を古いて居った刻、

は、i徐り感心出来主主い-E: 匠の織筋 コンクリ ー ト橋

のか 与った7Kのチヨロチヨロど流れてゐる 、 うす

ぎたたい飛鳥川 を目のあたりに見て幻滅の悲哀を

感じた。橋を渡った一行は迷路の様友陰気友部落

を遁 りすぎねば友ら友かった。だがその村ではど

の芸誌でも娘から老婆に至る主主、民白友材料でもっ

て何か編んで、ゐるのを見る司王が出来た。私は思ひ

きつて立止まって聞く事f ' C した。娘は恥かしそう

に答へてくれた。その民自治: ものは椋椙の葉を晒

したもので、編んでゐるのは草履の表で、あったロそ

うIl f J けば先刻飛鳥川の川原 K 椋椙の葉らしきもの

がた くさん乾 してあった。飛鳥川のほとりに何時

の頃か ら行はれてゐる 向はふ11る由も 君主 いが、 とう

云ふ手工業がlf1iけられてゐると 云ふ取は 、何かそ

のかみの事 ども想、はれて 興味ある:i' J} 柄で‘ あ った。

行く 手はるか IC ζ んもりと した森が見える 。そ



れが とれから訪れようとする藤原宮大極殿I hl : であ

る。

フガ ，， ｾ， 守 ｌ

やすみ L し Lf大正 高照 る '日の皇子 あ

らたへの・ 藤井が原 に 大御門 始 め給ひて

纏安の 堤の上K 不E り立たし 見 し給へば

タテ

大手" の青香具山は 日のi陸 ( 東〉の 大御

「う に 青山と 繁み さ ぴ 立 て り 畝 火 の と

の瑞r J .1は 日の粋 ( 西〉の 大御門 陀 みづ

山と 山さびいま す 芹 梨の 青すが山は

背面 ( 北〉の 大御門に 宜 じたベ iliql さび

カゲ トモ

立 て り 名 ぐはし 吉野' の山は 影面 ( 南〉

の 大御門 よ 雲居にぞ 遠く あ りける 高

知るや 天の御蔭 天知 るや 日の御かげの

7]( とそ は 常 盤 に あ ら め 御井の異清水 (52)  

夏草茂 る大極殿 祉にたづて、 との款の解説を賜は

り、乙の款 によって日本古文化研究所が昭和 9年

来、 農閑期を利用して 7ヶ年に わたる大護掘調査

の結果、藤原宮朝堂院と費しき建築祉20陳齢 を殻

見し時恰 も紀元二千六百年に際 しその研究の成果

の一部を琵表 し、乙れが藤原宮祉に間違 ひ友しと

云ふ貼まで明か にされたと云ふお話を伺った私達

は、小さ注一つの歌が もっ力の偉大きに驚歎した

ので、あった。叉

持続天皇御製

存過ぎて夏来 るらし白妙の

衣ほした り天の香来 山 ( 28)

がと与 にたつ と、首時大陸或は朝鮮から渡来した

そのま L の様式であ ったであ らう純白の夏衣が、

翠した L る符兵 山の麓に賭 k と乾 しで あ る さま

が、鮮か K まぶたに査かれる ので、あった。 そ うし

て定家が百人一首 K 撰んだ 11 ｾ 奈 す ぎ て夏 来にけら

し白妙の衣ほしてふ天の香具山" が間違 ひである

と云ふのもわかる犠友気がするのでめ った。

ぅι

大和 には 群 山あれど とりよ ろふ 天の香

Jヨc 山 登立 ち 園 見 をすれば 園原は 煙立

ち立つ 海原、 は 鴎立ち立つ うまし園ぞ

あきつ島 大和の 閣は ( 2)

矢匙 りつく 芙の長毎日 霞 立つ 春に至れ

ば 松 風陀 池?良立ち て 棲 花 木 の 闇 し じ

定 キ ィ

』亡 奥 漫 に は 鴨妻型経ぽひ謹つ方には あ

ぢむ らさ わぎ 百磯 城 の 大 宮 人 の 返 り 出

1J :". ; t  

て 遊ぶ暗に は 揖樟も 無 くできぷしも

泊代ー人な しに く257)

の歌の説明を伺ふ と、 ζ れら 多 〈の歌 によって編

輯された先 日の映謹J :::: 大手11 " の美はしき書i商がは

っ きりと想 ひ出されるのであった。

大極ij11i 祉の北側には鴨公園民皐校がすく' 隣って

居って 、そこにはとの藤原宮fu上護掘の際の出土品

がl凍列 しで あると 云ふので、折柄日曜日の事 とて

日直の先生に案内を乞ひ、その陳列室 l乞移しい出

土品を奔観 した。 とれが少し宛博物館 にでも出陳

されたら随分立汲に難有 く奔見出来るだろうに と

私達は話 し合った事であ る。時潤も 11時を少 し過

ぎたので との図民主喜佼の一隅 を借用して聾食をと

った一行は、 正午頃皐授を出襲、東に少し出可草

を南へとと った。

脊具 山は畝火を愛しと 耳梨 と相争 ひき

榊代より 斯〈主主るらし古告 も 然かたれ

とそ うっせみも 嬬 を守ふ らしき く13)

の中大兄皇子の御歌の解説 をき L たがら私は

香具山. と耳梨山と舎ひし時

立ちて見に来し印南園原 ( 14)

の反歌 を思ひ出して 1人で、徴笑んで、ゐたω 三山を

左、右、後に見つム南へ南へと進んだ私達は大官

大寺祉と 云ょ、謹りから、右に折れて叉飛鳥川に出

た。簡単た板の橋 を渡って今度は飛鳥川に沿って

上流へと 進むのであ った。

豆 や ｾ の乾 場 と左つてゐる 道 路に大和棟の民 家

をふんだんに見たが ら小路を右に入る とモとは向

ラ コウゲ ，

原寺祉であった。今は康巌寺と 呼ばれてゐる/1、き

念寺であるが、飛鳥付悌数青年舎、飛鳥付悌教婦

人舎、日 曜事校其の他の大 き友木札のか L った門

前 に汗を入れたが ら、 豊浦寺のあー話や悌数体来首

時の色 の々物語を聞いた後、境内 に入って礎石を

見皐 した。蹄る時フと固にとまった庫裡の標札は

" 蘇我原瀬正 " と何か日くの あ りそうゑ性名で あ

った。

蹟隈寺を出ると遁稽" I栓んば池 11 と云点、小き た

池があって、 守屋 が悌 r象を棄てたのはとの池だと

云』、のであ る。その池に水が注 ヤ庭がー尺官会 りの

瀧 tc (j: つてゐて、之を 11 す L ぎの瀧 11 と云ひ悌像

43v l 1 i  



を洗ったと か。北島先生が郷土史家の虚条から I:s

7 "7j J ; _ι.マ̂
る作詩 を非常 K 憤放 してお られた。甘樫坐伊jl ffd:を

奔 し 推古天皇豊浦宮祉の石標と ーケの大きた礎

石を 見率 して 叉飛鳥川のほと りを行 〈と聞もたく

イカ ゾチ ｾヵ

雷岳で・あった。 それは地上十米位の小きた丘で

‘ あって 誰でも 幻被を感やる様注 もので、あった。 と

の幻被が疑ひと方: り 、研究とたりそう して異設を

-.ll:て られる北島先生の些富たる 引例を興味深く伺

ひっ L 飛鳥川 を・渡って 、飛鳥園民皐校の菓子。の蓋

地陀着 く 。そと には 天武天皇明日杏浮御原宮ｾｊＱＺ

A  Ｚ Ｎ ｾ 、

であ ると云はれる石葺一一栗石地形の如きものー

ーがあ った。喜田博士が上居は浮御 K 非十とされ

てと の地を明 日肴滞御原宮の地と断定された 、おr

設を聞き たが ら私達は飛鳥寺へと 向った。

飛鳥寺の木蔭に憩ひながら 、烏偽nili のお話や 、

現在安居院と 呼ばれるとの寺が、飛鳥寺、法興寺

元興寺、法満寺等の馬額があ ったと云五、、や L と

しいお話を伺つ? と後、院主の案内によって飛鳥大

悌 と云はれると ι の本等金銅丈 六鰐迦如来を奔す

るとと 陀たった。膝、右手掌、螺髪等の一部は後

世粘土で‘ 作って墨を捻ったと 云ょ、様友 、ひど い補

作も あるが、顔面、左耳及び右手の中央三本の指

等は営勅のま L 残って おり 、目 尻のあたりには鍍

金ま で残ってゐる と云はれる、 との蛮黒 l乞師く我

図最古の悌俊一一それは叉典型的左飛鳥併と 云は

れるー を腕 〈奔 した私達は今一度 制 陀 於

て、 彼の大化の新腫制樹立に努力さ れた中大兄皇

子と中臣鎌足が曾合を物語る打盛一一今 日のゴ' ル

フの如きもの一一行はれた所が ζ 主であると 云ふ

事や、 叉従来それが蹴鞠と云はれてゐるがそれは

打笹の間違ひであると 云よ、お話を伺った。

今ｾヲ弘

安居院を献 して石舞華に 向ょ、途中 f/ 酒槽石 f/ と

云ょ、標柱が立って ゐたので、それを見J'j J，して行く

とと たたった。杉の 丸太を二本合 して架けである

小川 を渡って小山 を登るとと 一丁徐り、全長17尺

5寸巾 7尺5寸厚8尺、 上代の ij itjlj 百回! 造用具と推定

される異様た彫 り込み模様があ るが、結局何陀使

ったかは不明ら しい。

聞の町 をすぎ高市圏民製校の前を上ると、 そζ

が石舞韮であ る。案内の標柱には

石舞蓋 とは俗稽で元来難蓋では友 い、 岡 く土

YI I ，4 4  

をかぶって居た上代の大墳墓が自然陀外部の

土砂を失ひ、中心の石造の部分だけが残った

ものである 。誰の基か未だ分ら友い 奈良! 際

μ マ 1 ; " ョウ シ， ' " トド

とある。との謹を島 庄と云よ、ととろから島大臣

と呼ばれた蘇我. 馬子の基である とも云はれる 。

午前 9涛宇陀極原を護った私達は千三百年の省三

を札復 して明かっかれを先へて来た。私達は少 し

ジヨ .，イ

先を急 Ｚ がえ主くてはたら友い。上居 、 島宮ｾｊＱＺたど の

お話を伺ひ主主がら元の道を少 し蹄って左 K 折れる

と叉飛鳥川 に出る。 しばらく滑って下り橘寺を訪

れ、塔祉の礎石や、二百石と云五、善悪二面 をも っ

た高さ四尺位の不思議友石を 見署長した。橘子'j: をト

ロトロと下ると、鴫ZHi の礎石二十六ケイ[ - 夜と大根

柱をか L げる弘幅寺( 俗栴川原、寺〉があるつめの

おと 云はれるその礎石を訪ね終った私達は 、遼中

"  ，1直菖?蒲市I池也古頃噴' f / ;をを 見撃して橘苛

の大東豆亜'哉下下.の芯芯: 義あ る一日即i亡巳、み民われ 生け

る しる しあり との感激をを? 一R庭ま新 にし主危にが ら。

一一 完 一 一 ( 昭 和7. 6.  30)  

夏 の 民 族

阪 井 準 太 郎

刊行物や映苗や訪演令を通じ て南方の守J. ' I' 背を見

聞する機令がだんだん多 くたって来た 。そ れ等の

機令ある 毎 に成るべく 事情をタnろうと努力 して居

るが、その度毎に特に感じる事は 、南方の原住民

は日本民族と幾多の相似駄を'持ってゐると言ふ事

であり、そ ζ l 亡言ひ知れね親 しみが起きて 来ると

言ふ一事である。 此の人 k は確に他人ではたい様

君主気 さへ起る 。

日本民族が 南方 の ｾＧ，ｾ々 へ流れ 荒 いて土 ＷＵＮ したも

のか、南洋の島k から漂浪 して来て日本民族 とた

ったものか詳ではたいが、それはとに角と して怖



設や、言語や、風俗ゃ、習慣や i 民家に、幾多 の

共通勤 を蛮見する事に より 、普は何庭かの血の2擦

りでもあった僚に考へ られる。

映苗蘭 印探訪記を見た人は気付かれたと思ふが

あ の 爵 商 i亡出て来る原住民の民家は日本の農家

その仏? の形盟を示 して 居る、縦と横} 亡ネ[1 まれた附

子の際主主仕切り 入母屋造りに似た屋棋の形JI犬、

細 い木の佐 の ｾｴｺ 列等 、 我々が汽車の窓、から見る日

本の農家に全くよく似てゐる 、民家だけではたく

彼等の田植の方法、日本の腰宅きに似た日常の服装

優 美 た 日 本舞踊に似た彼等の踊り 、更に終始昔

前に表れる原住民の面桐であるがとれが叉質 K 日

本人 によく似てゐる 、我 々の知ってゐ る百本人の

顔の幾っかを彼等の中に容易 に設見出来る 。此れ

が外閣で撮 られた 映前である のかとー臆疑って み

たくな った。

ほんの一通りの紹介に過ぎた い映訪の中にさへ

日本民放との i- f l 似駄をはっきりと感得出来た ので

あるから静かに彼等の生前 K 立ち入って制察する

を得たたら更 K 些細た日 ?if の行事の一端 K 到 るま

で 、数知れぬ相似払ーをつきとめ為事が出来る と思

ふ。

一 本 道が二つに ｉｾ 支 れ歩 いて 居た兄弟が左右 の 道

ｉＧｌ ｾｉ ｊ 行動をとっ て 居た の が 再 び道が合 し て ー 絡 に

歩んで行くと 言ふ感じである 。

斯 う考へて来ると日本民族は南方: I'L 'ti して最も

ｾＡ ｬ Ａ 解 力を有して居る民族では無いだらうかと思は

れる U 又南方の原住民に就き考ふれば彼等とそ H

本民族に最も同 化 され易い民族では ｪｮｾ からうか 、

彼等が日本:民族を指導者とする大1Ri l l I の一員 とし

て包含 されるのは蹴陀民族投生の頑初よりの宿命

で4うったのかも知れたい。

日本民族は特に暑さに劃する生前に設展1生を持

ち、夏に親しみ 、夏を柴 しみ、夏 K 修め 、夏に養

ひ、夏主征服 して生き て居り又将来も生きて行か

ねばたら友い民族である 、常夏の南方 1'LJl l1解を持

つ理由も 亦此設に存在 して居る と思へる 。

夏に親しむ日本民族は生i，可の本掛たるそ の住居

に多く の床 しい風習を停統的K 受け椴 いで・それを

育て L 来た 、自然の諜境 l乞臆じた組めて簡素友美

しさの中に 、それを巧 K 行事 K 仕組んで其所から

明日 の生前 の源泉と 友る べき 心の糧 を求めた。

七 夕笹の葉子れの音を聞 き乍ら 、縁先や道端 に

d事情 子や竹床凡を持ち 出 して、囲扇片手 に湯上り

の天瓜粉の 児の調へ涼風をiきってやった り、 蚊遁

香の立 ち Iでる端居に走馬燈を吊って風鈴の昔を聞

き頭を回らせた り、 しのぶを釣った軒 下に箱庭を

浩りそ の中の小 さた 池 K 絹糸lPL を植え金魚を放 し

打 水の 上 の ｾ 進 に水中花 の ガラス瓶を置 いて ・ 浴衣

がけで書見を したり 、此の僚に夏を柴しむ生前の

)示 しさを持って居る民族が世界の何庭 にあるだろ

うか。 しかも此主主の夏の習慣はあ りと あらゆ る日

本人のな し得・る所であって、大工の熊 さん左官の

八 さんも 、令祉の重役さ んも例外た しに同じ体統

的友方法の中に夏 を柴 しむ事を得. て、明日 の苦手働

力への源泉と してゐる 。

大いたる力で鑓化して行 く時代に古き侮統的主主

風習から生前への慰安と荊力を求める 事:は無理が

あるかも知れねが、重要注一事はよ き停統 を忘る

L 勿れと言ふ事である。体筑に固執する 要は更に

無い 、新たたる時千t l ' L は新たえ主るよ き住み方が考

慮さるべきが首; 然であるべ きだが、要はよき体伐

の上 に更に新た友る住み方を打建 て L 民旋蛮展の

根 幹を築き上 げる ｾ ｉ であ る 。

夏に親 しみ、夏を柴 しみ、夏に修め 、夏 K 養 ひ

そ し て夏をｾｩｕ ｒ ずる 民族 の ー Ｑ ＢＮ に の み必 す ＮＮ 強 固 たる

設展力を培ふ事が出来ょ う。

血の取りを持つ大東llli の民族はすべて夏の民族

であ りたい。 ← 7.  24 ー

( 銃者は大阪市役所建築部第二建築課勤務〉

思ひ出づるま L に

太 田 卒 司

荒木京大教授の「生活科撃 と云ふ言葉 」 と云ム

文 中陀

生前利息 とは一躍如何たるものであるか 、無駄

のお: い生ti 可とか規律あ る生活また は計霊的友生活

4 5 v川



とかいったゃう貫工ととを研究するのであ らうか 、

もしそうだとすれば生活字|皐たど と銘を打つのは

少々大げさ過ぎる。 tI 園民生活の合理化の如きは

矯政者が絶えす・念頭に置いて撚るべ く園民を指導

すべきとと勿論であるがとれは政策で科皐では

主主1/ いと 云ふ事が書いてありますがI床ふべき言葉

だと思ふ、之に似た事が他の部門にも 多k ある の

で、はたからうか。

一昔前頃は建築技術者と 云ふ者は非常に粗末陀

扱はれたものである。必要以上に数が多 くあった

故でもあらう、一つの勤め口を得るには可成りた

努力と腕K 質カが備はってゐ注げれば落伍者とた

る虞が多分にるった。 7在、から平均に皆素質がよか

った様に思はれた。支那事鑓を起貼ーと して時代は

L 獲 し建築技術者の黄金時代とも云ふべき世相と

なり 事校を 出れば引 張 りダコとたり就職ｉＧｃｾ討する

苦努とかカと云ふ事 K 劃して何等の心配たく至極

のんびりと職K 就き得 る様にたった。それ故如何

君主る困苦に耐へて 云ひかへれば古い諺の如き 「若

い時の苦勢は買ってでもせよ」を質践する人が比

較的少たいのじゃたいかと思はれるのは筆者の見

方がひがんでゐると簡単に片付け得たいと思ふ之

は若い人主攻墜するのではたい吐合の罪も大字あ

るわけである。

建築に携つてゐる殊に中堅居の人達は此頃の様

にどの部面を 受持っても 。組て一定の束縛があっ

て非常に忙しい一日一日を逸って居る人が多 い故

:G'Ifi1J合に趣味K 生きる( 或趣味によって・情操を養

ひ併せて気分を韓換すると 云った方が適嘗か も知

れたい〉と 云ふ人が少い様に見聞します。

去る日筆者が朝日命館へ「簡柴」を奨められて

出かけ τ 行ったととがあった。恰度「熊II号J o: 
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「岡村」 をやってゐたと 古己憶 しますC

玄人筋では「熊野、松風に米の飯」 と云はれる

位「熊野」は有名であり員十亡逼るものが私の如き

素人 にも感じられた能楽の舞塞は歌舞伎の如き紗j

ｾｪ さは友いが あ の厳粛 た所作大まかた表現そ して

個性が充分織込まれてゐるのは、ちょっと油檎と

似てゐ る様た気がせぬでもたかった 。

古い昔の能楽仰の工夫のよさに感心し「シテ」役

の一人前に たる K は並 k えにらね努力と修養が必要

であるととを感得させられ捨てるととの出来たい

日本調自の嬰術であるととをー居寵識づけられた

忙しい中の眠を 見て能の舞台を見る のも 叉吾々

の心を慰められ得る庭少た くたいと思考します。

努めて御視覚せられる様御勧め します。

近頃新聞で親切較べと云ふ事が出てゐるが、組

ての人がそう ありたいものだ。特に家庭 と不可分

の闘係にあ る商人は 、もっと親切町時であるべき

だ、主客l頭倒も甚だしい、客の方に感謝の心はあ

っても貰る方の出方がひ E ければつい小言 の一つ 。

も出ると云ふ具合である。是正すべき事の一つで

ある。

此の間南方の惑に就て了三吉朋十」氏の御話を

聞いたが、その話。中に「マエラ」から 300粁ほ

ど山の 中に行く と昨の延長 12000マイルもあり、

E 高何千尺と云はれる所まで水田にたってゐて一

年中水を絶やさたい「イフ ガォ」 の棚式水固と稽

し1宜界の八不恩義のーだと云ふととがあった。一

度水を絶やす とたかたかきたに溜めるには大艶友業

友のでブk を絶やさね様各自が注意して水を保持す

る様努力してゐるそうで、す。質ｉＧｃｾ出協であると与

もK その努力の程が偲ばれる 。

( 筆者は住宅管聞大阪支所勤務〕



常 務 舎 〈第 1][gl)  

1時 6 月! 日午後う時30分- 81時30

分

所 朝日 ピル 10階本みやけ

出席 者 片 岡 合 長 竹腰則合長

池田監事

議 事

主 記 中菌 、畿中、佐藤

西 津

主 計 松 久保、小林 三

編 輯 小 林 清、大下、 伊 藤

錦回

1. 記念 事業部合委員委胤 の件

2.警 防聞及町 内舎費支 出に附する

件

3.建築祭 申越に係，るメー トル法建

;議の件

4.給仕掲宇職願 出の件

5. 臨時忌採 用 の{!j

6.職員昇給並に 上半期賀典の件

7.合員詮衡

報 告

I 建築第舎 より本合見製図晩餐招

待 の 件

2. 出征 調lt
J
;.

常 務 曾 ( 第 12凶 J

i時 6月24日午後う時- 6時40分

断 ク ラプ室

出席者 思 惑 井上副合長

監 事 池 田

殺 事

主 記 中西 、重量中、西海

桐 本

主 計 松久保、和国

小 林三

編 輯 小 林 務、大下、伊 藤

1. 耐 火木材に 附する懇談合開11tlの

ィq

l 会 園都市問題合談総合開催の件

3. 内務省闘土局土木課一合託、寄贈

室長 三［三号、Ｚｾｽ 報 Ｚ 三 二

の件

4. 記 念 事業防空鱗演舎闘f ! ll の件

5.定款改圧 に関す る件

6. 法 規 抄纂雪量行 の件

7. 建 築必 携 出版委員別殺 の件

8 書 記僻験額 出及補欠採用の件

9. 給 仕採 用の件

10. 舎員詮衡

報 告

時

所

1.定款研 究の件

2. 第5部合成案報告の件

3.建築工 業新強制要旨建請をの件

4. 陸軍大臣 よ り献金感謝の件

5. 建 築業 協舎よ り戦争保険 に闘す

る懇請の件

6. 5月分合計報告

7. 除隊 等別表 の‘通 ll flc認

8. 新 際前懸賞募集案の件

防空建築と耐火木材に

閉する縁 談曾

主 催 日 本建 築協合

耐火木材工業組合

後 援 大 司本防空協舎大

阪支部

6月20日午後4時20分- 8時

新 大阪ホ テル

出 席 者 片 岡 合長初め 官蝋 関係、市

関係、協 合関係、木材合祉

関係40名 像，

常 務 曾〈第 13回〉

時 7月13 日午後6時一8時

所 ク ラブ室

出席 者 理 事 竹 腰副合長

l : ¥Y f 事池 田

三主 言己 中西 、桐本 、佐 藤

主 司11 松 久保、小林 三

iお 輯 ノj 、林治、大下

議 事

1.7 月例舎に 闘す る件

2.辺 事際任届 出の件

3.静議員合開催の件

4.新憾制第 5部曾楽に霊すする協合

意 見取鎮 の件

5 全 日本科皐 技術園聯合舎 よ り照

舎 の件

6. 労働科患研究研究所よ り命誌交

換 の件

7. 1: 1本能率研究所よ り曾誌寄贈 申

出の件

8. 科感 動員協合 より照合 の件

9.建築資料 協曾 より本 曾身 長 を特

別賛助員 に推隠する の件

:0. 火災防止委員曾 よ り照舎の件

11. 建 築隼 曾 よ り照舎 の件

12.合員詮衡

報 告

1.6月分合計報告

2.  7年度第 ! 田舎計検査

3. 出征入管等報 告

住 宅 委 員 舎〈第 5 国〉

時 7月16 日午後9時- 8時

所 倶楽部室

出席 者 委 員 長 伊 藤

幹 事 岡本

委 員 菅原 、矢問、吉田

議 事

1. 各基本計踏 を原楽によ り討 議

2 次回 までに各 基本音十慣 の各部に

イ寸各委員分鎗 して調査 す る事

3.8月中休 合す: る事

編 翁 幹 事 舎

時 7月3日午後6時30分 - 7時30

分

所 陳列揚

出席 者 幹事 長 小 林 清

幹 事 宮崎、西村、塚 本

桐本

1. 原材料 i侍償音量表 の件

2. 九月 放 に於ける 原稿執ま在者 の件

4 7  VI I I  



奮 貝 動 静
支 所〉 株式合祉〉

北川 菊 次君 北河 内郡耳の宮村上 河野 遁 治 君 大 分l孫大分郡富島l崎町

辰二子;

馬伏 '31 C株式合風土 学機町423 C株式合

春本組〉 枇大林組〉

戸 口問喜楽君 尼崎市西 長 州同庁前回 竹 下 正 也君 大 分l幌北海 部郡大在

曾 員

20 C芝図工務応〉 村政 所大林 組出狼所

井上奥志雄 君 府 下 堺 市 大 田r7 ( 安

中 甚 三 郎 君 中 部 軍 経 辺 部 内f 株式合祉大林組)

金索遵株式合祉〉

稲 島 義 郎 君 西成区粉涜本田r 3の 磯 野 大 介 君 大 分l孫北海部郡大衣

井口 博 君 京 都市左京区北白川

64C黒江建築事務所) 村政見/r大林組出張所

卒弁町 !5 C京都市管

村 瀬 義 助 君 住 吉 区 阿 倍 野 筋2のう 内f 株式合祉大林組〉

繕部〉

( 芝図工務庖〉 馬 場 典 夫 君 民 島 市 袋 町 6 f 園 ピル

上 回 一雄 君 住 吉 区 墨 江 東 ! のごう

森サf 忠貝Ij 君 西 我E玉粉d' l : 東ノ1l 1T2 三階秘ι付組営業所内

高岡信 一方( 合 名合

の34 C芝田工務応〉 ( 株式合社松村組〉

前士八木工務底〉

渡部 憲君住吉I D i : a墨江'JlU の ;3j 土 井 良 臣 君 成 島 市 加 入 川 口 町 市

遠 藤 司 自I1君 住 吉 区 阿 倍野筋 うの

( 設計自営〉 女正門前梶原瀬卒太

26C土木建築請負業 )

森 龍 三 君 此 花亙春日 出回T 3J O 方

木 村 英夫 君 京 都 市上京医大宮通

の12 C土木建築消負 土 井 常 三 君 成 島 ! 孫 双 三 郡 十 日 市

下 立w下ノレ798 C位

業〕 町虫歯道官会〈成島餓

宅管図大阪支所〉

道局〉

小 崎 喜 市 君 此 花玄上市富島北 の l
地 方 舎 員

今 井 予寄君 北支河北省臨 総l際上

( 土木建築3背負業〉 長 柄 敏 孝 君 呉 市 西 川 原 石 田T182

JI Ht  長城決量責主盟主主

清 水 政 雄 君 ヰ二部軍経E l i 部 ( 株式合祉武悶組〉

株式合 棋士内

松本 渉 君 布 施 市 大 字 柏 田 1076 山本 正 君 京 都府熊野郡海部村

商 家 隆 義 君 J1li! 為市三篠本町 3の

〈住宅管図京都一策 字坂井539 C自主i ' )

247( 商家 giJ 三郎方

寺出張所〉 ＺｺｰＮ ￮ｾ 安太郎君 ｦｻｴＱ 島市土手 町 ＵＵ C土

( 西部軍経E黒部〉

和 問 伊 作 君 旭直野江中の 町 3の
木建築情負業〉

高 村 克 己 君 防 局 l際安婆郡海岡市

IZO  C建築業〉 檎垣 武 弘 者 E古島市富士見町 152

Jlif 上司i 0武烏 l隊総務

磁 波 幸 省 君 東 淀 川 区 新 高北 Jii 2 ( 住宅 gr 図成鳥支見! ?)

部〉

の 18 C和同組〉 牛 尾 録 作 君 成 島 市皆賀町 l の196

森 閑 隆義君 成烏市盛岡郡木ノ江

松 永 信 玄 君 天王寺区民法院町84 ( 住宅管圏mt h:; R {fr) 

田r( 土木建築請負業〉

( 建築請負業 〉 奥瀬健治君成島県子、佐伯郡汁口市

仁居 勇君 ! 皮h: ; 市?在中¥1町 173C土

吉岡 茂樹君主豊能郡中豊島村服部 四024 C株式合枇武

木 建 築 設 計 .ii t ;)il l 負

菅原町412 C田中建 回組〉
業 〉

築事務所〉 黒川 作 郎 君 三 重l孫北 牟11郡尾鷲
遠 藤 二 郎 君 八 幡 市 黒 崎 ! 日IA I l 本

中西忠雄君紳戸市葺合w ，: 紳仙も2
町中井浦 u; j!l 1i 長官白

化成社宅 〈仁! : 本化成

通2の24 C合突合最土 内
工 業株式合社〉

東 亜建築祉〉 宮 本 数 男 君 成 島 市 南 千 悶 町 ¥0:8
相良亨三自I1君 八 幡 市 竹 下 町3 伊 藤

小笠原良次君; 東区石町2の 6 C烏 〈土木建築業〉
梁 f定方 (日 本 化成工

居組工務庖〉 三 善 好 人 君 鹿 児 島 航 空隊 出張所
業株式合祉〉

安間 立雄 君 京 都 市 左 京 区 下 鴨 松 内〈佐位保海軍建築

河t 奥荘君 F富岡市箱崎町第 ノ;本

の木町32 C京都府批
部〉 ぐ繭 岡県手、聖子繕諜〉

寺課〉
山本 良 介 君 東京市溢谷I Di : 稼回3 砂 本 清君 l長島市巳斐l町'38の l

上出 金次郎君港w ，: 九線南通 1の745 の87清 水方( 東京橋 CJ .自烏 l際世F繕課〉

〈土木建築設計 〉 本管E l i 事務所〉 俗、 泉君 八幡市黒崎町2 日本

北村 燕君 西 淀川E王者宅老江 2の 岩 崎 陽 行 君 姫 路 市 山 野 労 回r 8{i' イヒ成基!L洋: 寮 内〈日本

202  C位宅管園大阪 原方( 第一相友住宅 化成工業株式合枇〕
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三浦 忠 夫 君 預 岡市大濠町 140( ス

倉土木株式曾枇〉

特 別 賛 助 員

荒 木 俊 市 君 此 花 区 玉 川 町3の44

( 旭電気商合〉

梶 本 誠 自1¥君伊丹市主益田1 f 543 ( 1)  1  

( 地主〉

r1、早川美 武 君 西 成区玉出本通 1 の

う3 ( 普通賛助員より

事事格〉

宮武伊七君 北 ｭＺ ｾｴ 同心、閏ｬｦＲ の Ｓ Ｒ

( 関西大. E l j ! 石株式合

枇〉

ＱＱＱ 問 治司君神戸市葺合 ｬ ｾｬ 熊内 町

うの55 ( 株式伶最士山

間工務底〉

中間 保 索 此花区手 川町3の44

旭電気商舎内

lf- IJ" 作太郎君 長崎県幸、南松浦郡繭江

町大ヲ在郷378 ( 線、町

村組合役場〕

大 和 問 禰 七 君 尼 崎 市 西 松 島 町86

探 部 客 代 志 君 大IEl l I 泉尾上沼 3の

25 ( 白書手〉

北 野 郷 夫 君 西 区 江 戸 堀 下通 l 日

本工業新関前土内

滋 谷 光 斑 君 北lil1i上爾 島 中2の73

野村 綱 一君 旭 直 古 市 中 沼3の 愛

風化製工業株 式 合iiit

内

南 英 男 君 港E互市岡積極うの3愛

図化事工業株式含踊士

内

梅野典ｬｰＮ 君 旭区古市中 立 ｬｩＳ の ｉ ｾ

図化事工業株式合枇

内

普 i盈 費 助 員

竹 原 秋 夫君 満州第693部隊

石岡 章 宏 大 正 直 千 島 町46 、〈矯

南高等工業隼校〉

鮒弁 政吉君 ! 資島市仁保町三車手屋

509 ( 入隊中〉

岡本 孝君西淀川m : 海老江中3

の12 ( 大阪造兵廠〉

玉川 英夫君 鳥取県系西伯郡中滋村

清水産E出張所内

松岡 一際君 鳥取盟系図伯郡中波村

字号事垣清水組出張所

内

中谷 恒雌 君 南 河 内 郡 赤 阪 村 字 森

屋〔大阪附図終患 部〉

溝 上 結 城 君 西 宮 市 今 津im風間Ir 1  

の 15住友猶興祭内

t 佐亥電気工業株式

合 枇〉

百二こさ)

曾 員

望月元治郎君、柿本法治君 、木回

続行君、天野茂告書、君、添 岡正一君

問中幸太郎君、市原奪代二君、板

阿' 宏君、字井八太郎君 、江尻升彦

君 、 日高徹治君、四回哲郎君、土

佐 ｉｅｩ ｾ宇君

地 方 舎 員

森 IE藤 君、伊東武夫君、深間

操君、 佐藤 司 君

特 別 賞 助 員

大 須 賀 厳 君 、 鈴 島 荘 介 君 、 西 垣

孝一君、富岡脇滋君、細井隆治君

普 通 貨 助 員

縞 馬幸喜君、司雪 国健太郎君

; 一時ト持動-J

曾 員

市川定 三 ｾ ｉ｜ 君南蕗問屋 町 ＱＲ

高 畠 県市君 尼 崎 市 東 戒 感 字 武 服

の荘3の27

西 村 駿 一 郎 君 紳 戸 市 須勝区W- I下町

! の103

天事件 勇 君 土 屋 部 隊 中 間 除

布 袋 関 統 君 和 歌 山 市 湊 1820の4

手代木善様君 紳戸市灘l i I I 大和町4

の16

高記i又八良1¥君 勤 務 先 西 区 土 佐 堀 l

の l芝田工務底

池 村 吉 之 助 君 向 上

牧 野 手リ秋 君 向 上

篠原 房 長 行 君 旭 区 穴 宮町7の 10

加 藤 誠 二 君 吹 田 市 北 泉 町

富島問 勝 君 堺 市 車 ノ f可堺 貸業場

校内

野 1-1 四 郎 君 金 吉 区 旭町2の3

塚 本 猛 次 君 兵 廊 燃 川 主 量 郡11、i滋 村

米谷

曜を ? 江主俳君 応鋪北区天満局南角

感工務応( 自普〉

大 谷 恨 次 郎 君 紳 戸 市 須 磨 区 垂 水 町

西垂水字風呂前292

柴回 六良1¥君 紳 戸 市 兵 庫 蔵 大 開 通

7の 133

稿 用 羽 生 君 堺 市 滋 寺町下宿湾 98

2  

地 方 舎 員

安 原 信 行 君 央 市上山間前I f l08

飯 島 邦 遊 君 北 海 道 札 幌 郡 豊 平 田T

大字月寒村陵地第 二

隠雇員宿舎気付

西 村 清 士 君 満 洲 係693部 隊

安 部 忠 愛 君 天 津 日 本 租界須 勝 街

14の12 ( 自 苦手〉

藤 田 元 吉 君 成 島 市 猿 楽町 15産業

奨励官官内住宅管閣成

島支所

佐藤 司君東京市首申同区西紳回

2の 13 モ遜信省級王子三

局聖子繕課〉

津 島 英 太 郎 君 新 京 特 別 市 順 天 窓 洪

烈街政府第七官会 16

2  

北 村 積府君宮崎豚児湯郡川| 南村

字常盤鴻池組内

千原大五良11君 東 京 市 杉 並1花上高.:jj

戸2の409

矢 野 七 郎 君 千葉県系安房郡大海村

字阿波太安倍きょコウ

( 出征中〉

問主豊 卓両Ht j満世十| 四卒街市大同直

旭町 13の l 満洲飛鳥

組 出張所内

四日 俊夫 君 満 州 第54部隊弁書事除

ノj、 姻 順 朗 君 鳥 取l際西伯郡中泊村

清水組作業所内

初柴 ! 志君新居演市金子新田西
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久保勇次郎方 支部工事場 の16弐山方

中津 子守郎君 主主岡市毅町 122く岩 手 辛木 貞夫 君 琉 島 市 翠 町 1. ¥40 鹿 上野 三 男 君 満iJ t ! 係22¥部隊上山

j際保安課〉
島組出張所内 隊

茂泉 徳男君 南洋群島ペェオ島コ
紋 1.1 児 島ｾｾ君朝鮮京 後 遺始輿郡安 内藤 功 君 山 口 l孫熊毛郡光町光

ロー ノレ町南二丁 目南
者堅商守1<: 養1' [ 654の 11 井清水組出張内

拓耐士宅44 tR 図卒八良I1君( 改名〉務名旅団結充 浦野終次郎君 北京二¥i l I 太僕寺街羅

宮 村 次 郎 君 千 葉 市 ー 本町3の612 漢口市三主義路198 賢胡堂16大日本紡北

中商 一 郎君横波市 市 ｉｾ 奈 川 ｜ｩｬｉ紳奈
特 Sリ重量助員

会 事務所

川通2の25 日産土木
井 本 慎 一 君 来 京 市 日 本 橋 区 呉 服

辻 本 義男 君 東舞鶴市官全部下 四 丁

株式舎前士模演 出張所
橋安田信託株式合前土

白木村組出張所内

ti! ｾ治君 名古屋師閣総県都静
内

山本 森 義 君 第 一 海軍軍用郵便所

岡凶E長所 ノ ト鍛 治ｾ ニ 君東区森ノ宮西 ノ 町 ＶＴ
気付第一i海軍建築部

繭 悶 勇雄君 名古屋市千積区内山
3 森ノ宮港34披

盟見苦長三郎君〈改姓〉孫姓千坂祭主

町3皆佳関
山 中 喜 代 治 君 浦 和n11本太字後原22

郎 京 都府舞鶴市筒

丹磯 良雄君 I居間l隊京都郡犀川村
18 

田f

字久富

普 通 事 重 助 員

[ 亙二ご5J
西村 降 君 朝 鮮 釜 山 府 富 卒町2

繭 永 昇君 満洲本渓湖市宮原区

の14回阪工務所

順公街n南地最士宅3

谷村 定 雄 君 呉 市 東 豊 富 屋 町203の i

の7
特 別 賞 劫 員

合同長太郎方

宮 原 市 良[1君 旭 区 豊里町 1758の l
細 井 隆 造 君 昭 和 ¥7年 4 月20日逝

2空 港 痢j量i主 君 熊 本 市紺屋今町九州

機南商工寄宿舎 去

百E電株式含祉工務部

小森 樹君 名古屋市熱回4格了 l 〈読んで哀悼の意を表す〉

建築課

武四 億 一 君 麓 本 市 健 軍 町 字 立聖子

竹中工務底出張所内

有 国 経 太 君 上海長春路383の4石

本建築事務所内

政間基ｾ君佐世保海軍建築 部 鹿

児島監督員詰所

害事木 信 激 君 主夜京市豊島m; : 高岡本

町 l の336桐谷方

藤井 定 君 新 京 特 別 市 順 天直義

平日胡 同306 満州房産

株式合枇枇宅第 103

君主

梶 正 治君 主窓湾高雄州鳳山街主主

爺廊選湾軍経王型都' "

山 事務所第二分室

大 限 貞 客 君 勤務 先 株 式 合 祉林

余商応答繕課

永岡庄右衛門君 北京市二区崇善昆

九世E杉山方

堤 幸 夫 君 熊 本市健ill 町 大 林

組内

伊 藤 武 文 君 陸軍省建築課第一腕

V I I 1 5 0  



ｾ＠
編 明 常 務

編 積
伊 藤 和 夫 大 下 順 五 郎

後 記 小 林 清 錦 回 直 一

今年は栴雨 も相営陀しっ とかったが、梅雨

明けのH乍今の暑熱 もiJf、相首に猛烈 主主 もので、

自分ばかり でたく、恐 らく誰でもが相首に悩

まされて居 る事だ らう と思はれます。その篤

めでもあるか原稿 の依頼先 も仲 k 承諾の御通

知が無〈 、叉折角御承諾のiA知のあった向き

も愈々期 日が切迫すると 、夫々のお仕事の都

合で、来月まで待って欲 しいと 云ふ ゃ う友会

断 りの手紙が来るやうな有様で、不慣れた編

輯子は締切時 f'CtJ: って全 く営感の態でありま

す。従っ て本 月続の内容は誠 K 貧弱友 ものと

友 り、 読者諸子に劃 して も誠に相済 ま主主 い次

第であ ります。美人の瓦婿せは一入艶に悩 ま

しい ものと昔か ら云は れすが、 雑誌の夏枯れ

ばか b は見た眼に も徐 りぞっと致 しません 、

九月銃犯 は緊樟一番初秋の爽涼と共に雑誌 も

面白を一新 して今 日の取返 しを し度ひと 思っ

て居 ります。重ねて説者諸子の御寛容の程を

願ひ上げます。

倫先般属島、ililil 岡方面へ政行 して各地の合

員諸君ーに もゐ目にか ムり 、雑誌、K 劃する色 々

主主御注文、御意見等 も承ったのですが、各地

、〆、〆、J 、〆、〆、〆、〆、J、〆、"

方の活i震友合員の動 きを奔見す るにつけ「廻

築と枇合J f'C も各地各地の建築界 の情勢 とか

各地の新しい建物の御紹介とか、種々 た地方

か らの公使 りを載せる事が出来た ら面白から

うと も考へら れます。地方在住合員諸 君か ら

の御投稿を切にゐ願ひ致 します。 ( I 生〉

i  建 築 と 社 曾

|  第 25鞘 第 7 競

l 冊 50銭 ( 郵 税2鎗 〉

毎月! 図!日 遂行定債⑨

Iz冊 6園 ( '" 24銭 〉

昭和 17年8月5 日印刷 昭和 17平 8 月10日愛行

護行・編輯

印 刷 人

大阪市北区朝日ピル日本建築協曾内

印 刷 所 新日 本 印刷有限曾枇

大 阪 市 北 区 南 錦 町 46 番 地

| 畿 行 所 普賢 日 本 建 築 協 合

大阪市北I直中之島 3 ノ 3 朝 日 ピ ル

電話長北演 (23) 4501番く9)

娠密口座大阪 3 9 9 7 5 香

日本出版文化協曾曾員番蛾222 0 4 3

戸
1

 

1

 

1

 

弘

配 給 元 日本出版配給株式会社

東京w神田直淡路町二丁 目 九 番 地

禁 轄 載

本量産 に潟 載 せるものは 一 切とれを無断に て

縛 載 し又 は 単 行 本 に 上梓 その他の復製行錯

をなすことを禁ず。
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